
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　この魔法使いに爆焔を！

第二章　この女神に幸運を！

第三章　この聖騎士に喝采を！

最終章　この冒険者に栄光を！
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　　　　１




　この世界には魔ま王おう軍と呼ばれる者達がいる。

　彼らは人を遥はるかに超こえる力を持ち、長らく人類を脅おびやかしてきた。

　人々が神に絶大な力を与あたえられてもなお抗あらがえず、人類の天敵で在り続けた恐おそるべき存在。

　そんな、誰だれもが恐れてきた魔王軍の、強固な結界に覆おおわれた本ほん拠きよ地ちが、今──




「『エクスプロージョン』──ッ！　『エクスプロージョン』──ッッ！」

「わはははははは！　わははははははは！　いいぞめぐみん、もっとやれ！　お前こそが世界最強の魔法使いだー!!」




　たった一人のポンコツ魔法使いの手によって、未み曾ぞ有うの危機にさらされていた──




「見ろダクネス、この爽そう快かいな絶景を！　思い起こせば、俺は魔王軍の連中に散々迷めい惑わくを掛かけられてきたが、とうとう一いつ矢し報むくいる事が出来たぞ！　わはははははは、ざまあ見さらせ、何が魔王だ舐なめやがって！」

「あ、ああ……ああああ……家が買えるほど高額な、とびきりのマナタイトが一つ……二つ……」

　めぐみんが魔法を放つたび、ダクネスが青ざめた顔で何かを呟つぶやく。

「『エクスプロージョン』──ッッッ！　『エクスプロージョン』────ッッッッ！」

　辺りにそんな絶ぜつ叫きように近しい声が響ひびくたび、理り不ふ尽じん過ぎる威い力りよくの爆ばく裂れつ魔ま法ほうが魔王城の結界に叩たたき込まれた。

「見ろ、魔王軍の精せい鋭えい達が、慌あわてふためいて半泣きで飛び出してくる様を！　本来ならめちゃくちゃ強い連中なんだろうが、今の俺達の前ではコボルトとなんら変わらねえ！」

「あああああああ……あわわわわわわわ……」

　現在の戦せん況きようはといえば、先ほどから幸福の絶頂に達したみたいな表情で目に涙なみだを浮うかべためぐみんが、爆裂魔法による攻こう撃げきを開始。

　そして、三発目の爆裂魔法が城の結界に撃うち込まれた時点で、泡あわを食った魔王軍の連中が次々と城から飛び出してきた。

　ワラワラと出て来たのは、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を固めた暗黒騎き士し。

　その他ほか、闇やみ色いろのローブをまとった魔道士風のヤツや、翼つばさの生えたガーゴイルみたいなモンスターもいる。

　そいつらは、これまでに出会ったモンスターや魔王軍の兵士の中でも、たった一体ですら手こずりそうな強敵だと一目で分かった。

　普ふ段だんなら俺達が一目散に逃にげ出すような連中が、城の結界を抜ぬけて向かって来る。

　だが、高台にいるこちらへと辿たどり着く前に、爆裂魔法による一方的な攻撃でなす術すべもなく消し飛ばされていた。

　ガーゴイルを始めとした翼を持つモンスターが空から強きよう襲しゆうをかけようと試みるも、めぐみんが空に向けて一つ魔法を放つだけで、それらが面おも白しろいようにポロポロ墜おちる。




「『エクスプロージョン』──！　『エクスプロージョン』──ッッ！」




　今日のめぐみんは、いつかの魔王軍幹部ウォルバクとの決けつ闘とうの時のように、魔法の詠えい唱しようは行っていない。

　本来詠唱というものは、魔法の威力を安定させ、制せい御ぎよしやすくするためにある。

　定められた詠唱を行えば魔法の暴発を防ぎ威力も増す。

　だが、もはや爆裂魔法を極きわめためぐみんにとって、詠唱抜きでもたやすく魔法を行使出来るのだろう。

　……まあ、そりゃそうだ。

　ひたむきなまでに爆裂魔法を愛した、このアークウィザードは──

「『エクスプロージョン』──！　『エクスプロージョン』──！　『エクスプロージョン』────ッッッッ！」

　人生において、この魔法しか使ってこなかったのだから──




　神や悪魔ですらも滅ほろぼせる魔法の前に、魔王城の精鋭達が死体も残さず消し飛ばされていく。

　そんな光景をダクネスが、青ざめた顔で震ふるえながら眺ながめていた。

「じ、地じ獄ごくだ……この世の地獄だ……！　いくら大量のマナタイトのお陰かげとはいえ、この光景を陛下や貴族達が見たら、めぐみんは間ま違ちがいなく最重要危険人物に認にん定ていされるぞ……！　国が放ほうって置かなくなる……！」

「わははははは、何これちょー気持ち良いい！　今までの鬱うつ屈くつした気分が全部吹ふっ飛ぶ！　めぐみん、やれやれ！　もういっそ結界を破は壊かいしても、魔法の連打は止めずに続けろ！　なーに、アクア達はまだ城に入ったばかりだ。魔王の部屋なんざ最上階と相場は決まってる。結界が消えたら射線を上げて、城の上部を消し飛ばしてやれ！」

「や、止やめろぉ！　アクアの間の悪さを考えれば巻き添ぞえを喰くらう可能性の方が高い！　それよりめぐみんの目の色が、かつてないほどに真っ紅かなのだが……！」

　目を鮮あざやかな真しん紅くに輝かがやかせるめぐみんの周囲には、大魔法が連発されている影えい響きようからか、パリパリと青白い放電現象が起こっていた。

　次々に撃ち込まれる爆裂魔法の前に、城を覆う結界が、素人しろうと目めにもそろそろ崩ほう壊かいしそうなのが見て取れる。

　半はん透とう明めいなバリアみたいな結界のあちこちにヒビが入り、それが今にも砕くだけそうだ。

「『エクスプロージョン』──ッ！　『エクスプロージョン』────ッッ！」

　めぐみんがポンポン致ち命めい的てきな魔法を放つ中、ガシャポン機から吐はき出される玉みたいに次々と飛び出してくるモンスター。

　彼らもむざむざと殺されたいわけではないのだろうが、放っておけば城の結界が破られる事を理解しているのだろう。

　それらがめぐみんの注意を惹ひいている間にも、魔王軍の魔法使いらしき連中が、結界の中から手をかざして魔法をかけている。

　きっと結界の修復でも行っているのだろうが、千里眼スキルで遠目から見る彼らは、今にも泣き出しそうな絶望の表情を浮かべていた。

　そんな中、精鋭と思われる暗黒騎士達の数が減り、今度は悲ひ壮そう感を漂ただよわせた鬼おにみたいな姿の兵士が飛び出し、それらが等しく爆裂魔法によって吹き飛ばされる。

　……やがて、城の周囲に大量のクレーターが出来る頃ころ。

　魔王軍の兵士達は打ち止めになったのか、無む鉄てつ砲ぽうに飛び出してくる者もいなくなり……。




　──白い仮面を身に着けた、強者オーラを醸かもし出す魔法使いが現れた。




　仮面も真っ白なら、着ているローブや杖つえも白。

　そいつは、明らかに今までの連中とは纏まとっている空気が違う。

　魔王軍にいるクセに不思議な清せい涼りよう感かんというか、神聖な気配が感じられるというか……。

「何か出て来ましたね。あいつが噂うわさの、世界最強の魔法使いとやらでしょうか」

　頬ほおを紅潮させてかつて無いほど紅あかい瞳ひとみを輝かせていためぐみんが、城から出て来た魔法使いを見て動きを止めた。

　めぐみんはマナタイトの山に腰こし下したを埋うずめたまま、幸せそうにマナタイトの手て触ざわりを確かめている。

　爆裂魔法の乱打が止んだ事で、白ローブの魔法使いは結界を越こえ、こちらに向かって悠ゆう然ぜんと歩いて来た。

　体の周りを半透明の膜まくのような物で覆いながら、大物感を漂わせる白ローブ。

　まだまだ距きよ離りは遠く離はなれ、会話が出来る距離ではない。

　俺達が何者なのか、そして目的は何なのかの、真意を問いに来たのだろうか。

　もしくは、相手もめぐみんをかつてない脅きよう威いと認め、最強の名を懸かけて決闘を挑いどみに来たのだろうか。

　それとも……。




　──と、めぐみんが迷いも無く魔法を放った。




「『エクスプロージョン』──！」

「「ちょっ！」」

　俺とダクネスが声を上げるが、めぐみんの杖先から放たれた爆裂魔法は、もちろん今さら止まる事なく白ローブに突つき刺ささる。

　一いつ拍ぱく遅おくれ、凄すさまじい轟ごう音おんと共に辺りに爆ばく煙えんが舞まい散る中。

　煙けむりが晴れたそこには、クレーターの中心で仮面とローブを消し飛ばされ、素すっ裸ぱだかにされた男がうつ伏ぶせになって倒たおれていた。

　ローブを剥はがれたその男は背中に純白の翼を生やしている。

　という事は天使系のモンスター？

　以前、デュークとかいうウィズに爆殺された堕だ天てん使しがいたが同類だろうか。

　……と、その裸ら天てん使しは俺達が遠巻きに見守る中、身を震わせながら起き上がった。

「「おおっ！」」

　めぐみんの魔法に耐たえ切ったところを見ると、やはりあいつが最強の魔法使いと呼ばれている門番だろう。

　俺とダクネスが驚おどろきと称しよう賛さんの声を上げると、裸天使はフラフラしながら高台に陣じん取どるこちらを見上げ──




「……我が……は…………ッ！　魔王軍……最……の……ッ！　いきなり……！」




　何かを叫さけび出したのだが、距離が遠すぎてところどころが聞き取れない。

　多分名乗りを上げながら、いきなり何するんだとかそんな事を言っているのだろう。

　めぐみんやダクネスも遠くて聞き取れないらしく、二人は顔を見合わせ首を傾かしげた。

　俺は相手の意図を探さぐろうと、千里眼と読どく唇しん術じゆつを発動させる。

『聞こえているのなら反応を見せよ！　汝なんじらは何者か！　冒ぼう険けん者か!?　遠距離から城を直接攻撃するなど、汝らは魔王と勇者の伝説や、王道というものを知らぬのか！　このような邪じや道どうな行い、我が身に流れる神族の血が……』

　スキルを使って観察すると、裸天使がよく分からない事を喚わめいていた。

「どうしました？　あいつが何を言っているのか分かったのですか？」

　何言ってんだコイツみたいな顔の俺を見て、めぐみんが尋たずねてくる。

「読唇術スキルを使ったんだけどな。なんか、遠くから城を攻撃するのはズルい、超ちようズルいみたいな事を言ってる」

「それはなんというか、最強の魔法使いと呼ばれるわりに子供みたいなヤツだな……。まあ確かに、こんな魔ま王おう退治は聞いた事もないのだが……」

　腕うでを組んだダクネスが複雑そうな表情を浮うかべる中、めぐみんが杖を振ふりかざした。

「とりあえず、撃ってもいいですか？」

「撃っとけ撃っとけ。射程はこっちの方が上なんだ、向こうに付き合う必要はないさ」

「き、気の毒に……」

　めぐみんが、今度は短縮する事なく、きちんと手順を踏ふんだ詠唱を開始した。

　魔法を連発するのではなく、一撃の威い力りよくを高める気だ。

『警告はなされたぞ！　我が力、見るが良い！　魔界から引き込んだ無限の魔力と、あらゆる魔法に精通した我が力、しかとその目に焼き付けて……』

「『エクスプロージョン』ッッ！」

　相手が何かを言い終わる前にめぐみんが魔法を唱えた。

　口上の途と中ちゆうで吹き飛ばされ、裸天使は空高く舞った後、やがて激しく地面に墜つい落らくした。

　今の爆ばく裂れつ魔ま法ほうはよほど効いたのか、裸天使は白目を剥むいたまま、ビクンビクンと痙けい攣れんして動かない。

　──と、その時だった。

　裸天使の体の下に複雑な魔ま法ほう陣じんが浮かび上がり、強きよう烈れつな光を放ち出す。

　それに伴ともない、負っていた傷が徐じよ々じよに再生されていくのが見て取れた。

　……そういえば、強力な再生能力を持つとか言っていたな。

　墜落してきた裸天使を、結界の修復を行っていた魔法使い達が慌あわてて結界内へと引きずり込む。

　そんな姿を眺めながら、めぐみんが杖を正面に構え直し。

「結界内に籠こもられてしまいましたね。まあ、どうせ破壊するのです。その後で、どちらが最強の魔法使いかの決着を付けてやりましょう！」




「『エクスプロージョン』──！　『エクスプロージョン』──ッ！」




　めぐみんが遠えん慮りよ無く魔法を乱発する中、俺は結界内の魔法使い達の会話を読み取った。

『ああああ、どうしたら！　どうすれば！』

『もうダメだあ、オシマイだあ……！』

『何なんだ！　何なんだアイツは！　頭がぶっ壊こわれてるんじゃないのか!?』

『結界がもう保もたない！　早く逃にげないと、結界の崩壊と同時にあの凶きよう悪あくな紅こう魔ま族ぞくに消し飛ばされるぞ！』

『なぜ突とつ然ぜん、あんなラスボスみたいなのが攻せめて来たんだ！　どうしてあんなにポンポン爆裂魔法を撃うてるんだ!!　異世界の魔王が襲おそってきたのか!?』

『お、お母さーん！』

　魔王軍の魔法使い達が恐きよう慌こう状態に陥おちいる中、グッタリしていた裸天使が目を開けた。

　それを確認した俺はめぐみんに合図を出して魔法を一いつ旦たん止めさせる。

　身を震ふるわせながらなんとか上体を起こす裸天使に、魔法使い達がそっとマントを羽織らせた。

　それを遠巻きに監かん視ししながら、読唇術スキルを発動させると、

『……わ……わが……真なる……力を以もつてすれ……ば……、あ、あんな、あんな……ちっぽけな……紅魔族……など…………』

「俺が本気になれば、あんな貧乳紅魔族なんてイチコロだぜ、だってよ」

「『エクスプロージョン』──！　『エクスプロージョン』──ッ！」

　俺の通訳にめぐみんが再び攻こう撃げきを再開し、いよいよ結界の崩壊が目前に迫せまる。

「カ、カズマ、本当か？　本当に、あいつはそんな事を言っているのか!?」

「大体合ってる」

　ダクネスに適当な返事をしていると、フラフラと魔王の元幹部が立ち上がった。

　見れば先ほどまでの傷も軒のき並なみ再生している。

『あ、あの、頭がおかしい紅魔族の魔力切れを狙ねらう！　敵の方が射程が長いというのなら、このまま結界の修復に力を注ぐまでだ！　我が魔力は魔界から無限に供給される！　長期戦に持ち込めば、あんないかれた魔法使いの相手をしなくて済む！』

『『『おおっ！』』』

　こちらに作戦を読み取られている事を知らないマント天使が、結界の中で手をかざし、修復作業に掛かかり出した。

「頭がおかしい紅魔族の魔力切れを狙うってさ。俺は無限に魔力があるんだ、いかれ魔法使いの相手なんかしてらんねーから、結界直しながら長期戦に持ち込もうぜってよ」

「ブッコロ」

「待てカズマ！　本当か!?　本当にそんな言い方をしてるのか!?」

「大体合ってる」

　マント天使や魔法使い達が必死の形相で結界の修復に当たる中──




　めぐみんが瞳を爛らん々らんと輝かがやかせ、息を深く吸い込んだ──！




「『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』……！」

『ちょっ……、待っ……！』

　早口でエクスプロージョンの連打を開始しためぐみんの手により、長年に渡わたり魔王城を覆おおっていた結界は一いつ瞬しゆんで崩ほう壊かいした。

　マント天使からまた裸天使にされた魔法使いが、何か叫んでいた気がしたが、

「『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』『エクスプロージョン』……ッ！」

　なおも続く爆裂魔法に、周りにいた魔法使い連中は軒並み吹ふき飛び、大量のクレーター痕あとの中心にボロボロになった裸天使だけが残されていた。

　さすがは世界最強の魔法使い。

　そのしぶとさに半ば感心していると、めぐみんが長々と詠えい唱しようを開始する。

　今までとは違ちがう魔力のうねり。

　マナタイトから引き出す魔力ではなく、ここ一番のために残しておいた、めぐみん自身の魔力を全すべて振り絞しぼって撃つ気だろう。

[image: ]

　今のめぐみんの最大魔力は、最高品質のマナタイトに封ふうじられている魔力総量をも上回る。

　爆裂魔法の連発の前に、再生が追い付かず瀕ひん死しの裸天使も、めぐみんのただならぬ気配に気付き、小さく喘あえいだ。

『我われ……こそ……は……魔王軍……最強……最古参にして…………その名を…………』

　ボソボソと、名を名乗ろうとした魔王軍最強は。




「『エクスプロージョン』────────ッッッッッッッッ！」




　めぐみんの放った過去最大級の爆裂魔法をまともに喰らい、その名を知られる事もなく消え去った──




　　　　２




「お疲つかれさん！　いやあ、しかし凄すげえ惨さん状じようだな。機動要よう塞さいデストロイヤーが襲しゆう撃げきしてきた時もここまでにはならなかったんじゃないか？　まあ、これで名実共にお前が世界最強の……。お、おいめぐみん、鼻血出てるぞ」

「えっ？　あっ……」

　ドレインタッチで最低限の魔力を注いでいると、俺に言われて気付いたのか、のぼせ上がったように赤い顔をしためぐみんが、ローブの袖そでで鼻下をゴシゴシと拭ぬぐいその血を広げる。

「あーあー……」

　クリエイトウォーターでハンカチを濡ぬらし顔を拭ふいてやると、冷たい濡れハンカチが心ここ地ちいいのか、めぐみんが気持ち良さそうに目を細め、なすがままに拭かれていた。

　というか鼻血が出るほど興奮したのか。

　……いや、これって……。

「おいめぐみん、お前、なんかほっぺたとかが異常に熱いぞ。なんだこれ、興奮してるだけじゃないだろ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、大丈夫ですよ。まあ見ていて下さい、今から魔王城の上層階を……」

　熱に浮かされたような顔のめぐみんが、そう言って杖つえを抱だき締しめ、フラフラしながら城へと向ける。

　と、そんなめぐみんをダクネスが捕つかまえた。

「爆裂魔法という、人類が使える最強の大魔法をこれほどまでに連発したのだ、体に異常をきたさない方がおかしい。マナタイトから魔力を引き出し、それを体内に循じゆん環かんさせて魔法を撃ち出す。そんな作業も、体の頑がん丈じような魔法使いが普ふ通つうの魔法を使う分には大して負担にならないのだろうが……」

「めぐみんの体では、負ふ荷かが大き過ぎたのか……」

「そんな、私の体が小さいから問題が起きたみたいに言わないで下さい！　大丈夫です、まだまだいけます。というか、いかせて下さい！」

　駄だ々だを捏こねるめぐみんを押し留とどめ、周りに散乱しているマナタイトを拾い集める。

　それを旅の間に俺が背負ってきたリュックに詰つめると、めぐみんがすかさず持ち手に腕を通した。

「おい、今日はもう爆裂魔法は撃たせないぞ。後、荷物は俺が持ってやるから無理すんな」

「……そう言われても、危なくなったら遠慮なく爆裂魔法を撃ちますよ？　そして、これはカズマから貰もらった物なんですから断固として私が背負って持っていきます」

　ワガママだなあ……。

　結局頑がん固こなめぐみんに折れた形で、爆裂魔法はピンチの時以外使用を控ひかえるという条件でリュックを背負わせた。

　先ほどの連続使用で数は結構減った事だし、今のリュックの重さはそれほどの重量ではないだろうが、フラフラしながら大きなリュックを背負う姿は心配になるんだが……。

　ともあれ、これで魔王の城へ乗り込むための最大の障害は除かれた。

　辺りが完全に静まり返る中、敵感知スキルで警けい戒かいしながら城へと近付く。

　俺達の姿は丸見えのはずだが、城内はよほど混乱しているのか、城から攻撃されるような事は無かった。

「……さて。じゃあ、いよいよここからが本番だ。覚かく悟ごはいいな？」

「ああ、ここから先は私に任せてもらおうか。ドラゴンが出ても一歩も引かん。めぐみんばかり活かつ躍やくして、なんだか少し悔くやしいのだ」

　先ほど魔王城から飛び出してきた暗黒騎き士しとあまり大差無い姿のダクネスが、いつになくやる気の顔で言ってくる。

「ふふふ、今日の私以上の活躍となると、もはや魔王討とう伐ばつぐらいしかありませんよ？」

「くっ……！　女騎士の仕事は魔王に捕まる事だが、ここは魔王討伐の目的を果たすべきか、それとも女騎士の仕事を優先すべきか……」

「お前らここに何しに来たんだ。もうアクアの事忘れてるだろ」

　緊きん張ちよう感かんの無い二人をよそに、俺は敵感知を使いながら城門前へ近付いていく。

　敵の気配も感じないため、無造作に城の門をくぐり抜ぬけた、その時だった。

「あーっ!!」

「うおっ!?」

　突とつ如じよ何も無い空間から驚おどろきの叫さけびが聞こえ、俺は思わず声を上げた。

　すると、目の前からは見慣れた連中の姿が現れる。

　それは……。

「めぐみん！　うわーん、めぐみん、めぐみん!!　こここ、怖こわかった！　怖かったあああああああ！」

「ど、どうしたんですかゆんゆん、普段から涙なみだ目めが多いあなたですが、今日は特に酷ひどい顔ですよ!?」

　そこにいたのは、ミツルギのパーティーとゆんゆんだった。

「佐さ藤とう和かず真ま、追いついて来れたのか！　……というかよく無事だったな、外には魔ま王おうがいたんじゃないのか!?」

　腰こしに二人の女の子にしがみつかれながら、ミツルギが突然そんな事を言ってくる。

　取り巻きの子達はよほど怖い目にでも遭あったのか、ミツルギにしがみつきながら目に涙を浮うかべ、魔王が魔王がと呟つぶやきながら震えていた。
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　……というか、魔王？

「いや、なんで魔王が城の外に？」

　めぐみんに頭を撫なでられ宥なだめられていたゆんゆんは、ようやく落ち着きを取り戻もどしたのか、首を傾かしげる俺に説明してくれた。

「わ、私達、アクアさんのお陰かげでこの城に侵しん入にゆうする事には成功したんですけど……。その後、魔法で姿を消したまま城内を探たん索さくしていたら、突然魔王城に向けられた謎なぞの爆ばく発はつが連続しまして……。アクアさんが、自らの天敵である女め神がみの侵入に気付いた魔王が、私達を城ごと生き埋うめにしようと暴れているのに違いないわと言い出したので、こうして慌あわてて入り口に……」

　俺とダクネスはなんとなく魔王を見る。

　マナタイトを背負った紅眼の魔王はその視線を受けてそっぽを向いた。

　──と、そう言えば！

「おい、その言い出しっぺのアクアはどこだ？」

「そ、それが……！」

　せっかく合流出来たのに肝かん心じんのアクアだけが見当たらない。

　ゆんゆんが、申し訳なさそうな表情を浮かべ説明しようとするのを、同じく苦く渋じゆうの表情のミツルギが遮さえぎると。

「アクア様とは、その……。はぐれてしまった……。突然の爆発騒さわぎで城内が慌ただしくなったんだが、混乱しながらも、ゆんゆんの姿隠かくしやボクの仲間の潜せん伏ぷくを使ってここまで来たんだけど……。多分、この近くにいるのは間違いないんだ。ほんの今まで一いつ緒しよにいたんだ、それがちょっと目を離はなしたら……」

　あいつはこんな僅わずかな時間ですら厄やつ介かい事を起こせるのか。

　というか、一緒に逃にげててどうやったら迷まい子ごになるんだ。

「すまない……。ボクはあれだけキミに偉えらそうな事を言っておいて、アクア様を守れなかった……。くっ、何が魔ま剣けんの勇者だ、好きな人一人守れないクセに……！」

「いや、勝手に盛り上がってるとこ悪いけど、アイツ大体迷子になるぞ。いつもの事だし気にすんなよ。今は反省より先に、あのアホを捜さがしに行こうぜ」

　ミツルギにいつまでも落ち込まれても困るのでそう言ってみたが、一人でいるアクアが魔王軍の兵士に出会えばそこでアウトだ。

　運が悪いアイツがいつまでもエンカウントしないでいられるとも思えないし、急いで捜さないといけないのだが……。




　──城内へと足を踏ふみ入れた俺達は、ミツルギと共に手早く今後の方針を決める。

「緊きん急きゆう事態だ、あまり離れたくないけど手分けしてアクアを捜すぞ。敵が現れたら声を上げて、ミツルギかゆんゆんに駆かけ付けてもらい退治する。自じ慢まんじゃないが、俺達は戦力にならないと思ってくれ」

「わ、分かった。そこまで堂々と言い切られたなら、あまり頼たよりにはしないでおくよ。何かあったら呼んでくれればいい」

　めぐみんとダクネスに、ゆんゆんかミツルギに声が届く範はん囲いから離れないよう告げると、敵感知を使いながら辺りを探さぐる。

　俺は戦せん闘とうに関しては不安が残るが、単独での潜せん入にゆうや人捜しなら自信がある。

　皆みんなが探索している場所から離れた俺は、アクアが行きそうな所を捜す事にした。

　……この近くに敵はいないな。

　どうやら一階部分にいたヤツらは、先ほどめぐみんが暴れ回った事で、大半が討うち取られたようだ。

　これなら、罠わなの発見と敵の感知、さらには潜伏も出来る俺なら、もうちょっと深入りしても大丈夫だろう。

「ダクネス、私達はこっちに行ってみましょう。アクアの事です、きっと敵に遭うのを怖がって、暗くて見つかりにくい方に逃げ込みますよ」

「いや、ゆんゆん達と一緒に逃げていたのだろう？　なら、怖がりなアクアの事だ、早く自分を見付けて欲しくて、一番広い通路の方へ……」

　そんな声を背に受けながら俺は改めて城内を見回した。

　城の内部構造は、さながらダンジョンのようだ。

　壁かべのあちこちに明かりがともり、侵入者を防ぐためなのか通路は入り組んでいた。

　魔王の城というからにはもっとおどろおどろしいとこを想像していたのだが、威い圧あつ感かんのある城の外観とは裏腹に、城内は割と清潔感がある。

　まあ、魔族にしても不潔でジメジメした城は嫌いやだろう。




　──と、城内を観察していた俺は、ふと不思議な物を発見した。




　行き止まりの通路の奥に、『押すな』と書かれた紙が貼はってある。

　紙の前には魔ま法ほう陣じんが描えがかれており、その隣となりにはボタンがあった。

　……なんだこれ、罠にしても分かりやす過ぎるだろ。

　試ためしに罠発見スキルを発動させると、案の定スキルに反応がある。

　だが、これが罠だと分かっただけで、一体なんの仕し掛かけなのかまでは分からない。

　一応罠解除スキルも持ってるが、これって、俺が初めてダンジョンに潜もぐる際にクリスに教えてもらったきりで、ロクに使ってないから不安なんだよなあ。

　まあ、罠だというのなら触さわらなければどうって事はないのだが……。




　──その時俺は閃ひらめいた。




　待て、これは本当に罠なのか？

　普通に考えてみればこんな単純な罠に引っ掛かかるバカはいない。

　となると、これは何かを隠すためのカモフラージュなのではないだろうか。

　そう、たとえば魔王の部屋のすぐ傍そばに繋つながっている直通テレポーターだとか。

　万が一の緊急時に魔王が城から脱だつ出しゆつするため、門から近いこの場所へテレポート出来るようになっている、みたいな……。

　罠発見スキルが反応するという事は、何かが仕掛けられているのは間違いない。

　だが、逆にこう考えてみたら？

　緊急時のテレポーターを隠すため、何か小さな罠を仕掛けておく。

　そう、罠発見スキルが反応するのは命に関かかわる物だけではないのだ。

　転送先に送られると頭上から黒板消しが降ってくるとか、そんな物でも罠発見スキルは反応する。

　魔王といえど、仮にも王様。

　緊急時の脱出口くらい用意してあってもおかしくないし、魔王だって年中城に引き籠こもっているわけでも無いだろう。

　城に帰ってきたそのたびに、自室へ移動するのに迷めい路ろみたいなこの城を最上階まで上って行くというのも不便だし、これは絶対隠し通路だ。

　確か魔王は結構な歳としだと言っていたし、これは罠じゃないと断言出来る──！




「ふっ……。そこらのボンクラの目は欺あざむけても、この俺の目は騙だませなかったようだな……」




　そんな独り言を呟きながら、俺は魔法陣の上に立ち、押すなと書かれたボタンを押した。

　……あっ、しまった。

　隠し通路を看破した事で浮かれて押してしまったが、あいつらに声を掛けてからにすれば良かった。

　まあ、俺の考えが正しければ一方通行なんて事は無いはずだ。

　行き先を確かく認にんしたら、すぐさまとって返して──！




　──気が付くと、目の前の光景が一変していた。

　そこは暗く湿しめった狭せまい部屋。

　まるでろくな明かりも無いその場所は、今にも幽ゆう霊れいか何かが出そうで。

　そして何ど処こからともなく、女がすすり泣くような微かすかな声が……！

「しまった、罠だ！」

「わああああーっ！」

　咄とつ嗟さに叫んだ俺の声に、薄うす暗ぐらい部屋の隅すみから聞き慣れた悲鳴が聞こえてきた。

　…………おい。

「アクアか……？」

「……へっ？　……カズマ……？」

　そこにいたのは、部屋の隅で膝ひざを抱かかえ涙目で小さくなっているアクアだった。

　アクアはポカンとした表情を浮かべると、やがて顔をクシャッと歪ゆがめ……、

「カ、カズマ……！　わああああああーっ！　カズマさんカズマさんカズマさーん！」

　感極きわまったように立ち上がると、よほど怖こわかったのかそのまま俺の胸むな元もと目掛けて飛び込んで来る。




　持ち前の幸運で自動回かい避ひスキルを発動させた俺の体は、飛び込んで来たアクアを華か麗れいに躱かわした。
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「わあああああ！　ふわあああああああ！　あああああああああーっ！」

「悪かった！　いや、しょうがないだろ、確率で勝手に発動するスキルなんだよ！　ほら、俺が悪かったから泣き止やめよ！」

　俺が身を躱した事で、壁に頭から激げき突とつしたアクアは未いまだ泣き止まずにいた。

　普ふ段だんもっと痛い目に遭あってるクセに、なんでこんな時に限って……！

　……いや、さすがに泣くな、同じ立場で同じ事されたら俺でも泣くな。

「おい、いい加減静かにしろよ、ここは魔王の城なんだぞ！　あんまし泣いてると魔王の部下が駆け付けてくるだろうが！」

「だって、だって……！　せっかく会えたと思ったら、カズマが、カズマがあああああ！」

　ああもう、面めん倒どうくさい！

「ほら、打ったとこ見せてみろ、治してやるから。……『ヒール』！」

　アクアの頭に出来たコブに手をかざし、ヒールを掛ける。

　それを受けたアクアは、回復魔法が効いたのか即そく座ざに泣き止んでくれた。

　……いや、というか目を一いつ杯ぱいに見開いて……。

「ひ、ひーるした……。カズマが、カズマが、ヒールを使った……！　あ、ああ、ああああ……！　わああああああこのクソニート、とうとう私のアイデンティティーを奪うばいに来たわね！　この私をトイレの女め神がみと貶おとしめるだけでは飽あき足らず、唯ゆい一いつの取り柄えまで奪うつもり!?　いいわ、掛かってらっしゃい泥どろ棒ぼうニート！　私の本当の敵は魔王じゃなくあんただったのよ、今こそ決着を付けてあげるわ！」

「面倒くさい事ばっか言ってんじゃねえ！　お前がホイホイほっつき歩いてる間に、こっちは散々苦労したんだぞ！　構ってちゃんな手紙残して消えやがって、本当に手の掛かる女だな！」

　俺は拳こぶしを構えるアクアに向けて今までの鬱うつ憤ぷんをぶちまけた。

「構ってちゃんとか手の掛かる女だとか、これはいよいよ天てん罰ばつを食くらわせるしかないようね……！　水の女神を怒おこらせた事、後こう悔かいなさい……！　あんたに、頭洗ってる時だけシャワーが出なくなる罰を与あたえるからね！」

「毎度天罰が地味なんだよ！　だから……、って、おい待て！」

　遠くから聞こえてきた足音に、俺はとあるスキルを発動させる。

『本当に女の声が聞こえたのだ』

『まさか。ここは上層階だぞ？　侵しん入にゆう者は一階をうろついてるって聞いたぜ？』

　こちらに向かって来る足音と共に、そんな話し声が聞こえてきた。

　発動させたのはダークストーカーと呼ばれる特とく殊しゆ職業の盗とう聴ちようスキル。

　これを教えてくれた本人は、ストーカーとか付いてるけどアサシンさんみたいな格かつ好こいい職業なんだぞと言い張っていたが……。

　と、俺がそんなスキルを習得した事など知らないアクアが言った。

「どうしたの、急に変な顔しちゃって。まさか私と変顔勝負がしたいの？　いくら多芸な私でも、美人女神のイメージが崩くずれるからそれはちょっと……」

「誰だれがそんなバカな勝負しろっつった！　変顔なんかしてねえよ、真ま面じ目めな顔してんだよ！　魔王の手下がこっちに来るぞ！　隠かくれろ隠れろ！」

　薄暗い部屋の中、俺とアクアはわたわたしながら隠れられる場所を探す。

「そういえばお前はなんでこんな所にいるんだよ。ひょっとして、お前もあのボタンを押したのか？」

「そうよ、押すなって書かれちゃうと押したくなる心理を突ついた、あの高度な罠わなに嵌はまったの！　あれほどの罠よ、じきに魔ま剣けんの人や他ほかの皆みんなもここに来るわ」

「それもそうだな。アレは人の心理を逆手に取った恐おそるべき罠だ。あいつらがここに来るのは間ま違ちがいない。となるとそれまでの時間稼かせぎか……。隠れられそうな所は……って、」




「「ツボ見っけ！」」




　俺とアクアは人が隠れられそうなツボを同時に見つけ、タッチした。

「……ちょっとあんた、コレは私が先に見つけたのよ。どっかよそに隠れなさいな」

「お前こそ別の所に隠れろよ。……ああっ！」

　ツボの蓋ふたを開けると中には水が。

　どうやら飲料水を溜ためておくツボだったらしい。

　それを見たアクアがふふんと嗤わらい、髪かみをかき上げ言ってきた。

「あらあら、これじゃあ私しか隠れられないわね。水の中でも呼吸が可能な、この麗うるわしい水の女神様しか……！」

　アクアの勝ち誇ほこった顔での挑ちよう発はつに。

「なんだこんなもん」

「あーっ!!」

　俺は思わずツボを蹴けり転がしていた。

　派手な音と共にツボが割れ、辺りに水を飛び散らせる。

『今の音が聞こえたか!?　間違いない、誰かいるぞ！』

『そっちだ！　そっちの部屋から聞こえたぜえ！』

　今の音を聞きつけたのか、盗聴スキルを使うまでもなく部屋の外から魔族の声が聞こえてきた。

「何すんのよ！　何すんのよおぉ！」

「しまった、俺とした事がこんなしょうもない失敗を！　アクアへのツッコミが久しぶり過ぎて、つい……！」

「カズマは、たまにバカなのか賢かしこいのか良く分からない時があるんですけど！　どうしよう、見つかっちゃう──！」




「──そこにいるのは誰だ！　出て来い！」

　ドアが勢い良く開けられる音と野太い声が響ひびき渡わたる。

　俺とアクアはイチかバチか、部屋の隅に縮こまりながら身を隠していた。

　潜せん伏ぷくスキルの恩おん恵けいを受けるためか、アクアが俺の服の裾すそをしっかり掴つかみ、ぴたりと身を寄せてくる。

　暗がりの中でも暗視が可能な俺とアクアは、部屋に入って来た連中がハッキリ見えた。

　一人は鎧よろい姿の漆しつ黒こくの騎き士し。

　もう一人は二メートルを超こえる巨きよ体たいを持ち、額に二本の角を生やした赤しやく銅どう色いろの鬼おにだった。

　その二人は中を見み渡わたし……。

「……いないな」

「おう、おかしいな、誰もいねえぞ？」

　と、そんな事を口々に言う二人の後ろから。




｟いや、居る。超ちようピカピカした鬱うつ陶とうしいぐらいに眩まぶしいヤツが、そこに居る！｠




　しっかりとアクアが隠れている場所を指差す、朽くちたローブを着た半はん透とう明めいな幽霊の思念が脳内に直接響いてきた。

「アンデッドの、それもレイス程度のモンスターのクセに、この私を鬱陶しいだとか生意気よ！　欠片かけらも残さず浄じよう化かしてやるからね！」

「こんちくしょう、お前が一いつ緒しよな時点できっと何かあるとは思ってたよ！」

　部屋の隅から躍おどり出ながらレイスに指を突きつけるアクアに続き、俺もダストから借りた魔法剣を抜ぬいて姿を現す。

「やはり侵入者か！　早く皆に応おう援えんを……。……いや待て？　なんだかこやつら、えらく弱そうだが……？」

「お、おう、確かに余よ裕ゆうみてえだな。やるか？　やるか？」

｟マジかよ、俺、あの女の相手だけは勘かん弁べんな！　アイツ、マジヤベーって！　天敵の臭においがプンプンするわ！｠

　好き勝手言ってくる魔王の配下に俺は剣を突き付け宣言する。

「アクア、支援は任せたぞ！　その代わり前衛は俺に任せろ！　お前としばらく会わない内に数多あまたのスキルを覚え、覚かく醒せいした俺の力を見せてやる！」

「きゃー、カズマさん素す敵てきー！　ねえカズマ、芸達者になる支援魔法はいるかしら？」

「ください！　アレはとても良いいものだ！」

　戦せん闘とう態勢を取る俺達に魔王の配下が身構えた。

「な、なんて騒そう々ぞうしくも緊きん張ちよう感かんの無い侵入者なのだ！」

「やっちまおうぜ！　このおちゃらけた二人組をズタズタに引き裂さいちまえ！」

｟この女に近寄るだけで俺の体が薄うすくなるんだけど！｠

　支援魔法の準備をしていたアクアがなぜか笑え顔がおで言ってきた。

「ねえカズマ、どうしてかしら。いつもと同じピンチなのに、褒ほめられる状じよう況きようじゃないはずなのに、何だかとっても楽しいの！」

「ちくしょう、俺もだ！　何これ悔くやしい、でもなぜかいつもの感じでホッとする！」

　戦闘開始──！




　　　　４




　支援魔法を受けた俺はアクアを背にして身構えた。

「アクア、そっちのレイスは任せたぞ！」

「任されたわ！　あはははは、アンデッドが私の前に現れるだなんておこがましいわ！　どうしてくれようかしら！　このレイス、今からどういたぶってやろうかしら!!」

[image: ]

｟ちょっ、何だか分からないけどコイツ怖こわい！　ヤベーって、この女マジヤベーって！　悪いけど俺、逃にげてもいいか!?｠

　魔王の城の何ど処ことも知れない部屋の中、アクアがレイスを威い嚇かくする。

「おうペイン、それなら相手を替かえるぞ！　お前は俺と一緒にこのヒョロそうな男の相手だ！　ノス、てめえは、ペインが怖がるそっちの女を片付けてやれ！」

「よし、任された！　ペイン、何ならお前は俺達の後ろに隠れていても構わんぞ！」

｟何言ってんだ、剣しか持たねー前衛職なら俺の出番だろ！　おい、そっちの男は覚かく悟ごしろよ、この俺に物理攻こう撃げきは効かねえかんよー！｠

　俺と対たい峙じする鬼みたいなヤツが指示を出す。

　騎士型のモンスターがアクアの方へジリジリ近付き、鬼とレイスが俺を威嚇するように距きよ離りを詰つめた。

　……この流れはマズい気がする。

「カズマ、ここはアレよ！　必殺のアレを使うの！」

「アレ!?　アレってなんだよこのタイミングで！　さっきは自分で覚醒だのなんだの言ったけど、俺には本当に秘ひめられた力があって、まさかこのピンチに目覚めるのか!?」

｟「「!?」」｠

　俺の言葉にアレを警けい戒かいしたモンスター達が動きを止める。

「違うわよ、カズマさんはどこに出しても恥はずかしくない、タダの平へい凡ぼんな一いつ般ぱん人よ！　そうじゃなくて、アレよアレ！　こんな時にはアレがあるでしょ!?」

　肩かた越ごしに背後へ視線を送ると、アクアは右手の人差し指と中指を、自分の目の下にピッと当てた。

　……なるほど！

「こういう事か！　食くらえ、『フラッシュ』！」

「「ぐあっ!?」」

「ぎゃー！」

　目を眩くらませるこの魔法だが、俺は同じ失敗はしない男だ。

　左手で目を庇かばいながらの閃せん光こう魔ま法ほうに、騎士と鬼が顔を覆おおってフラついていた。

「くっそ、このガキ……っ！」

「くっ、小こ癪しやくな真ま似ねを……っ！」

　俺の閃光魔法は騎士と鬼には効いてるようだが……！

｟俺は目玉なんかに頼たよってねえからな！　ソイツは俺には効かねえよ！｠

「それがどうした、これでお前の仲間は動けねー！　そして視力が回復する前にお前はこの世から消えるんだ！　アクア、出番だ、やっちまえ！」

　俺は無事だったレイスに勝ち誇りながら、背後にいるアクアに指示を……！




「カ、カズマさーん！　カズマさーん!!　ど、どこー!?」




　アクアは目の前のモンスター達と共に魔法で目をやられていた。

「俺に目め潰つぶしを指示しておいて、何で一緒に食らってるんだよ！」

「だってだって、こんな魔法を覚えたなんて知らないわよ！　私がアレって言ったのは、なんたらアースとなんとかブレスを使った姑こ息そくな方よ！」

　目を閉じたままのアクアはヨタヨタしながら、手て探さぐりで俺の服を掴んでくる。

　そんな俺達の姿を見て、今度はレイスが勝ち誇ったように声を上げた。

｟残念だったな兄ちゃん、俺に物理攻撃が効かない以上、万が一にも勝ち目はないぜ！　ヒャッハアーッ！｠

　青白い顔を喜色に歪ゆがめ、レイスが両手を突き出した。

　霊れい体たいで出来た腕うでは有り得ない伸のびを見せ、指先が俺に触ふれるその瞬しゆん間かん！

「さ、させるかあ！」

　背中に引っ付いていたアクアを前に出し、咄とつ嗟さに盾たて代わりにした。

｟「ひゃああああ!?」｠

　それに伴ともないレイスとアクアが悲鳴を上げる。

　アクアに近付くだけで体が薄れるとか言っていただけあり、レイスは直じかに触れてしまった事で相当痛手を負ったようだ。

「ねえカズマ、今の何!?　なんか凄すごく冷やっとしたんですけど！」

｟この男何て鬼き畜ちくだ、仲間を盾代わりにしやがった！　ちくしょう、俺の腕が消えちまったあああ！｠

　目をきつく閉じたアクアが叫さけび、レイスが自分の右腕を見て泣いている。

「ペ、ペイン、状況はどうなっているのだ？　お前にとって女が天敵なのは分かったから、せめて男の方だけでも仕留められないか!?」

｟そ、そんな事言ったってよ！　ノス、ロギア、早く回復してくれよっ！｠

　ヨロヨロとあさっての方を向きながら、レイスに向かって叫ぶ騎士。




　──これで、こいつら全員の名前が分かった。




　ペインがレイスで、ノスが騎士、ロギアが鬼か。

　そして現在、ノスとロギアはまだ視力が戻もどっていない。

　そんな中、剣を構えるノスの前にロギアがフラつきながら背を向ける。




　──勝機！




「ノス、目の前だ！　丁度お前の目の前に男がいる！　やっちまえ！」

「おうっ！」

「ぎゃああああああああ！」

　芸達者になる支援魔法でペインの声真似をした俺は、ノスを焚たき付けロギアを斬きらせた。

「どうだ、やったか!?」

｟やってねえよ、ノス！　お前が今斬ったのはロギアだよおお！　ああ、なんてこった……テメエふざけるなよこの野や郎ろう、なんで会ったばかりの俺の声真似出来んだよお！｠

　崩くずれ落ちるロギアにすがり、ペインが俺に泣き叫ぶ。

「おお、俺はロギアを斬ってしまったのか!?　どどど、どういう事だ、状況を説明してくれ、ペイン！」

　ただ事ではないペインの叫びにノスが狼狽うろたえ身を震ふるわせた。

｟あの男が俺の声真似をしやがったんだよ！　ノスは視力が回復するまでは待っててくれ！　お前の魔ま剣けんで斬られればさすがの俺でも消滅しちまう！｠

「そ、そうか、分かった！　大人しくしている！」

　その言葉に素直に従い、ノスがその場から動かなくなる。

　俺はすかさず喉のどの具合を確かめて……！

「ああ、それでいい！　ったく手間取らせやがって脳筋野郎が！　前々から鈍どん臭くさいヤツだとは思っていたが、こんな時にまで足引っ張りやがって……！」

「ペペペペ、ペ、ペイン!?　おおお、お前、俺の事をそんな風に……!?」

｟ちちち、違ちが……！　今のはあの男が言ったセリフで……！　ちきしょう、何をニヤついてやがんだテメエ、ぶっ殺す！｠

　俺が盾代わりにしていたアクアを警戒しながらも、激げき昂こうしたペインが襲おそいかかってきた。

　完全にアクアだけに注意が向いているようだが、俺には魔法の武器があるのだ！

「くそったりゃあーっ！」

｟いだあっ!?　お、お前の武器は魔法剣か!?　くっ、パッと見チョロそうなクセに装備だけは良い物持ちやがって、だが近付いちまえばこっちのもんよ！　食らいな、アンデッドの奥おう義ぎドレインタッチー！｠

「うおおおっ!?」

　ノスとアクアが視力回復に努める中、俺とペインは泥どろ沼ぬまな戦いを繰くり広げていた。

　ダストから借りた魔法剣でペインを突つけば、相手は俺の体に触れて生命力を吸い取ってくる。

「くそっ、離はなれろこのっ！　『ヒール』！　『ヒール』ッ！」

｟いたたたた！　お、お前、回復魔法まで使うのか！　でも残念だな、その未熟な剣の腕と回復魔法じゃ、俺が生命力を吸い取る量の方が多いみたいだぜ！｠

　ヤバイ、意識が遠くなってきた、対アンデッドシールドを使おうとしても、ペインはおろかシールドにまで警戒されて上手うまくいかない。

　ペインの半はん透とう明めいな体の中に、俺は開いた左手を突っ込んだ！

｟何の真似……ヒャアアアアア!?　おおおお、お前、人間のクセになんでドレインタッチを……!?　やや、止やめろこの野郎、俺が無くなる！｠

　ドレインタッチで力を奪うばいに掛かかった俺に、ペインも負けじと吸い返してくる。

　霊体から流れ込んでくるヒンヤリとした魔力に何だか背筋がゾクゾクしてきた。

　アンデッドからのドレインって物もの凄すごく体に悪そうな気がする。

　モンスターから魔力を吸うのを嫌いやがっていたウィズの気持ちがよく分かる。

　アクアやめぐみんから魔力を吸った事があったが、あの時と比べると何だか……！

｟くあああ、お、俺の体があ……っ、って、何でそんな微び妙みようそうな顔してやがんだ！｠

「レイスから魔力を吸っても何だか嬉うれしくないって思ってな！　美少女魔法使いからドレインした時は、もっと満たされた感じだったのに！」

｟美少女魔法使いからのドレインだと……!?　な、なんて羨うらやましい……！　お前の気持ちは理解出来るし、こんな出会いじゃなきゃドレイン談義をしたかったが……。今はお互たがい敵同士、そろそろ決着を付けるぜ、人間！｠

　……この野郎。

　お前がレイスじゃなきゃ、一いつ緒しよに良いい酒が飲めたかもな……！

｟「いくぜ、本気のドレインタッ……！」｠

「ゴッドブローッッッ！」

　互いに本気のドレインタッチでトドメを刺さそうとしたその瞬間、アクアがペインを消しよう滅めつさせた。

「この私にかかれば、アンデッドなんてこんなもんね。どう？　どう？」

「お、お前ってヤツは、相変わらず空気が読めない女だな……！」

　褒ほめて欲しそうなアクアがチラチラ見てくるがそれどころじゃない。




「き、貴様ら、よくも……！」




　アクアと同じく視力を回復したノスが、重い鎧よろいを鳴らしながら足を踏ふみ出す。

　一応剣を構えてみるが、コイツの重装備に俺の貧弱な攻こう撃げきが通じるかと言われると、正直言って自信がない。

「おいアクア、コイツ仲間を不意打ちで斬り殺したクセに、仇かたき討うちに燃える主人公みたくやる気出してるぞ」

「さすがは魔王軍の騎き士し様ね。悪に恥じない卑ひ劣れつっぷりだわ」

「お、俺に仲間を斬らせるキッカケを作った、お前が言うのか！」

　煽あおって冷静さを欠かせてみるも、こんな所にいる敵だけあって、まったく隙すきが見当たらない。

　剣の専門職の騎士を相手に、鎧の隙間を突くなんて出来そうもなく。

　かといってドレインを発動させるにも、体に触れさせてもくれなそうだ。

　……と、ノスが事前動作もなくノータイムで斬りかかってきた！

「か、回かい避ひっ！」

「……む？　貴様、身のこなしだけは悪くないな。こんなに綺き麗れいに躱かわされるとは思わなかったが……」

　運良く自動回避が発動し、ノスの斬ざん撃げきから身を躱す。

　ダメだ、ハッキリ言って剣が見えない。

　さすがはラストダンジョンを守る騎士だ、こんなのが相手ではまともに剣で打ち合ってもどうにもならん。

　だがゲーマーの俺は知っている、こういう脳筋タイプは魔法に弱い。

　これは、古今東西のゲームでの常識みたいなものである。

「『ライトニング』！」

「!?」

　俺が中級魔法を唱えると、突き出された左手とノスの間を繋つなぐように、バヂッと青白い電光がほとばしった。

　ノスはビクンと体を震わせると握にぎっていた剣を取り落とす。

「カ、カズマさんが本当に多た彩さいなスキルを！　なんて事、真正面から正せい攻こう法ほうで敵を圧あつ倒とうするだなんて、何だか物語の主人公みたいよ！　こんなのっておかしいわ！」

「う、うるせーよ、たまには俺だってちゃんと戦う時もあるんだよ！」

　アクアが興奮しながら勝手な事を叫ぶ中、ノスは取り落とした剣を拾い上げ。

「いや、盛り上がっているところをすまない。ちょっと驚おどろいただけだ、ビリッとした程度にしか効かなかった」

「……どんまい！　どんまいよカズマ！　でも私、ちょっとだけ安心したわ！」

「うるせーよ、さっきから二人揃そろってバカにしやがって！　魔力を温存しておきたかったが、こうなりゃ俺の切り札を見せてやる！」

「「!?」」

　俺の宣言を受けたノスは剣を自らの前に正眼に構え、その身を沈しずめた。

　俺の後ろではアクアがハラハラしながら見守っているようだが、大だい丈じよう夫ぶだ、心配するな。

　魔法抵てい抗こう力が高くない相手なら、俺には必殺の切り札がある！

「何かしら……ビームかしら……！　とうとうビームを撃うつのかしら……！」

　ハラハラしながらも目を輝かがやかせているアクアは、別に心配していたわけではなかったらしい。

　何かを期待するかのようなアクアの視線を受けながら、俺は口の中でボソボソと小さく魔法の詠えい唱しようを。

　それを見たノスが、低くしていたその身をさらに沈め……。

「何を使う気かは知らぬが、魔法を発動させた瞬しゆん間かんに貴様の腹に穴を開けてやろう。どの技わざを繰り出すか宣言してやる。……突きだ。貴様の後ろの女ごと、俺の突きで刺し貫つらぬいてやる。さっきみたいに身を躱せば、今度は女の命が無いぞ？」

「……だってよ！　アクア、死ぬ気で躱せよ！」

「ねえ、それって避よける気満々って事!?　か弱くも麗うるわしい女め神がみ様を、身を盾たてにして守る気ないの!?」

　詠唱を終えいつでも魔法を放てる態勢で、俺はノスの動きを観察する。

　アクアが、背後で俺の服の背中を掴つかんでいるのが凄すごく気になる。

　こいつ、イザって時は俺を盾にする気か？

　仲間を盾にするとか、人としても女神としてもどうなんだ。

　……もしかして、さっき俺がレイスの盾にした事への嫌がらせだろうか。

「……お前達は一体なんなのだ？　どこから湧わいた？　結界が破られたと聞いたのはつい先ほどだ。この上層階は、よほどの実力を持ったものでもなければ到とう底てい来られない場所なのだが……。……確か、この部屋は罠わな担当の連中が面おも白しろ半分に作った、ふざけたテレポート罠の転送先だった……はず…………」

　剣先をゆらゆらさせながらブツブツと呟つぶやいていたノスは、やがてハッとしたように顔を上げ。

「お、お前達……。まさかとは思うが、あの頭の悪い罠に引っ掛かったのか!?」

「ちちち、違うよ！　俺は、アレが罠だって見み抜ぬいていたさ！　魔王の部屋への最短ルートがここだって事を見抜いた上で、あえて引っ掛かってやったのさ！」

「そ、そうよそうよ、私だってアレが罠だって事ぐらい最初からお見通しだったわ！　私のくもりなきまなこにより、ここが近道だって見抜いたのよ！」

　言いつのる俺とアクアに、ノスは、ええ……と呟くと。

「絶対あの間抜けな罠に……」

「それ以上言わせるか！　これでも食くらええーっ！」

　俺が魔法を撃つ瞬間、ノスは咄とつ嗟さに反応し剣先を向けて飛び込んで来た。

　くそ、不意を突いたつもりなのに反応が良い！

　普ふ通つうなら、俺がどんな魔法を放っても相討ちになる状じよう況きようだろう。

　だが、俺が使った切り札は……！




「『テレポート』！」

「!?　くくっ、テレポートか！　残念だったな、この俺にテレポートは……」




　テレポートを食らったノスは、剣けんを突き出した体勢のまま何かを言い掛け、剣先を届かせる事なく転送された。

　そしてなぜかその場には、ガシャンと音を立てて鎧だけが残される。

「カズマがテレポートまで……！　なんて事なの、この男、本当に切り札を隠かくし持っていたわ！　……ねえ、今の人はどこに飛ばされたの？」

「アクセルの警察署」

　旅に出る前に俺が登録してきたテレポート先は現在二つ。

　アクセルの街の警察署前と、バニル達と行ったダンジョンの最下層。

　ダンジョン送りにしても良かったのだが、街に帰ったらバニルを連れて、最下層に残された宝を取りに行く約束がある。

　そこにあの騎士が待ち構えていると、テレポートした瞬間に俺が殺されてしまう可能性があるので念のためだ。

「あんなのを送りつけたらお巡まわりさんが泣くんじゃないの？」

「困ったときは国家権力だ。日ひ頃ごろ、街のチンピラや荒あらくれ冒ぼう険けん者ですら取り締しまれる人達なんだし、モンスターぐらい余よ裕ゆうだろう。……フッ、覚かく醒せいした俺に掛かかればざっとこんなもんだ」

　余裕の笑えみを浮うかべる俺にアクアが目を輝かせて言ってくる。

「相変わらずの他力本願で安心したわ！　やっぱりカズマさんは雑ざ魚こっぽくないとね！」

「あははは、こいつー！　舐なめた事言ってると、俺一人でテレポートで帰っちゃうぞー！」

「やだー、カズマさんたら冗じよう談だんばっかり！　プークスクスー！　……冗談よね？　ねえ、冗談よね!?」

　すがるアクアを放ほうっておき、俺は改めて室内を見み渡わたした。

　そこには、信しん頼らいしていた仲間に斬きられた可哀かわい想そうな鬼おにの亡なき骸がらと、ノスが着ていた鎧だけが取り残されている。

「どうしてアイツの鎧はテレポートされなかったんだろ？」

「……多分、転送されちゃったあの人は、魔ま法ほう抵抗力が弱い人だったんじゃないかしら。ほら、昔いたデュラハンも鎧に神聖魔法に対する加護を付けてたでしょう？　で、テレポートの魔法は抵抗が出来ないと、転送先によってはイチコロだったりするからね。テレポート自体を阻そ害がい、なら良かったんでしょうけど、調子に乗ってテレポート禁止の加護でも付けてあったんじゃないかしら」

　…………。

「それで鎧は転送されなかったけど、中身のアイツだけ転送されちゃったのか？　それって欠けつ陥かん品じゃないのか？」

「私に聞かれても知らないわよ。脳筋騎士っぽかったし」

　……マジかよ。

　つまり、俺にテレポートは効かないみたいな事を自信満々に言い掛けていたアイツは、警察署の真ん前に素すっ裸ぱだかで送られたのか。

　いや、さすがに鎧の下に服ぐらい着てると思いたいが……。

「俺の必殺のテレポートが欠陥品かと思ったんだが、大丈夫ならそれでいい。とりあえず、ここで大人しくあいつらが来るのを待つ事にしようぜ」

「そうね。あれほどの罠だもの、きっと直すぐに皆みんなも来るわ」

　そう、この俺が引っ掛かった罠なのだ、あいつらならきっと来る。




　そんな確信を抱いだいた俺とアクアは、部屋の隅すみで皆が来るのを待つ事にした──
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「「来ない」」

　俺達がここに送られてから一体どれだけ経たったのだろう。

　アクアと部屋の隅でしりとりしながら待っていたのだが、誰だれも来る気配がない。

「どういう事だ。あの高度な罠に誰も引っ掛からなかったって言うのか？　いやいや、そんなバカな話が……」

　俺が顎あごに手をやりながら呟くと、アクアが小さく頷うなずきながら。

「……もしかすると、あの高度な罠自体を見付けられなかったのかも知れないわね。物を壊こわす事しか考えてないめぐみんと、物にぶつかる事しか考えてないダクネスなのよ？　あの子達がそんなに注意深いとは思えないわ」

　……納なつ得とく出来る。

「なんてこった。つまり現在迷まい子ごになってるあいつらを、こっちから見付け出してやらないといけなくなったって事か」

「そういう事ね。まったく、ちょっと目を離はなしただけであっという間に迷子になるなんて。あの子達は本当に私がいないとダメなんだから、まったく！」

　皆とはぐれ迷子になってしまった俺達は、この場にいない連中相手に好き放題な事を言っていた。

　……いつまでもここでこうしているわけにもいかないな。

　とはいえ、皆と合流するためにはどうすればいいのか。

　部屋をしばらく探し回ったものの、転送元に帰れそうなテレポーターは仕掛けられていなかった。

　俺達が戦ったノスは、ここは上層階だと言っていた。

　つまり俺達は今、ラストダンジョンの最後の方に送られてしまったわけで。

「……なあアクア。俺達二人で危険な魔王城を探たん索さくするのと、このままテレポートで帰っちゃうの、どっちが良いいと思う？」

「テレポートで帰る方に一票を入れたいわ」

　こういうところは本当に気が合うな。

「……本当は俺もそうしたいんだがなあ。でもめぐみんやダクネスが、大好きな俺の事を諦あきらめて置いて帰るとも思えないし、どうしたもんか」

「そうねえ……。あの二人が、崇すう拝はいする私に会わないうちに帰るとも思えないわね」

　この場にあの二人がいたら怒おこられそうな事を好き勝手に言いながらも、俺とアクアは更さらに待つ。




　──と、その時だった。




「……？　遠くでバタバタと音がしてるな。ちょっと待ってろ」

　部屋の外からは何者かが慌あわただしく走る音が聞こえてくる。

　盗とう聴ちようスキルを発動させて、外の様子を探さぐってみると……。

『応おう援えんだ、応援を呼べ！』

『上層の連中も下に下りて来い！　侵しん入にゆう者達が暴れてやがる！　結界を破った連中が、どんどん上って来ているらしい！』

『いやああ！　魔王城の警備兵は、安全で安定されたエリート職だって聞いてたのに！　飼ってるネロイドに餌えさをやり忘れたのを思い出したから、私、帰ってもいい!?』

　どうやらミツルギやゆんゆん達が俺を捜さがして暴れているようだ。

　……となると、もうしばらくここで待っていた方が安全だろうか？

「皆が暴れてるみたいだな。どんどん上って来てるみたいだ」

「ほう、さすがはこの私に選ばれた伝説の従者達ね。……魔王の城で身動きの取れない女め神がみを助けようとする勇者達。ねえ、これって凄すごく絵になる展開じゃないかしら」

「正確には、家出して迷子になった挙げ句罠に引っ掛かり、魔王の城でにっちもさっちもいかなくなった女神の救出、だけどな」

　俺のツッコミにアクアが隣となりで膝ひざを抱かかえたまま、不満そうに肩かたをグリグリ突ついてくる。

　……と、そういえば。

「お前、めぐみんやダクネスに会ったら謝っとけよ？　家に帰ったら、ダクネスから間ま違ちがいなく長めの説教されるからな。いつもはお前と一いつ緒しよに怒られる側のめぐみんも、今回ばかりは庇かばってくれないと思うし」

「……カズマさんカズマさん、家に帰ったらとっておきの変な形した石をあげるから、庇ってくれない？　さすがに私も今回は、ちょっとだけ反省してるわ」

　ちょっとだけしか反省してないのかと説教したいが、ここで泣かせても面めん倒どうだ。

　どうせあの二人が俺の分まで𠮟しかってくれる事だろう。




　──というか、コイツに会ったらもっと言いたい事があったはずなんだけど。

　ぐうたらな俺が、コイツを追い掛けるためだけにダンジョンに潜もぐって鍛きたえた事、結界を破るために散財した事、そして、アクセルの街の連中がお前をどれだけ心配したのか等。

　本来なら女神の敵の、ウィズやバニルですら協力してくれた事。

　今回の旅の間にあった事や、アクシズ教徒がどうしようもなかった事への苦情。

　他ほかにも言いたかった事が沢たく山さんあったはずなのだが、コイツの安心しきったバカ面づらを見てると……。

「……？　なーに、変な顔で私の顔見て。久しぶりに会って、女神様の御お姿すがたに感動してるの？　ちょっとでも私を敬う気持ちがあるのなら、これからは晩のおかずを私の希望の物に……痛い痛い、痛いんですけど！　調子に乗ってごめんなさい！　ああっ、でもなんか、こんなノリも本当に久しぶりな気がするわ！」

　……と、怒られているのになぜかちょっとだけ嬉うれしそうな、アクアの頬ほおを引っ張っていたその時だった。

『お前ら、聞けえ！　大軍を率いて人類との決戦に挑いどんだ魔王様のご息女だが、現在、王都の騎き士し団を相手に圧あつ倒とうしているそうだ！　ご息女が凱がい旋せんなされた際に、城を預かる我われらが侵入者に手こずっていたとなれば責任問題になるぞ！　これより各階層の全すべての部屋をしらみつぶしにしていく！　侵入者を捜し出し、八つ裂ざきにせよ！』

　盗聴スキルを発動させていた俺の耳に、そんな言葉が聞こえてきた──




「──ねえカズマ、本当にやるの？　私、今まで散々酷ひどい目に遭あってきたけど、それらが霞かすむぐらい嫌いやな予感がするわ」

「そんな事言ったって、このまま各部屋を調べられたら終わりだぞ？　俺だって怖こわいけど、そもそも魔王の城にノコノコ出かけて行ったのはお前だろうが。しかも今は、本当に魔王を倒たおせるかもしれないチャンスだろ？」

　このままではいずれ見付かる。

　なので、俺はとある起死回生の作戦を立ててみたのだが……。

「そうなんだけど、もう魔王とかかなりどうでもいいって言うか。カズマと会ったらホッとしちゃって、早くあの二人の顔を見て、一緒に帰りたいって言うか」

　なんというヘタれ女神だ、あの置き手紙は一体何だったのか。

　……しかし、その気持ちは凄く分かる。

「俺だって魔ま王おうの下もとへ行く気なんかあんまりない。でもホレ、皆はもうやる気になっちゃってるだろ？　ここで俺達二人が、やっぱ魔王が怖いから帰りますなんて言い出したらどうなると思う？」

「石を投げつけられても文句言えないわね」

「だろ？　というわけで、まずはここから脱だつ出しゆつして皆と合流。その後は、魔王の部屋にさえ行ければ考えがあるんだ。俺の本当の必殺技わざを見せてやるよ」

　言いながら、俺は兜かぶとを深くかぶり直した。




　──兜とは、先ほどテレポートで転送したあの鎧よろい騎士の物だ。




　結局、この鎧の中にどんなモンスターが入っていたのかは分からなかったが、鎧から獣けものの臭においはしてこないので、案外人間に近いのかもしれない。

　ちょっとサイズが大きいが、鎧を着ても重さで歩けない事はなかった。

「必殺技って何かしら！　ビーム？　今度こそビームなの？　それともまさか、この私の宴えん会かい芸……！」

「なわけあるか。いいからお前も用意しろよ。ほら、芸達者になる魔法、もう一度かけ直してくれ。そして俺は……。クックックッ……どうやらコイツを使う時がきたようだ……」

　俺は怪あやしい笑えみを浮うかべながら、アクセルの街にいた上級職、アサシンさんに貰もらった毒入りポーションを取り出した。

「カズマさんカズマさん、それって魔王を倒そうとする勇者が使っちゃいけないヤツだと思うの。女神の本能がそのポーションを浄じよう化かしろって訴うつたえてくるんですけど」

「や、止やめろよ、俺だって正直どうかとは思ってるよ……。必殺スキルを教えてくれたアサシンさんが、これも持ってけって言ってポーションをくれたんだよ。俺はこの世界を守るためならいくらでも手を汚よごそう。仲間のため、皆みんなのため、後こう悔かいのないように全力を尽つくすのさ」

　余計な事をしようとするアクアを牽けん制せいしながら、ダストから預かった魔ま法ほう剣けんの剣先にポーションの中身を垂らしていく。

「なんか良い事言ってごまかそうとしてるけど、カズマさんてばどんどん勇者の王道から遠ざかっていくわね。付き合うお友達はちゃんと選ばないとダメよ？」

「アクシズ教の御ご神体と同居してるんだから、付き合う友達なんて今さらだよ。……おい止めろ、高いポーションなんだぞ、浄化しようとすんな！」

　俺はポーションを塗ぬった剣を慌てて鞘さやに収めると。

「……よし、それじゃあ準備はいいか？　いくぞ？」

「私の方はいつでもいいわよ。……ねえカズマ、あんまりキツく当たらないでね？　あんまりな態度だったら我が慢まんなんてしないからね？　自慢じゃないけど、私は我慢強い方じゃないからね？」

　お前が我慢が出来ない女だって事ぐらい、長い付き合いのおかげで誰だれよりもよく分かっている。

　俺は部屋のドアを開け、黒い甲かつ冑ちゆう姿のままノスの声で呼び掛かけた。




「侵入者がいたぞーっ!!」
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　鎧を着たモンスター達が俺とアクアを取り囲む中、巨きよ大だいな両りよう手て斧おのを携たずさえた、大おお柄がらな山や羊ぎ頭のモンスターが首を振ふった。

「……ダメだ、ロギアのヤツは事切れてやがる。その女を置いて逃にげたって男は、相当な手て練だれのようだな。……ロギアの体の傷きず痕あとを見ろ。無防備なところに一いち撃げきをくれたかのような、この鮮あざやかな傷を」

　無防備なところに一撃を食くらっていたからね。

　山羊頭の鑑かん識しき結果に、アクアに武器を向けていたトカゲ頭のモンスターがいきり立つ。

「クソッ、ロギアの仇かたきだ！　逃げ遅おくれたこの女を八つ裂きにしてやろうぜ！」

「な、何よ、やる気!?　この私は強いわよ!?　伊達だてにアクシズ教徒の信しん仰こうを集めているわけじゃないからね！」

　アクアがトカゲ頭に言い返し威い嚇かくするように身構えると、それを囲んでいたモンスター達が顔色を変えて飛び退のいた。

「アクシズ教徒！　こいつアクシズ教徒かよ、なんてこった！」

「やっべえ、俺アクシズ教徒と口きいちまった！」

「エンガチョ！」

「おい、俺はやだぞ！　アクシズ教徒なんかに関かかわるのは！」

「うわあ……。見ろよあの青あお髪がみ、確かにアクシズ教徒くせー！」

　モンスター達は俺とアクアから離はなれると、そんな事を囁ささやき出した。

「…………ッ！」

「うわっ！　おいノス、ちゃんとそいつを押さえといてくれよ！」

「危ねえ！　もうちょっとでアクシズ教徒に触さわられるとこだったぞ!?」

　好き勝手言うモンスター達にアクアが飛びかかろうとすると、その威嚇行動に居並ぶ皆が後あと退ずさる。

　そんなアクシズ教の狂きよう犬けんことアクアは、俺が手にしたバインド用のロープで首元をリードのように繋つながれていた。

　アクア本人が、手足を縛しばられて身動きが取れないよりはこの方が良いいと言い出し、今の状態になったのだが……。

「おいノス、もうソイツは城の外に捨ててきてくれや。……というかお前はやっぱり、腕うでは立つが頭の方が残念なんだなぁ……。そいつはアクシズ教徒なんだぞ？　ノス、お前はそいつが怖くねえのか？　そもそもアクシズ教徒って分かるか？」

　他のモンスター達と共にアクアを遠巻きに眺ながめながら、こいつらのまとめ役みたいな山羊頭が尋たずねてきた。




　……そう、アクアを捕とらえたフリをしている、鎧騎士ノスになりきった俺に向けて。




　山羊頭の言い方だと、あのノスって鎧騎士はやはり脳筋だったようだ。

　アイツの声は覚えているけど、口調はどんなんだったかな……。

　俺は喉のどに手をやり、声を思い浮かべると……。

「いいや旦だん那な、そいつぁいけねえ！　この女は逃げたあの男への切り札ですぜ！　なんせあのカズマとかいう男は、恐おそろしく腕が立つ上に魔法まで使いこなす万ばん能のう型の強敵でした。ですがこの女を人ひと質じちにさえ取っておけば、俺達が負ける要素はありませんぜ！　今暴れている連中を、コイツを使っておびき寄せるんでさあ！」

　と、ノスの声こえ真ま似ねをした俺の言葉になぜかモンスター達が後退った。

　あ、あれっ？

　声は間ま違ちがいなく似せたはずだが……。

「お、おいノス、戦せん闘とうで頭でも打ったのか？　元々頭の良い方じゃないお前だったが、喋しやべり方までバカになってるぞ。もっと騎士っぽく喋れと言っただろ、そうすりゃ多少は賢かしこく見えるから、って……」

「ていうか、女を人質とかお前随ずい分ぶん悪くなったなあ……」

「ヒクワー。カルクヒクワー」

　口々にモンスター達が言ってくる中、山羊頭は思案するように顎あごに手を当て。

「……ふむ、腕だけは立つお前が強敵だと言うほどの相手だ、切り札は残しておいた方がいい。よし、ノス！　お前はその女を連れて付いて来い！　いいか、ちゃんと見とけよ？　くれぐれも俺達にその女を近づけるなよ!?」

　山羊頭は何度も念押しすると、こちらにクルリと背中を向けて……。

「…………」

　アクアは無言でダッシュすると、山羊頭の背中にペタペタ触った。

「あーっ！　マモン様がアクシズ教徒に触られた！」

「ゲッ！　マモンサマ、エンガチョ！」

「ノース！　お前、ちゃんと見とけって言ったろうがァ！　こらっ、止めろアクシズ教徒、あっちいけ！　しっしっ！」




　──モンスターの群れと共に暗い魔王城の中を歩いて行く。

　暗視が出来ない連中もいるのか、中には松明たいまつを持っている者がいる。

　……もし正体がバレた際には火を消してやれば有利になるな。

　万が一の時の事を考えながら、俺はアクアを連れて最さい後こう尾びを歩いていた。

　仲間の仇かたき討うち代わりにアクアに危害を加えようとする者もおらず、今のところは順調だ。

　狙ねらいはこのまま安全にミツルギ達と合流する事と、魔王の居場所を聞き出す事だ。

　……と、その時だった。

（カズマさんカズマさん）

　俺のちょっと前を歩きながら、アクアが囁き掛けてくる。

　エンガチョされたアクアを連れてるせいで俺までモンスター達から距きよ離りを置かれてはいるのだが、それでも話し掛けてくるのは止めて欲しい。

（なんだよ、話し掛けるなって言っておいただろ？）

　小さな声で囁き返すと、アクアが神しん妙みような顔で。

（私、既すでにこの状じよう況きように我慢の限界が近いんですけど。どうして私がえんがちょされなきゃいけないの？　これってどう見ても女め神がみの扱あつかいじゃないんですけど。悪に囚とらわれた悲ひ哀あいの女神様とか、そんなんを予想してたんですけど。何ていうか、これって狂犬病に感かん染せんした獣か何かの扱いじゃないかしら）

（お前、もうちょっと我慢しろよ。この数相手じゃ逃げる事すら危あやういからな？　……っと、着いたみたいだぞ）

　俺とアクアが連れて来られたのは、広々として、かつ、そこかしこに武器が立て掛けられた大広間だった。

　そこには俺と同じ鎧よろいを着た鎧騎き士しが十人以上待機しており、いわゆるモンスターハウスと化している。

　何コレヤバイ、鎧騎士の一人一人から強敵オーラを感じるんだけど。

　……と、それを見た俺とアクアが中に入る事を怖おじ気けづいていると。

「おうお前ら、侵しん入にゆう者の一人を捕らえたぞ！　話を聞く限りじゃあ乗り込んできた連中は恐ろしく強いらしい。城を揺ゆるがし崩ほう壊かいさせそうになった事といい、正面から戦えば魔王様を守れない恐れすらある！　そこで、だ。ノスが良い案を出してくれた。……この、捕らえた女を人質にして、侵入者を一いつ掃そうするという案をな！」

「「「「おおおおおーっ！」」」」

　居並ぶ騎士の連中が、深い安あん堵どの息を吐つきながら声を上げた。

　どうやらめぐみんの暴れっぷりはよほど魔王軍にトラウマを与あたえたらしい。

　……まあ無理もない、安全だと思っていた自分達の居城が突とつ如じよとして爆ばく撃げきされ、長いこと保たれてきた結界が破は壊かいされたのだ。

　しかも最強の門番とやらも敗れ去り、堂々と城に乗り込まれている状況だ。

「良かった……、助かった……！」

「しっかし、女を人質にねえ……。実直なヤツだと思ってたノスが、そんな事を言い出すなんてなあ……」

「いやさ、人質ってのは流石さすがに小物臭くさくないか？　それをやっていいのは、各地域の管理職クラスの連中までだろう。俺達は魔ま王おう様直属の近この衛え隊だぞ？　いいのかこれは？」

　魔王軍の連中が思い思いに喋り出す中、山羊頭が部屋の奥に行く。

　それは何かの魔道具なのだろう。

　山羊頭は、タバコ箱サイズの魔道具に向け……。

「こちらは魔王城最上階層の近衛隊長、マモンだ！　侵入者の一人を捕つかまえた！　現在侵入者と交戦中の部隊は、そいつらにその事を伝えろ！　捕らえた侵入者はアクシズ教徒のプリーストだ、コイツを殺されたくなければ投降しろとな！」

　マモンと名乗った山羊頭はそう告げると、笑えみを浮うかべて腰こしを下ろした──
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　未いまだ何の音おと沙さ汰たもない部屋の中で、モンスター達がピリピリしながら待ち構えていた。

　アクアは今のところ意外にも大人しくしている。

　……というかコイツ、今あくびしやがったな。

　隣となりに、イザって時はテレポートで逃げられる俺がいるから安心してるのか？

　そんな緊きん張ちよう感かんのない姿に呆あきれていると、マモンがアクアに問い掛かけた。

「おい女、侵入者はお前を合わせて何人だ？　痛い目に遭あいたくなければ知っている事を教えてもらおうか。……特に、お前を置いて逃げた凄すご腕うでの、カズマって男についてだ。そいつの職業は？　装備は？　あと、戦い方と過去の戦歴、そして性格だな。知っている事を洗いざらい話すんだ」

　ミツルギ達を捕らえるまでの暇ひま潰つぶしなのか、マモンが俺の事を聞き出そうとしてくる。

　ううむ、あまり余計な事を言われてボロを出されると困るのだが。

「教えてあげても良いけど、喉が渇かわいたからお茶淹れてちょうだい」

「この女！」

　ワガママを言い出したアクアに一人の騎士がいきり立つ。

　……が、マモンは手を挙げてそれを制した。

「茶ぐらい淹れてやれ。どうせ、これが最後に飲む茶になるんだ。……一番良いヤツを出してやんな」

　マモンがボス格の貫かん禄ろくを醸かもし出し、騎士の一人にお茶を命じる。

「……で、まずは侵入者の数と、そのカズマってヤツの職業からだ。そいつの職は？　クルセイダーか？　それともソードマスターか？　ロギアの体に残されていた傷きず痕あとからして、魔法使い職って事はないだろう」

「数は……。私を入れて、総勢八人かしら。あと、カズマさんの職業は冒ぼう険けん者よ」

　あっさり答えたアクアの言葉にその場がシンと静まり返る。

　そして──




「「「「ぶはっ！」」」」




　俺とアクアを除くその場の全員が噴ふき出した。

「冒険者！　最弱職の冒険者だと!?　バカも休み休み言えよ、そんなヤツがどうやってこの城にまでやって来たんだ、ぶははははっ！　……ああそうか、そいつは荷物持ちか？　で、スキル振ふりを剣けんの扱いに一極化させたとか、そんなところか！」

　部屋中の騎士達が爆ばく笑しようする中マモンも笑いながら言ってくるが、それにアクアが首を横に振った。

「違うわよ。カズマさんは剣も使えるけど魔法だって使うわ。小こ賢ざかしい事に回復魔法まで覚えていたわね。あとテレポートも使えるし、ドレインタッチとかいったアンデッドスキル、その他ほかにも色々あるわ。……あ、ありがとうね」

　アクアが持ってこられたお茶を受け取り礼を言う。

　辺りがシンと静まり返る中、アクアがお茶を啜すする音だけが部屋に響ひびく。




「ねえ、これ、お湯なんですけど」




　アクアが差し出してきたカップの中には確かにお湯が。

「オイ、地味な嫌いやがらせしてんじゃねえ、俺の顔に泥どろを塗ぬる気か！　ロギアやペインを殺やられて頭にきているのは分かるが、くだらねえ事してんじゃねえぞ！」

　マモンに怒ど鳴なられ、一人の騎士が慌あわててアクアのカップを受け取ると、首を傾かしげながら新しいお茶を淹れに行く。

　……コイツお茶をお湯に変えやがったな、やめてやれよ、嫌がらせするなよ。

　と、マモンが一つ咳せき払ばらいをし、佇たたずまいを直し口を開いた。

「俺の部下がくだらねえ真似をしちまったな。しかし、ドレインタッチだと？　アレはアンデッドしか使えないレアスキルのはずなんだが……。まあいい、続きを聞こうか。そのカズマってヤツの装備はどんなだ？　黒くろ髪かみ黒目の連中がたまに持ってるような、伝説級の装備とかか？　それなら、ロギアとペインを屠ほふった事に納なつ得とくがいく。そんなヤツが相手なら、スティールを使えるのをぶつければ……」

　何やら思案するマモンに対し、

「カズマさんの装備は基本的に市し販はん品よ。長い間安物のショートソード一本で、あなた達のところの幹部と何度も渡わたり合っていたわね。今は、形だけ似せたヘンテコな名前のなんちゃって日本刀を作ってもらって、夕方遅おそくに『せーばいせーばい』とか言いながら素す振ぶりしてたわ。……あ、ありがと」

　新しいお茶を受け取りながらのアクアの言葉に、また部屋の中が静かになった。

　ていうかコイツ、コッソリと練習していたアレを見てたのか。

　お願いだから人の恥はじをバラさないでほしい。

　──と、一人の鎧騎士が呟つぶやいた。

「……俺、なんか聞いた事がある。その、カズマとかって男の話。……確か、ウチの幹部を次々と討ち取った、サトウカズマって名前のとんでもないド外げ道どうがいるって話を……」

　その騎士の呟きで静まり返る部屋の中、アクアが言った。




「お湯なんですけど」




　アクアにお茶を淹れた騎士を理り不ふ尽じんにもぶっ飛ばしながら、マモンは緊きん張ちようの面おも持もちで問い掛ける。

「そ、その男は、幹部を討うち取ったサトウカズマと同一人物なのか？」

「同一人物よ。あなた達のところの幹部で城に戻もどらなかった人達には、大体カズマさんが関かかわっているわね。ベルディア、バニル、ハンス、シルビア、ウォルバク、セレナ。私が知っている限りでは、カズマさんにやられた幹部はそのぐらいね」

　興が乗ってきたのか、アクアが流りゆう暢ちように俺の戦果を挙げていく。

「他には……。お隣の国で宰さい相しように化けてたモンスターをやっつけたりだとか、後はまあ、機動要よう塞さいデストロイヤーをはじめ、色んな賞金首モンスター退治の指揮を執とっていたわ」

　既に大広間の中はシンと静まり返り、先ほどからアクアとマモンのやり取りのみとなっていた。

　そんな中、誰だれかのゴクリと唾つばを飲む音が聞こえてくる。

　それを聞きながら、騎士達を脅おどかすのが楽しくなってきたらしいアクアがペラペラと続けて言った。

「後はなんだったかしら、戦い方や性格を聞きたいって言っていたわね？　あの男は基本的に姑こ息そくね。姑息で陰いん湿しつ、その上やたらと知ち恵えが回るわ。戦せん闘とうになれば、真正面から戦うなんて事はまずやらないわね。そう、たとえば遠くから暗視と遠視であなたをじっと監かん視しして、狙そ撃げきスキルで一撃するとか。あとは潜せん伏ぷくスキルで隠かくれて、背後から不意討ちなんて事も有り得るわね」

　誰が姑息で陰湿だ、後で絶対引っ叩ぱたいてやろう。

「狙撃スキル……潜伏……」

　マモンの緊張気味の呟きに、アクアが新しく持ってこられたお茶を受け取りながら。

「そう、潜伏よ。しかも敵感知なんてスキルも持っているから、隠れながらでもあなた達の動向は良く分かるでしょうね。……いえ、もしかしたら……。この部屋に、既すでにカズマさんがいるのかも!!」

「「「「ヒイイッ!!」」」」

　アクアの脅しに騎士達が悲鳴を上げる中、俺はマモンに対していつでも攻こう撃げきに移れるように剣の鞘さやを握にぎり締しめる。

　というか、そんなきわどい情報まで教えるな、警けい戒かいさせてどうする！

　マモンが落ち着きなく周囲を警戒する中、アクアがお茶を啜って呟いた。




「またお湯なんですけど」




「待ってくれ！　さっきからおかしい、俺はちゃんとお茶を……、いやマモン様、違ちがいますって！　ちゃんとお茶を淹れてるんですよ！」

　と、アクアにイビられていた騎き士しが、立ち上がったマモンに制裁されようとしたその時だった。




「マモン様、侵しん入にゆう者を捕とらえました！　相手の中には魔剣持ちの凄腕がいましたが、青あお髪がみの女を人ひと質じちに取っていると告げたら大人しくなりました！」




　部屋に駆かけ込んできた一人の騎士が、そんな報告を告げてくる。

　辺りに安あん堵どのため息が漏もれた。

　今まさに一人の鎧よろい騎士を殴なぐり飛ばそうとしていたマモンもその一人だ。

　マモンは駆け込んできた騎士に向け、

「ようし、そいつらを連れて来い！　お手て柄がらだ、よくやったな！　あと、ノス！　お前の作戦が上手うまくいったぜ、後で褒ほう美びをやるからな！」

　そう言って、山や羊ぎ面づらに笑えみを浮かべた──
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　数名の鎧騎士に見慣れた面々が連れて来られる。

　そこにはミツルギを筆頭に、この城に侵入した全員の顔があった。

「アクア様、御ご無ぶ事じでしたか！」

　ミツルギが大広間の奥でお茶を飲んでいるアクアを見付け、ホッと息を吐はいて安堵する。

　元気そうなアクアの顔を見て、ダクネスやめぐみん、ゆんゆんも表情を和やわらげた。

　ミツルギの取り巻き二人はといえば、武器を構えたまま硬かたい表情で動かない。

　マモンは、ミツルギ達がまだ武器を持っている事に気が付くと……。

「おっと、悪いが武器を捨ててもらおうか。本当はこんな小物臭くさい事はしたくないんだが、この女からおっかねえ話を聞いちまった以上はしょうがねえ。おい、そこのお前！　お前がカズマって野や郎ろうだな!?　武器を捨ててこっちに来やがれ！」




　そう言って、ミツルギに指を突つき付けた。




「違うわよ？」

　と、アクアが緊きん張ちよう感かんなくお茶を啜り。

「その人は魔ま剣けんの人よ。カズマさんはそこにはいないわ」

「!?」

　その言葉に部屋の騎士達がどよめいた。

　安心していたマモンが再び落ち着きなくキョロキョロと警戒する。

　この中ボスみたいな山羊頭に、俺はどれだけ怖こわがられているのだろうか。

　あまり警戒されると成功率が下がるから、余計な事は言うなと言っといたのに。

　それもこれもアクアが調子に乗って脅かすからだ。

「ちっ、確かに聞いた人数に足りねえな。……よし、カズマとかいう野郎への人質はこの女一人で十分だ、そっちの連中は始末しろ！　オイ、抵てい抗こうするなよ？　抵抗すればコイツが一体どうなるか……！」

「くっ……！」

　マモンの三下悪役みたいなセリフにミツルギが、同じくお約束みたいに悔くやしげに呻うめく。

　めぐみんとダクネスはどうしたものかと思案中のようだが……。

「さあ、武器を捨てろ！　おいテメエら、そいつらを囲んで……！」

　……おっと、このまま放ほっとくと状じよう況きようが悪くなるな。

　俺は一歩前に出るとマモンの傍かたわらに身を寄せる。

「お待ちくだせえマモンの旦だん那な！　このまま楽に殺したらロギアとペインが浮うかばれませんぜ！　どうか、ここは俺に任せてくだせえ！」

「お、おう、そうか。確かにお前は、いつもあの二人と一いつ緒しよにいたしな。それじゃあお前に任せるが……。……しかし、その喋しやべり方はなんとかならんか？」

　マモンの許可を得た俺はアクアの首に繋つながるロープをクイクイと引っ張った。

　隙すきを見て、ミツルギ達の下もとへダッシュするぞという合図である。

「これはイメチェンってヤツです旦那。……さてお前ら、これが見えるか？　俺の手に握られたロープの先には、見ての通りお前達の仲間が、恐きよう怖ふに怯おびえ震ふるえている！」

「お茶飲んでますが」

　めぐみんのツッコミにそちらを見れば、合図を送られたアクアは首のロープを鬱うつ陶とうしそうに片手で掴つかみ、未いまだ椅い子すに座ってお茶を飲んでいた。

　こんな時まで空気を読まない上に、察しの悪いこのバカを叩はたいてやりたい。

　……くそ、作戦変へん更こうだ。

「そこのクルセイダーの女！」

「!?」

　俺の突とつ然ぜんの指名に、ダクネスが大たい剣けんを構えたままビクリと震えた。

　ダクネスには悪いが、まずはこのマモンとかいうボスの警戒を解いておきたい。

「まずはその武器を捨ててもらおうか。それが出来ないと言うのなら、ここでお茶啜っている女がどうなるか……！」

「……分かった。どの道私は攻撃など当たらん。……ほら、これでいいか？」

　俺の言葉に従ってダクネスがその場に剣を捨てた。

　自分で言う通り、ダクネスが武器を捨てても大した戦力低下には繋がらない。

　そして侵入者の一人が素直に武器を捨てた事で、マモンを始め騎士達が、ほんの少しだけ緊張を緩ゆるめた。

　俺は他ほかの連中にも武装解除を促うながすのではなく、そのまま更さらにダクネスに。

「次は……。そうだなあ、その邪じや悪あくそうな鎧が気に入った。そいつを脱ぬいでもらおうか」

「なっ!?　こ、この鎧は……！　ダ、ダメだ！　これは、この鎧だけは……！」

　素直に言う事を聞くかと思えばダクネスは意外にも抵抗を見せる。

「鎧が脱げない？　状況が分かっているのか？　魔王城に乗り込んだ女騎士は、敵に捕らえられればどうなるか……。仮にも女騎士などをやっているのなら常識として分かるだろう！　さあ、この衆しゆう人じん環かん視しの中その鎧を脱ぐがいい！」

「なっ……！　なんだと……っ！」

「「「うわあ」」」

　ダクネスが頬ほおを染めながら悔しげに歯ぎしりする中、なぜか騎士達の方からドン引きの声が上がった。

「ヒクワー。ノス、オマエマジヒクワー」

「悪わっりいヤツだなお前……！　今まで猫ねこ被かぶってやがったのかよ……」

「お、おいノス。いや、お前に任せるとは言ったが、これはさすがに……」

　同どう僚りようのはずの騎士どころかマモンですら引いている事に少しだけヘコみながら、俺はダクネスに向けて更に指示を出す。

「くっくっ……。その鎧の下は、さぞかし熟うれた体が隠されているのだろうなあ……！　さあ、仲間の命という大義名分があるのだ、とっとと脱げ！」

「た、大義名分……！　い、いやしかし、私はもう、どこの馬の骨とも分からない相手に躾しつけられるわけには……っ！　ああっ……なんだこの、絡からみつくような貴様の視線と、抗あらがい難がたい感覚は……！　お前は何者なのだ、妙みように私のツボにクル……っ！」

　上気した顔のダクネスが、何やら葛かつ藤とうしながら鎧の留め具を外していく。

　やがて鎧の部品が絨じゆう毯たんに落ちると、ダクネスの白い肩かたが剥むき出しになった。




「「「「「おおっ！」」」」」




　……おっといかん、魔王軍の連中と一緒に俺まで声が出てしまった。

「わ、私は……！　私は、こんな辱はずかしめなんかに負けたりしないっ！」

　ダクネスが赤い顔で、どこか期待に満ちた目でこちらを真っ直すぐ見み詰つめる中、なぜかめぐみんがシラケた顔で俺を見ているのが非常に気になる。

　……勘かんの良いいめぐみんとはいえ、いくらなんでもバレてないよな？

　──と、その時だった。




「止やめろ、こんな事は許されない！　魔王軍とはいえお前は騎士なんだろう？　女性を相手にこんな事をして恥はずかしくはないのか!?　堂々と勝負が出来ないのかっ!!」




　空気を読まないミツルギが歯を食い縛しばりながら声を上げる。
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　その声でハッと我われに返ったように、マモンが姿勢を正して視線を鋭するどくさせた。

　くそっ、色んな意味で余計な事しやがって。

　ミツルギの制止の声に、思わず周囲から残念そうなため息が漏れる。

　……というか、ダクネスまでため息を吐いていたような気がしたのだが。




　──マモンが一歩、前に出た。




　巨きよ大だいな斧おのを携たずさえた大おお柄がらな体が、俺の前で無防備に背中を晒さらしている。

　マモンは黄色く濁にごった山羊の目をギラつかせ……、

「おいノス、これ以上いたぶるのは諦あきらめろ！　こっちはタダでさえ人質を取ってるんだ、これ以上やる必要はねえ。さあお前ら、そいつらを取り囲め！　その男は俺が直々に相手をしてやる。カズマとかいう野郎がいないなら楽勝だ！」

　吐き捨てるように叫さけんでみせると、斧を両手で握にぎり締しめた。

「カズマ？　佐さ藤とう和かず真まの事か。アイツよりも、このボクの方が強い！　ボクの名は御み剣つるぎ響きよう夜や。これでもそこそこ名の知れた、魔剣使いのソードマスターだ！」

　人様を卑怯者呼ばわりするミツルギに応こたえるように、マモンが身を低くする。

　部屋の緊張感が高まっていく中、まるで世間話でもするかのように。




「ほう。あなたはそんなにもウチのカズマが怖いのですか？」




　杖つえを構えて威い嚇かくしていためぐみんが、マモンに向けて問い掛かけた。

「ああ？　そんな、コソコソ隠かくれてる卑怯者なんて怖くねえよ！」

　鎧よろいの部品を拾い集め、いそいそと肩にハメたダクネスが。




「あの男を甘く見るなよ。ヤツと関かかわった時点で、大たい概がいの敵がろくでもない目に遭あわされてきたのだからな。……もちろん、お前だって例外じゃないぞ」




　そんな、人を褒ほめているのか貶けなしているのか分からないような事を、俺を真っ直ぐ見ながら言ってきた。

　一言だけ言わせてもらうが、お前と関わったヤツも大概だからな。

「うるせえうるせえ！　俺の名はマモン！　魔王様の部屋へと続く、この大広間を任される近衛隊長、マモン様だ！　俺は真正面から遣やり合えば、幹部連中にだって後おくれは取らねえ！　どこにいるかも分からねえ、そんな男に怯えるはずがねえだろうが！」

　マモンの叫びに応えるように騎き士し達が剣を構えると、それに合わせてミツルギがゆっくりと魔剣を抜ぬき放った。

　ゆんゆんはいつでも魔法を唱えられるように、後ろ手にワンドを握り、目を紅あかく輝かがやかせている。

　どうやら皆みんなやる気のようだ。

　腰こしの剣に手をやりながら、俺がマモンの隙を窺うかがっていると──




「本当に？　さっきはあんなに怯えていたのに、本当にカズマさんの事が怖くないの？　もしかしたら、あなたの傍そばにいるかもよ？」




　アクアが、この緊きん迫ぱくの空気の中。

　一応人ひと質じちに取られているクセに安心しきった緩んだ顔で、強こわ面もてのマモンを相手に恐おそれも見せず問い掛けた。

　……どうせコイツは、ピンチになっても俺がなんとかすると思っているんだろうなあ。

　無事に街へと帰ったら、こいつとじっくりと話し合おう。

「怖くねえって言ってんだろうが！　おい、サトウカズマ、聞いてるか!?　コソコソと隠れる卑怯者が！　この階層のどこかにいるんだろう!?　俺の声が聞こえるなら、今すぐ出て来て名乗りやがれぇぇぇっ!!」

　俺は兜かぶとを脱ぎ捨てると、マモンの首の後ろへ剣を突つき立て名乗りを上げた。

「初めまして、卑怯者のカズマです！」




　　　　５




　首後ろに浅く突き立った剣を素す早ばやく引き抜き、俺はマモンから距きよ離りを取る。

　この、アサシンさんから教わったスキル、デッドリーバックスタッブは、相手に気付かれていない状態で背後から攻こう撃げきすると、一定確率で致ち命めい傷しようを与あたえるという必殺スキルだ。

　使用条件が限定されるが俺に打って付けの技わざである。

　スキルが発動してくれたのか、それとも武器に塗ぬった毒の効果か、マモンは口をパクパクさせながら前のめりにぶっ倒たおれた。

　味方だと思っていた騎士が突然俺になった事で、その場のモンスターがどよめき騒さわぐ。

「でっ……！　出たああああああ！」

「マモン様がいきなり殺やられた！」

「ナントイウキチク！　ナントイウドチクショウ！」

「えっ!?　ちょっ、えっ!?　有りかよ！　こんなの有りなのかよお！　お前それでも人間なの!?」

　無む警けい戒かいだったところに突然敵が現れ狼狽うろたえていた騎士達は、魔ま王おうの近この衛えというだけあって直ぐさま隊形を立て直し、俺の方へ三人ほどが向かって来る。

「『ライト・オブ・セイバー』ッ！」

　部屋の奥にいる俺達とは距離のある入り口付近では、ゆんゆんがお得意の魔法を使い騎士の一人を斬きり裂さいた。

　それを皮切りに、ダクネスが攻撃を食くらう事など気にも留めず、真っ直ぐこっちに突っ込んでくる。

　その後にミツルギ達が雪な崩だれ込み、大広間はあっという間に乱戦になった。

「この男は危険だ、サッと囲って一気に殺るぞ！」

　俺の前に立ち塞ふさがる騎士が油断なく身構える中、それを受けた二人も無言で頷うなずく。

　俺は目の前の三人に剣先を向けながら、

「くっ、一対三とは騎士の風上にも置けないヤツらめ……。お前らは、それで魔王の近衛兵を名乗って恥ずかしくないのか！」

「おっ……!?　おお、お前が言うな！　仲間の女の鎧を脱がせ、マモン様を後ろから不ふ意い討うちしたお前だけは言うなよおっ！」

「コ、コイツ、ドノクチガソンナコトヲ……！」

「おい、もういい。これ以上この男のペースに乗せられるわけには……」

　と、抗こう議ぎの声を上げる騎士達が一いつ瞬しゆんの隙すきを見せたその瞬間。

「『バインド』ーッ！」

「!?　えっ、ちょっ!!」

　何か言い掛けていた騎士の一人に不意討ちのバインドを食らわすと、俺が手にしていた強きよう靭じんなロープが生き物のように巻きついた！

「いたたたたたた！　ちょっとカズマ、痛いんですけど！」

　……首にロープの端はしが巻き付いていたアクアも巻き込みながら。

「ぐあっ、畜ちく生しよう！　マモン様を不意討ちしただけじゃなく、躊ちゆう躇ちよなく仲間を巻き込むド外げ道どうだとは……！　くそったれ、油断した！　お前ら頼たのむーっ！」

　ド外道とはえらい言われようだが、ロープの先にアクアがくっついてる事を忘れてましたとは今いま更さら言えない。

「カズマさーん！　カズマさーん!!　この人の鎧が硬かたくて痛いんですけど！　私の魔法でバインドを解除してもいいかしら！」

「もう少し我が慢まんしてろ！　今、こっちの二人を片付けるから！」

　俺はアクアに言い返しながら、油断なく剣けんを構える二人に向き直る。

　そんな俺を見て二人の騎士は腰を落とすと。

「この外道、何だかんだ言いながらあっという間に一人無力化しちまった。油断するなよ、１、２の３で同時に行くぞ」

「マカセロ、１、２ノ３ダナ」

　二人の騎士が目の前でタイミングを計る中、俺は片方の騎士の声を意識すると……。

「イヤ。ヤッパリ、セーノ！　ニシヨウ。モシクハ10カゾエテダナ……」

「えっ？　えっ!?　ど、どっちだよ？」

「オイヤメロ！　キサマ、オレノコエマネヲスルンジャナイ！」

　片方の声を真ま似ねて邪じや魔ましていると、遠くから警告の声が飛んできた。

「そっちにクルセイダーが突っ込んでったぞーっ！」

　その声に、目の前の騎士二人がチラリと向くと……。

「うおっ!?」

「ナ、ナンジャコリャー!?」

　斬りつけられるのも殴なぐられるのも物ともせずに。

「と、止めろ！　そっちに行かせるな、止めろーっ！」

「コイツ、止まらない！　斬っても斬っても平気な顔で……！」

　魔王の部屋へは行かせないとばかりに、腰に必死でしがみつく二人の騎士を力ちから業わざで強ごう引いんに引きずりながら、ダクネスが俺とアクアの方へ突っ込んで来た。

　ダクネスは俺達の下もとにたどり着くと、自分の腰にしがみついていた騎士二人を引き剥はがそうとしながら……。

「カズマ、アクア、助けに来たぞ！　助けに……、くっ、お、おいカズマ、ちょっと手伝ってくれ！　こいつら二人が私を……！」

「敵を二人も引き連れて、お前は何がしたいんだよ！　二対四になったじゃねーか！」

　ダクネスにしがみついていた騎士二人が一いつ旦たん離はなれ、俺とダクネスを残り二人の騎士と連れん携けいしながら取り囲んでいく。




　──と、その時、勝ち誇ほこったような声が聞こえてきた。




「ふふっ、なら三対四ならどうかしら？」

　そこには俺のバインドを解除して、ドヤ顔で立つアクアの姿。

　そう、俺のスキルを解除したという事は、当然一いつ緒しよに縛しばられていた騎士も自由になるわけで……。

「ね、ねえカズマ！　なんだか一気に形勢が不利になった気がするんだけど、気のせいかしら！」

「役立たずのクルセイダーとプリーストを連れて、何で五人も相手にしなきゃならないんだよ！　お前らバカだろ！」

　そうこう言っている内に、五人の騎士達が全員俺にだけ剣を向け、突き掛かってくる体勢をとった。

　先ほどの脅おどしが効いているのかまずは俺を仕留める気らしい。

　ヤバイ、魔王軍の精せい鋭えいに一度に襲おそい掛かられればもれなく死ぬ！

　なんとかダクネスの陰かげに隠れようとするも、騎士達が一いつ斉せいに殺さつ到とうした。

「『デコイ』！」

　騎士達の剣先が突とつ然ぜんダクネスへと向きを変える。

　襲い来る剣がダクネスの鎧を引っ掻かき、頬ほおに浅い傷を付けると共に、数本の金きん髪ぱつが宙を舞まう。

　俺を狙ねらうはずだった騎士達は、ダクネスを攻撃してしまった事に狼狽えた。

「こ、この俺が囮おとりスキルに影えい響きようされるだと……っ!?」

「くそ、なぜかこのクルセイダーは、俺の嗜し虐ぎやく心を煽あおってくる……！　剣で突かずにはいられないというか……っ！」

　騎士達が自らの行動に戸と惑まどいを見せる中、集団に剣で突かれ、赤い顔でハアハア言っている変態が口を開いた。

「くっ、流石さすがは魔王軍の精鋭、良いい突きを持っているな……！　だがお前達の攻撃など私が全部受け止めてやる！　さあ、貴様らの猛たけり狂くるった荒あらぶる攻撃を、全すべて私にぶつけるがいい！　さあ早く！　ほら、早く突いてみろっ！」

　そのダクネスの挑ちよう発はつを罠わなか何かかと受け取った騎士達は警戒しながら後あと退ずさる。

　と、五人の内の一人が突然その場に崩くずれ落ちた。

「アクア様、ご無事ですか！」

　ミツルギの声にそちらを見れば、俺達を囲む騎士以外がいつの間にか倒されていた。

　突然の乱入者に、騎士の一人が振ふり向きざまに斬りつけるが……、

「!?　なっ……、お、俺の妖よう刀とうが……!?」

「この魔剣は女め神がみ様から賜たまわった伝説の業物だ。斬れない物など何もないさ」

　ミツルギは魔剣であっさりと剣を叩たたき斬り、返す刀で騎き士しを斬り捨てた。

「この男、そこのド外道よりよっぽどヤベエ！　こいつを先に殺らないと……ッアアッ!?」

　言い掛かけていた騎士が更さらにミツルギに斬り捨てられる。

　それを見て、二人の騎士が一斉に襲い掛かかるが──

「『ルーン・オブ・セイバー』！」

　魔剣を輝かがやかせたミツルギが、一刀の下に二人まとめて横よこ払ばらいに斬り捨てた。

「この男、また余計な事を……」

　守られた形のダクネスが、しょんぼりしながら残念そうにポツリと呟つぶやく。

　……なんというか、やっぱコイツの持ってる魔剣ってズルい。

　俺以外の日本人は皆みんなこのレベルのチートを貰もらってるのか。

　と、剣を一ひと振ふりさせて血を払ったミツルギが、アクアに近付き手を取った。

「アクア様、お怪け我がは？」

「私は大だい丈じよう夫ぶよ。それより、ダクネスの傷を治すので……」

　手を取られたアクアがミツルギを、困ったような顔でじっと見る。

「あっ、す、すいません！」

「……別にいいんですけど、気軽にセクハラとかしていると、ウチのカズマさんみたいになりますよ？」

「お前引っ叩ぱたかれたいのかコラ」

　アクアに注意され、慌あわてて手を離はなしたミツルギに、

「しかし、お前ってこんなに強かったんだなあ。もう、魔王とか一人で倒たおしてくれよ」

　と、俺は周囲を見回しながらそう告げた。




　──辺りにはマモンと騎士達の亡なき骸がらが転がっている。

　この大半をミツルギが倒してしまったわけだが……。

「キミはボクなんかよりも、もっと大きなチートを貰ったじゃないか」

　魔剣を鞘さやにしまいながら、ミツルギがアクアをチラッと見る。

　……大きなチート。

　俺も何となくそちらを見ると、今の会話が耳に入ったのか、ダクネスの傷を癒いやしていたアクアが気まずそうに目を逸そらす。

　めぐみんやゆんゆんがホッとした表情でこちらにやって来る中、俺はこの部屋の奥にある、巨きよ大だいな扉とびらが気になっていた。

　確か、マモンが言っていた。

　この部屋の事を、魔ま王おう様の部屋へと続く大広間だと。

　騎士達が屯たむろしていたこの場所は、侵しん入にゆう者を迎むかえ討つための最終防衛線だったのだろうか。

　俺とアクアはズルしてあっさりここに来てしまったが、この先にはきっとアレがいる。

　向こうは当然、大立ち回りをした俺達に間ま違ちがいなく気付いている事だろう。

　俺は、全員が集まってきたところで口を開いた。

「さて。アクアを連れ戻もどすっていう目的はこれで果たされた。後は、俺とゆんゆんのテレポートで帰ればいいんだが……」

　その言葉に、ミツルギが何をバカな事をと言いたげな表情で頭かぶりを振った。

「キミはこの期ごに及およんで何を言っているんだ。魔王だぞ？　目の前に、人類の敵である魔王がいるんだ。魔王軍の大半が王都に向かっている今、こんなチャンスは二度と無い。人類と魔王軍との戦いに、ボクらが決着をつけられるんだ」

　……そうは言うが、魔王軍の本隊を率いている魔王の娘むすめとやらはどうなるんだ。

　魔王を倒せたとしても、そいつが跡あとを継ついで終わりな気がするんだが。

「ひた……！　ひたたたた、ひたいんれすけろ……！　ねえ、どうして二人とも私のほっぺを引っ張るの？　ここは感動の再会なんだから、抱だき合って、大丈夫だったかとか心配かけるなとか、そんな場面じゃないの!?　痛い痛い、痛いんれすけど！」
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　アクアの悲鳴にそちらを見ると、ダクネスとめぐみんの間で、二人に無言でほっぺたを引っ張られている。

　そんな楽しそうなアクアを優やさしい気持ちで見守りながら、

「まあ聞けよ、実はこの城の結界はめぐみんが魔法で消し飛ばした。そのおかげで、これからはいつでも魔王城に攻せめ込めるんだ。後は、この国の騎士団やチート持ち連中、紅魔族にでも任せちまおうぜ」

　と、気楽に言った俺の言葉にゆんゆんが、えっと驚おどろいた声を上げた。

「結界を破は壊かいしちゃったんですか？　紅魔族が束になっても解除出来なかったあの結界を、めぐみんがたった一人で？」

「そーだよ。皆が城に侵入してる最中に、城を何度も爆ばく発はつが襲っただろ？　アレって、マナタイトを抱かかえ込んだめぐみんが爆ばく裂れつ魔ま法ほうを連発して……」

「カ、カズマ！　それ以上は……！」

　めぐみんが慌てて俺の言葉を遮さえぎってくるが……。

　……あっ！

「あ、あれって魔王が城の外から魔法を撃うってたとかじゃなくて、めぐみんが……。めぐみんが、私達が中にいるにも拘かかわらず、魔法を乱発してたんですか……！」

　涙なみだ目めになったゆんゆんがワナワナと震ふるえ出す。

　しまった、そう言えばこの連中にはまだ言ってなかった。

「酷ひどい！　魔王ごと私達を生き埋うめにしようとするとか、あんた本当に友達なの!?」

「ち、違うのです、あの時はプレゼントを貰った事といい、その後の色々な展開といい、ちょっとテンションが振り切れてまして……！」

「ねえダクネス、頭をわしゃわしゃするのはいいんだけど、別にいいんだけどね!?　籠こ手てでそれをやられると痛いんだけど！　勝手に出てったのは悪かったから、そろそろ許してくれないかしら！」

　魔王の部屋を前にして場違いな空気を醸かもし出している四人を尻しり目めに、ミツルギの仲間の槍やり使いが疲つかれたようにしゃがみ込む。

「ねえ、それで結局どうするの？　この先に行くの？　私はまあ、キョウヤが行くって言うならどこまででも付いてくけど」

　それに続いて盗とう賊ぞくの女の子もミツルギの傍そばにそっと佇たたずみ。

「あたしも、キョウヤのためにここまで来たんだしね。死ぬ時は一いつ緒しよよキョウヤ。あなたが行くのなら、どこまでも……」

　そんな最後の戦いを前にした仲間達みたいな、格かつ好こいいセリフを吐はいていた。

　……いいなあ。

　チートな魔ま剣けんといい醸し出す空気といい、ミツルギが本気で羨うらやましくなってきた。

　俺の仲間達はといえば、相変わらずギャイギャイ騒さわぎ、色気や緊きん張ちよう感かんが欠片かけらも無い。

　めぐみんはゆんゆんと取っ組み合いの喧けん嘩かを始め、アクアがダクネスに揉もみくちゃにされている。

　俺とミツルギは一体どこでこんなに差がついたのか。

「アクア様は、どうするべきだと思いますか？」

　ミツルギが、ダクネスに頭をかいぐり回されているアクアに問い掛けた。

「私？　……そうねえ、楽ちんに魔王を倒せるなら倒したいとこだけど、こうして皆に会えたらちょっと……。……その、気が抜ぬけちゃったって言うかね……？」

　最後の方は殆ほとんど聞き取れないような小さな声で、アクアがボソボソと呟いた。

　……なるほど、魔王を前にしてヘタれたな。

　でもまあ気持ちは分かる、俺も今すぐ帰りたい。

「それじゃあもう帰ろうぜ。今度はもっとしっかり準備と計画を立ててから襲しゆう撃げきしてもいいんだしさ。案としては、もう結界は破れたんだし、城の外にテレポートの転送先を登録してさ、めぐみんに毎日爆裂魔法を撃ってもらうってのがあるんだが……」

「待て、佐藤和真。城の結界が解けた以上魔王がここに留とどまる理由が無い。それこそ、新たな結界を張り直せるクラスの幹部が生まれるまで、ダンジョンに潜もぐって王国軍や冒ぼう険けん者を迎え撃つ可能性もある。そう考えるとやはりこの機会は逃のがすべきじゃない」

　話をまとめようとした俺にミツルギが食い下がる。

　ミツルギは、左右にいる二人の頭をポンポンと軽く撫なでて離れさせた。

　……昔、俺がダクネスの頭を撫で撫でポンポンしてニコッとしたら、人の髪かみのセットを乱しておいて何をニヤけてるんだと怒おこられたんだが、本当にこの差はなんなのだろう。

　そんな事を思い出しながらふとダクネスの方を見ると目が合った。

「おいカズマ、アクアは折せつ檻かんし終わったから、次はお前だ！　貴様という男はよくも私を皆の前で、あれほどまでに辱はずかしめてくれたな！　何だその似合わない鎧よろいは、とっとと脱ぬげ！」

「おっ？　そうは言ってもお前だって、ちょっと期待してたクセに。……痛いたたたたた、おい止やめろ悪かった！　鎧着てる時に関節技わざは止めてくれ、体中がギシギシ鳴ってる！」

　と、ダクネスに関節技を掛けられている俺に向け、ミツルギはいつになく真剣な表情で、真っ直すぐに見み詰つめ言ってきた。

「キミはアクア様をこの世界へ引きずり込んだ張本人だろう？　それなのに、キミは魔王討とう伐ばつを諦あきらめるのか？　本来なら命いのち懸がけで魔王を倒し、アクア様を天界に帰してさしあげるのが筋だろう？　キミにはその責任があるはずだ」

　アクア並みに空気を読まないコイツだが、今回ばかりは何も言えない。

　確かに俺がこの世界にアクアを連れて来たから、現在戦力となる日本人が送られて来なくなっているわけで……。

　ミツルギは視線を落とすと、俺にだけ聞こえるように呟いた。

（それに、キミがいつまでもそんなんじゃあ、ボクの好きな人を任せられないだろう……）

　多分それは本人にとって、すごく大事な打ち明け話だったのだろう。

　俺はミツルギにだけ聞こえるように……。

（お前本当に趣しゆ味み悪いな）

　……いつもクールぶっているミツルギが珍めずらしく掴つかみ掛かってくるのを、ドレインタッチを発動させて抗あらがった。

「くそっ、キミってヤツは最後まで！　共に魔王を倒せれば、友情だって生まれて分かり合えると思っていたのに！　お、おい、何だこのスキルは！　な、なんだか力が……」

「男友達なら間に合ってるよ、アクセルに沢たく山さんいるからな！　お前みたいなのと一緒にいると俺が引き立て役に見えるんだよ、あっちいけ！」

　……掴み掛かかってきたミツルギからテレポートのための魔力を補ほ充じゆうしていると、アクアが珍しくオロオロしながら俺達二人の間に割って入る。

「あのね、私としては、ここに来てから毎日が楽しかったし、連れて来られた事はちっとも気にしてないからね？」

　と、どこか焦あせったような、取り繕つくろうような表情を浮うかべ言ってくるが──




「──では、どうして街を出たんですか？」




　ミツルギの一言に、アクアが困ったような顔をした。

　そして一いつ瞬しゆんだけ寂さびしそうな表情を浮かべ、申し訳なさそうに俺を見ると。

「ちょっと家出気分を味わいたかっただけだから……」

　と、そんな思ってもいない事を口にして──

「……その、なんて言うの？　ほら、私のありがたみを忘れた人達にお灸きゆうを据すえてやるみたいな、なんかそんな感じで旅に出てみたんですけど。どう？　どう？　街の皆みんなは何か言っていたかしら。皆私を心配してた？」

　いつもよりヤケにハイテンションなノリで、アクアがめぐみん達に問い掛ける。

「そりゃあもう心配してましたよ？　あの街で一年以上暮らしてるのに、未いまだに迷まい子ごになるアクアが一人旅なんて出来るはずがないって」

「私達が旅に出る前、街中の冒険者達が、無事にアクアを連れ戻してこいとカズマにスキルを教えてくれたからな。魔王軍によるアクセルへの襲撃計画さえ無ければ、きっと沢山の冒険者が一緒に来ただろうな」

「ほう、それはツンデレってやつかしら。皆普ふ段だんは素っ気ないのに、まったくもう。……しょうがないわね！　それじゃあカズマ、帰りましょうか！」

　と、アクアは明るくそう言いながら、こちらに振ふり向き笑え顔がおを見せた。




　いつもバカみたいに明るくどこか緩ゆるんだアクアの笑顔は、少しだけ。

　長い付き合いの俺にだけ分かる程度の、ほんの少しの陰かげりがあって──




「……分かりました。アクア様がそう仰おつしやるのなら、今回は……」

　その陰りに気付かないミツルギの一言で、取り巻き二人がホッと息を吐く。

　それを受け、ゆんゆんがテレポートを唱えようとワンドを取り出し……。




「……行き掛けの駄だ賃ちんって知ってるか？」




　俺は帰ろうとする皆の背中に呟つぶやいていた。

　それを聞き、まるでそう言い出す事は分かっていたとでも言いたげに、めぐみんとダクネスが楽しげな笑顔で振り返る。

　おい止めろ、そんなツンデレを見るみたいな目でニヤニヤするな。

　別にアクアのためじゃない、俺には魔王を倒たおす理由があるのだ！




「俺さ、今回ほぼ全財産をマナタイトに換かえたおかげで、文無しになったんだよな」




　長い付き合いの俺達だ。

　今さら多くを言わなくても、一言だけで事足りる。




「魔王に懸かった賞金って、いくらぐらいなんだろうな？」







[image: 第三章　この聖騎士に喝采を！]







　　　　１




　魔王の部屋へ続く扉とびらの前に、剣を抜いたダクネスが堂々と立った。

　その後ろにまずミツルギが。

　そして槍使い、盗とう賊ぞく娘むすめ、ゆんゆん、アクア、めぐみんと続く。




　──まずダクネスが部屋に突とつ入にゆうし、囮おとりスキルで魔王と側近の攻こう撃げきを引き受ける。

　ダクネスがそれに耐たえている間、ミツルギとゆんゆんが主力となって敵を倒す。

　槍使いは遊撃として手近な敵を攻撃し、盗賊娘は皆のサポート。

　傷ついた者にはアクアが後方から回復魔法をかけ、今日は限界近くまで魔法を撃うちまくっためぐみんは、お前は最後の切り札だからと説得し、最さい後こう尾びで待機してもらった。

　魔王が強すぎてダクネスですら耐えられないと判断したら、俺とゆんゆんでテレポート。

　ダクネスが敵の攻撃に耐えきり、ミツルギとゆんゆんだけで魔王を倒せればそれで良し。

　もし戦せん闘とうが長引きそうなら──




「キミは本当に姑こ息そくだね……。ボクとの勝負の時といい、さっきの不ふ意い討うちといい、堂々と戦うという事が嫌きらいなのか？　あちこちでボクに勝ったと吹ふい聴ちようしてるみたいだけど、あまり情けない戦い方をされると困るんだけど……」

　ミツルギの非難を受けながら俺は扉の陰かげに張り付いた。

「俺の事は、姑息じゃなくて慎しん重ちようと言って頂きたい。……それにな、卑ひ怯きよう者の汚お名めいを背負っても、絶対に負けられない戦いってヤツがある。たとえばそう、人類の命運を賭かけた、これから始まる最終決戦とかな……！」

　あの、重くて動き難にくい鎧は脱いだ。

　腰こしに差していた魔法剣を抜き放ち、妙みようちくりんな名前の愛刀と弓矢を背に帯びる。




　──もし戦闘が長引くようであれば、皆が先に突入して魔王と戦っている間、俺は潜せん伏ぷくスキルで隠かくれながらちょっと間を置いて後から侵しん入にゆう。

　そのまま魔ま王おうの隙すきを突つき、先ほどのようにバックスタッブを食くらわす手て筈はずだ。




「……ねえ、あの男あんな事言ってるけど、今日以外の戦闘も大体姑息よね？」

「シーッ！　ダメですよアクア、せっかく魔王戦を前に格かつ好こ付つけているんですから」

「そうだぞ、アレにヘソでも曲げられたらどうする。平気で皆をほっぽって、一人でテレポートしかねないぞ」

　俺の背後からヒソヒソとそんな声が聞こえてくる。

　いっそ本当に俺一人で帰ってやろうかと考えていると……。

「皆、聞いてくれ」

　何を思ったのかミツルギが、扉を前にしながら振り返った。

「……皆、よくここまで一いつ緒しよについて来てくれたね。これから始まるのは人類の命運を賭けた戦いで……」

　ミツルギが突然そんな演説を始める中、アクアが俺の袖そでをクイクイと引いてくる──




「カズマさんカズマさん、本当にやるの？　私達も何だかんだで強くなったし、お金なんてこれから適当に稼かせげるんじゃないかしら。何ていうか、魔王を倒して一いつ攫かく千せん金きんみたいな事、慎重で臆おく病びようなカズマさんらしくないんですけど」

　バカにしてんのかと言いたくなるような物言いだが、アクアのその表情は至って真ま面じ目めで不安そうだ。

「……そもそも最初に魔王退治だとか言い出したのは誰だれだと思ってるんだよ。お前には、屋や敷しきに帰ったら色々言いたいことがあるからな」

　そうだよ、さっき二人でいた時はなんとなくうやむやになったけど、帰ったら絶対泣くまで説教してやる。

「何だかんだ言って、やっぱ天界に帰りたいって気持ちがあるんだろ？　なら、スカッと魔王倒していつでも帰れる状態にして、それから面おも白しろおかしく暮らせばいい。ここで無理して虚きよ勢せい張って強がったりすると死亡フラグだからな、慎重に行くぞ？　特にお前は、フラグになるような事を言ったりやらかしたりが多いんだからな。注意しろよ？」




　アクアが旅に出る夜の、あの一言が脳のう裏りに浮かぶ。




「ねえカズマ、私ならもういいわ。もういいから、帰りましょう？　ゼル帝ていにも会いたいし、帰って美味おいしいお酒でも飲みながら皆の説教聞き流してあげるから。だから……。ねえ、もう帰ろう？」

　大事な説教を聞き流すなよと言いたいとこだが。




『……帰りたいなぁ…………』




　膝ひざを抱かかえて月を見上げ、アクアが呟いたその一言がどうしても忘れられない。

「うるせー！　お前がよくても俺がスッキリしないんだよ、いつでも天界に返品出来るようにしとかないと、イザって時に困るだろうが！」

「返品って何よツンデレニート！　こんな時ぐらいちょっとは素す直なおになりなさいな！」

　首を絞しめようとするアクアを押し退のけている間にも、ミツルギと取り巻き二人が盛り上がっている。

「フィオ、クレメア。もっと気を楽にしてくれればいい。たとえ負けたとしても、もっともっと強くなって、またいつの日かここに来よう。二人が伸のび悩なやんでいた事も知ってるよ。二人がボクに追い付こうと頑がん張ばって、あちこちでレベル上げをしてくれて……。最後までボクに付いて来てくれてありがとう。……魔王を倒して、皆で帰ろう！」

　……と、どうやらミツルギの演説が終わったようだ。

　一体何を話していたのか、感極きわまった涙なみだ目めでこくこくと頷うなずく槍やり使いと盗賊娘。

　そういえばあの二人は、どっちがフィオでどっちがクレメアなんだろう。

　と、今はそんな事より。

「おいアクア、ちゃんと作戦は理解してるんだろうな？　もし誰かが死んだら作戦中止。死体を回収してすぐにテレポートだ。お前は、もし誰かが死んでも本能のままにホイホイ蘇そ生せいに行くんじゃないぞ？　蘇生してる間に攻撃を食らえば終わりだからな。テレポートで帰ってから蘇生だぞ？　いいか、お前が殺やられたら元も子もないんだからな？」

　そう、コイツさえ生き残れば最悪の場合でもどうにかなるのだ。

　問題は、怪け我が人や死者を見ると何も考えずに癒いやしにいくコイツが、ちゃんと言う事を聞いてくれるかどうかなのだが……。

「何度も言わなくても分かってるわよ、この私を信じなさいな。……でもねカズマ、私、何だか嫌いやな予感がするんですけど。それも、いつもみたいにカズマがポコッと死ぬぐらいじゃなくて、取り返しがつかないレベルの嫌な予感が……」

「このバカ、それ以上言うな！　どうしてお前はそうやって死亡フラグ作るのが好きなんだよ！　いいか、こんな時ぐらいはちゃんと俺の言う事聞くんだぞ？　誰かが死んでも絶対に前に出るなよ？　お前は安全な所で支し援えんだぞ。お前さえ生きてれば、死体を回収出来ればなんとでもなるんだからな。分かったな？」

　念入りに言い含ふくめるとアクアはこくこくと頷いた。

　いくら空気を読まないコイツでも、これだけ言えばさすがに大だい丈じよう夫ぶだろう。

「どうやら話は終わったみたいですね。……では、これは皆みんなに私から。まずはカズマに、もしもの時のため一部を返しておきますね」

　めぐみんがそう言って、大切に背負っていたリュックから、魔法を使える者にマナタイトを渡わたしていく。

　めぐみんはまず俺に、五つのマナタイトを押し付けてきた。

　そしてゆんゆんにはリュックから石を一つだけ取り出すと……、

「わあ……凄すごく大きなマナタイト……！　いいの？　これ貰もらっちゃっ……、ねえめぐみん。ね、ねえ？　ねえったら！　くれるんなら、早く頂ちよう戴だい！」

　差し出したマナタイトから、めぐみんがなかなか手を離はなさずにいた。

「これは私がカズマから貰った大切な物です。大事に使ってくださいよ？　本当に、ここぞという時に使うのですよ？　この私が！　貰った物ですから！」

「分かったわよ、プレゼントを貰ったのが嬉うれしかったのは分かったから、そんなに自じ慢まんしないでよ！　ちゃんと大事に使うから！」

　マナタイトを受け取ったゆんゆんが目をキラキラさせてそれを見る。

　と、そんなやり取りを見ていたアクアが期待に満ちた表情で、

「ねえめぐみん、私の分は？」

「アクアは必要無いでしょう？　長い事一緒にいますが、魔力切れなんて起こした事が無いじゃないですか……あっ、何をするか！　コレは大切な物なんです！　大体、アクアにマナタイトを渡しても使わずにおいて売るでしょう！」

　マナタイトの奪うばい合いを始めた二人をよそに、俺は受け取った石を懐ふところにしまい込むと改めて扉の陰に待機した。

　敵感知スキルを発動させると、扉の向こうに数多くのヤバイ気配をビンビン感じる。

　……なるほど、魔王が部下を強化出来るのなら皆でいればいいのにと思っていたが、魔王の部屋に収まりきらない分の騎き士しが、大広間に展開されていたのか。

　……と、俺の隣となりに立ったダクネスが、こんな時だというのに小さく笑い掛かけてきた。

「おいカズマ、私がパーティーに参加した時の事を覚えているか？　お前は最初、こう言ったんだぞ。『俺とアクアはこう見えて、ガチで魔王を倒たおしたいと考えている』と。それがまさか、こうして現実になるとはな……」

　……よくそんな昔の事を覚えてるなあ。

「止やめろよ、こういう時に思い出話をすると死亡フラグが立つんだぞ。もっと俺のやる気が出るような楽しい話題で頼たのむよ。たとえば俺が魔王を倒したら、勇者の血を多く残すためハーレム婚こんが許されるとかさ」

「お、お前というヤツは本当に、こんな時まで……。いや、この方がお前らしいのか。……待て、お前が魔王を倒したら？　魔王を倒し……っ！」

　苦く笑しようを浮うかべていたダクネスが、突とつ然ぜん何かを思い出したようにハッとして。

「あああああっ!?　おいカズマ、あの時の指輪は持っているか!?　あの、昔お前が城に忍しのび込み、アイリス様から盗ぬすんだヤツだ！」

　ちょっ!?

「おい止めろ、ここにはミツルギがいるんだぞ!?　なんで今さらになってそんなどうでもいい事聞くんだよ！」

「い、いや、今聞き捨てならない事が聞こえたんだが……。城に忍び込んでアイリス様から盗んだ、って……」

　会話が丸聞こえなためか、ダクネスの後ろで突入の準備をしていたミツルギが何か言いたそうな表情を浮かべている。

「今はその事はどうでもいい！　それより指輪だ！　無くしてないだろうな!?」

「無くしてないって！　アレなら屋敷の俺の部屋の中に、大事なエロ本と一緒にしまってあるよ」

　なにせ妹の大事な指輪だ、万が一にも無くさないよう貴重品箱に入れてある。

「エッ……！　王家の指輪をエロ本と一緒にしまっておくな！　いいか、魔王へのトドメは誰かに譲ゆずれ！　……いや、ミツルギが魔王を倒してしまうとそれもまた困った事に……。ええい、魔王の首は私に寄よ越こせ！」

「いきなりなんだよ、そんなに手て柄がらが欲しいのかよ！　コイツ、普ふ段だん金銭には興味ないみたいなフリしておいて、欲よくを出してきやがったな貧びん乏ぼう貴族が！」

「そんなくだらない理由ではない！　なら、お前やミツルギでなければ誰でもいい！」

　と、俺達のやり取りを聞いていためぐみんが手を挙げる。

「なら、ここは私が魔王殺しの称しよう号ごうを貰いますね」

「めぐみんはこれ以上事態をややこしくするな、そもそも部屋の中で爆ばく裂れつ魔ま法ほうは使えないだろうが！　カズマが魔王を倒したらめぐみんも後こう悔かいする事になるぞ！　アクアもなんとか言ってやれ！」

「私としてはそんな事より、ダクネスの鎧よろいの方が気になるんですけど。知らない間に禍まが々まがしい鎧になってるけど、私の見立てではその鎧呪のろわれてるわよ？　私が呪いを解いてあげるわね。呪いを解くと鎧が消えて無くなっちゃうかもしれないけど」

　ダクネスが勝手に呪いを解こうとするアクアを捕つかまえ、魔ま法ほうを唱えさせまいと口を塞ふさぐ。

　決戦の前だというのにこの緊きん張ちよう感かんの無さはなんなのだろう。

「俺が暗殺しなくても、皆で普通に魔王を倒せるんならそれでいいよ。それよりお前こそ分かってんのか？　俺が知る限り、ダクネスの耐たい久きゆう力と魔法抵てい抗こう力はぶっちぎりでアクセル一だ。そのお前ですら魔王達の攻こう撃げきに耐たえられなかったら、もう誰にも魔王は倒せないんだからな？」

　アクアの回復能力とダクネスの耐久力ですら魔王の猛もう攻こうを防げないのなら、正攻法は諦あきらめてめぐみんによる遠えん距きよ離り爆撃しか打つ手は無い。

　それも、魔王が結界が無くなったこの城に留とどまり続けてくれればの話だ。

　──と、ダクネスは俺の胸を拳こぶしの裏でポンポンと叩たたくと、小さく笑う。

「他ほかの事では役立てないが、守る事だけは任せとけ」

　いつもはあまり目立たず控ひかえめなコイツが珍めずらしい。

　ダクネスは今までずっと、縁えんの下の力持ちとして俺達の盾たてになってくれてきた。

　普段からもっと、ハアハアしたり短気に怒おこったりせずこんな風にシャンとしてれば、俺だって素直に感謝出来るってもんだ。

「女騎士を生業なりわいとしてきたが、まさか本当に魔王に嬲なぶられる夢が叶かなうとは思わなかった。カズマ……。お前に深く感謝する」

「今まさにお前に感謝しようとした、俺の気持ちを返してくれ」

　アクアといいめぐみんといいダクネスといい、コイツらは最後の最後まで本当に……。

　アクアが全員に支援魔法を掛けるのを待つと、全員で顔を見合わせ頷き合う。




　──ダクネスが扉とびらを蹴けり開けた！




　　　　２




「魔王！　覚かく悟ご──」

「『カースド・ライトニング』！」

「『カースド・ライトニング』ッ！」

「『カースド・ライトニング』ッッ！」

　扉を開けた瞬しゆん間かんに、無数の闇やみ色いろの雷らい光こうがダクネス目掛けて降り注いだ。

「ちょっ！」

　目の前の凄すさまじい光景に、思わず扉の陰かげから声を上げてしまう。

　確かこれは、ウィズがダンジョンでドラゴンの腹に穴を開けた凶きよう悪あくな電撃魔法だ。

　それを食くらったダクネスは、大きくビクンと体を跳はねさせ……、

「おのれ、口上も無しにいきなりの魔法攻撃とは卑ひ怯きよう者めが！　それでも魔王か、名を名乗れっ!!」

　鎧から黒こく煙えんを上げながらも、そのまま部屋の中へ突つっ込んでいった──！

　……あれっ、今アイツ凄く致ち命めい的てきな魔法を食らった気がするんだけど……。

　と、扉の陰に隠かくれながらダクネスのタフさに呆あきれる俺の横を、皆が次々と駆かけ抜ぬけ突入していく。

　ゆんゆんが何かの魔法を唱えながら飛び込むと、部屋の中から聞いているだけで胸が苦しくなるような重々しい声が響ひびいてきた──

『これは我が部下達が失礼した！　なるほど、貴公の言にも一理ある。我が城で好き勝手に暴れてくれた侵しん入にゆう者よ、汝なんじらは勇者か愚おろか者か……。さあ、その力を我が前に』

「『インフェルノ』────────ッッッッ!!」

『ぐあっ!?』

　その重々しい声の主が悲鳴を上げた。

　とびきり気合いの入った今の魔法は声からしてゆんゆんだろう。

　開けられた扉の隙すき間まから俺の下にまで熱風が吹ふき抜けた。

「ちょっ……！　ゆんゆん、ここぞという時に大事に使えと言ったマナタイトで、いきなり開幕ぶっぱとはどういう事ですか！」

　続いて聞こえてくるのはめぐみんの怒いかり声。

　どうやら最高品質のマナタイトで強きよう烈れつな一撃を見み舞まったらしい。

　普段のゆんゆんらしからぬ行動だが、一体どこの悪魔やチンピラに毒されたのか。

『……紅魔族か。相変わらず、お前達はやってくれるなあ……』

「す、すいません！　で、でもあの、私の悪友から……『ちょっとクソ迷めい惑わくな魔王のとこまで行ってきて、俺達の代わりに一発かましてこい』と頼まれてまして……！」

　一人の真ま面じ目めな優等生が、とうとう堕おちた瞬間だった。

「我が名はゆんゆん！　アークウィザードにして上級魔法を操あやつる者。紅魔族随ずい一いちの魔法の使い手として、次期族長として……！　紅魔族の本気を見せてあげるわ！」

『思えばお前達紅魔族には、散々煮にえ湯を飲まされてきたものだ……。いいだろう、見せてみろ、紅魔族の次期族長とやらの実力を……！』

　凄すごい、俺達が今まで行ってきた幹部との戦いは何だったんだ。

　これこそが俺が求めたファンタジー、これが魔王との決戦ってヤツか──！

「この私を差し置いて、なんですかその格かつ好こいい演出は！　普段は恥はずかしがってそういう事は言わないクセに！　しかも、私のマナタイトでの一撃のクセに!!」

「いたた、こんな時に何すんの、めぐみん止めてえ！」

　ここから姿は見えないが、中で何をしているのかは大体分かる。

　本当に、こんな時まで何やってんだ。

　と、部屋の中から大勢のモンスターの怒ど声せいが轟とどろいた。

「『デコイ』──ッ！」

　その怒声に抗あらがうように、ダクネスが張り上げた声が聞こえてくる。

「行くぞっ！　魔王ーっ！」

　ミツルギの熱苦しい掛け声と共に剣けん撃げきの音が響き始めた。

　魔法が飛び交かう炸さく裂れつ音と鎧の呪いでテンションが上がったダクネスの笑い声。

　それがどのぐらい続いたのだろう、めぐみんの切せつ迫ぱくした声が聞こえてきた。

「ダクネス、一人で頑がん張ばりすぎです！　囮おとりスキルの力を少しだけ弱めるのです！」

　どうやら未いまだに敵の猛攻にたった一人で耐えているようだ。

　しかし、かつて冬将軍を前にしてさえ頭を下げようとしなかった頑がん固こな女が、こんな場面で手を抜く事だけは有り得ない。

　この分だと戦いは長期戦になるだろう。

　未だに敵の気配が減らない事から、この分ではダクネスが沈しずむ方が先な気がする。

　中の人数はちょうど十人だが、大広間の戦せん闘とうでも同じぐらいの数を討うち取っていた。

　魔王の力でその力が増大しているので無ければ、あいつらならいける数だ。

　──つまりは、俺が魔王さえ上手うまく殺やれればこの戦闘はどうにかなってしまう！

　とうとう俺の時代がやって来た。

　大だい丈じよう夫ぶ、リスクは少ない、いけるはずだ！

　俺は様々な音が交こう錯さくする部屋の中へ潜せん伏ぷくスキルで侵入した。

　マントを外し、それをすっぽりと頭から被かぶってジリジリ進む。

　こんな子こ供ども騙だましみたいなバカな真ま似ねだろうが、闇の中で壁かべに張り付くだけでも発動してしまうのがこのスキルだ。

　いつかこのスキルをクリスに教えて貰もらった時の事を思い出す。

　クリスは俺の目の前で樽たるの中に潜もぐり込み、それで潜伏と言い張っていたなあ。

　壁に沿ってコソコソと移動しながらマントの隙間から辺りを覗のぞくと、ダクネスが敵のど真ん中で大立ち回りを演じていた。

　その攻撃は当たらないものの、頬ほおを火ほ照てらせて大剣を振ふり回す様は敵からすれば脅きよう威いだろう。

　囮スキルと相まって自然と攻撃が殺さつ到とうするが、魔王の力で強化された攻撃を数多あまた受けても、未だ倒たおれる素振りも見せない。

「何だコイツは、鉄でも食ってんのか！」

　魔王の側近の一人が叫さけぶ。

　チラッと見ると、黒マントの魔道士風が三人に、騎き士し風の奴やつが四人。

　角の生えた大おお柄がらな鬼おにみたいなヤツが一体に、まるで死神みたいな、ローブを着て大おお鎌がまを持った骸がい骨こつが一体。

　──そして部屋の一番奥に、あれこれと指示を飛ばしている男がいた。

　マントの隙間からではその顔まで見て取れない。

　だが、おそらくアイツが魔王だろう。




　……勝機！




　見れば鎧よろいも着てないし、このままアイツの後ろに回って背後から一ひと刺さししてくれる。

　俺はジリジリと歩を進めると──！




「オマエ、ナニシテンノ？」




　いつの間にか俺の目の前に、死神みたいなヤツが立っていた。

　おい、潜伏スキルはどこいった。

　死神が鎌を大きく振り上げる中、

「カズマさーん！」

　そんなアクアの声が聞こえてくる。

　──ああそうか。

　アクアとダンジョンに潜った時、アイツに言われたじゃないか。

　俺はマントを撥はね除のけると、剣を抜き様ざまに斬きりつけようとして、死神の腕うでがブレると同時、視界に映った床ゆかが迫せまってくるのを見み詰つめながら──




　アンデッドには潜伏スキルは通用しないという、アクアの言葉を思い出していた。




　　　　３




「『パワード』！」

　気が付くと、俺はいきなり魔ま法ほうを掛かけられる。

　そこはいつもの白い部屋の中だった。

　例によって例のごとく、俺は首を刎はねられでもして死んだらしい。

　……俺はその場に立ち尽つくしながら。

「……何やってんですかエリス様？」

　突とつ然ぜん魔法を掛けてきたエリスに問い掛けた。

「『プロテクション』！」

　エリスはといえばそれには答えず再び魔法を唱えてくる。

　これはどういう事だろう、アクアに支援魔法を掛けて貰ったはずだが、宗派が違ちがえば魔法も違うのか二重掛けの効果がちゃんと感じられる。

　というか……。

「ええと、エリス様、何で俺に魔法掛けてるんですか？」

「『レジスト』！　……なぜってそれは、カズマさんが先せん輩ぱいに蘇そ生せいされたらいつでも戦いに戻もどれるようにです」

　エリスは魔法を掛けながら、俺にそんな事を言ってきた。

　…………いやいや。

「勘かん弁べんして下さいよエリス様。俺、もう失敗しちゃいましたから。ていうかアンデッドがいる事を考えてませんでしたよ。……上手くいくと思ったんだけどなあ」

　俺はそう言いながら、その場に座り足を投げ出す。

　マモンとか言ったヤツには通用したから、今度も……と、思ったのだが。

　いくら俺の運が良いいとはいえ、そう物事がホイホイ上手くいくはずも無いよなあ。

　くそ、アクアが嫌いやな予感がするとか言って立てた死亡フラグを、俺が回収しちまった。

　あいつ、帰ったら絶対文句言ってやる。

「何を言ってるんですか、まだまだこれからですよ？　今だって、皆みんなが魔王相手に立ち向かっているのですから。……確かに戦せん況きようは不利ですが……あっあっ！　ダクネスのデコイが切れて、ミツ……？　……ルギさんが、敵に囲まれて……！　……良かった、ゆんゆんさんが、暴風の魔法で敵を弾はじき飛ばしましたね」

　宙を見み据すえたエリスがそんな断だん片ぺん的な情報を寄よ越こしてくるが、リタイアした身にハラハラする情報を教えてくるのは止やめて欲しい。

「ていうか、作戦は決まってるんですよ。誰だれか死んだら戦闘は中止。死体回収してテレポートって。そろそろ撤てつ退たいの準備を始めるんじゃないですかね」

　床にだらしなく座る俺に、だがエリスは首を傾かしげ。

「いいえ、まだ皆諦あきらめていませんね。むしろめぐみんさんの激げき励れいを受けて、ゆんゆんさんが燃えてますよ？　めぐみんさんが、我が生しよう涯がいの親友にしてライバルよ、カズマの仇かたきを取るのです！　とか言って杖つえを振り回して怒おこってます。今にも、狭せまい空間の中で爆ばく裂れつ魔ま法ほうを放ちそうな勢いです。あとダクネスが、ぶっ殺してやる！　と物ぶつ騒そうな事を……」

　や、止めろよめぐみん、煽あおるなよ……。

　ダクネスも良いとこのお嬢じよう様さまのクセに、どうしてあんなに短気なんだか。

　なぜ撤退しないんだろうと思ったが、まあ、死んだのが俺だからなあ。

　これがミツルギやダクネス、ゆんゆんの場合だと戦況が一気にピンチになるし諦めもつくだろうが、魔王討とう伐ばつのチャンスなだけあり、諦め切れずに戦いを継けい続ぞくしているのだろう。

　ちょっと作戦とは違うがいよいよヤバくなったら逃にげるだろ。

　……その際、作戦忘れて俺の死体だけ置いて行かれたらどうしようか。

　だ、大丈夫だよな、ちゃんと回収してくれるよな？

　ちょっと怖こわくなって悩なやむ俺に、エリスが小さく微笑ほほえんだ。

「さあ、酷こくなようですがここはあえて送り出させて貰います。先輩のワガママじゃなく、自分から進んで規定を破るのは初めてなので、ちょっとだけドキドキしますが……」

　そう言いながらもワクワクした表情を浮うかべるエリスだが。

「いやいや、もう無理ですよエリス様。さっきの実じつ況きようの感じだと、あのミツルギが苦戦してるんでしょう？　そんなの相手に俺が参戦したところでどうなるってんですか。俺、なんのチートも持たない最弱職ですよ？　一つ聞きたいんですけど、魔王に毒とかバックスタッブって効果ありますかね？　ほら、ゲームなんかだとボスには毒とか即そく死し攻こう撃げきは効かないとか、よくあるじゃないですか」

「……魔王に毒は効かないでしょうね。おそらくは即死攻撃も……」

　エリスはほんの少しだけ苦く笑しようを浮かべる。

　なんだよ、どっちみち奇き襲しゆうを掛けてもダメだったのか……。

「なら、なおさら俺にやれる事はないですよ。しかもステータスも他ほかの冒ぼう険けん者より低くて、せいぜい運が良いってだけで。……あんまし愚ぐ痴ちも言いたくないですけど、俺、こんな能力で、今までよく頑張ったと思いません？　自分で言うのもなんですけども……」

　エリスは俺の情けない愚痴を、静かに微笑みながら聞いている。

「だって、着の身着のままで異世界に送られて、温室育ちな引き籠こもりがいきなり馬小屋で寝ね泊とまりして肉体労働ですよ？　で、手の掛かる仲間達と助け合いながら頑がん張ばってるのに、いつの間にか借金まみれに。借金返したと思ったら物騒な連中と敵対するわ、次々と厄やつ介かい事が舞まい込んで来るわで……」

　なんて事だ、こんな時だというのに愚痴が止まらない。

　これまでの嫌な思い出が次々に思い出される。

「俺、もうちょっと良い思いしたって罰ばち当たんないと思うんですよ。ていうかこの世界に来て、自分でも性格ねじ曲がったなと思いますもん。そりゃあ誰だって捻ひねくれますよ。……元々引き籠もってた人間でしたけど、それに輪を掛けてダメになった気が……」

　エリスは、そんな俺の独白を、何を言うでもなく静かに聞いて……。

　そして、くすりと笑って言ってきた。




「でも、楽しかったでしょう？」




　……ズルいなあ。

「……まあ、それなりには」

「でしょう？」

　エリスがどうだと言わんばかりにニコリと微笑む。

　……お頭かしらは可愛かわいいなあ。

「皆がまだ諦めない中、カズマさんだけここでリタイアだなんて寂さびしいじゃないですか。だから、先輩が蘇生させてくれたら何時いつでも参戦出来るようにしてあげます」

　──その気持ちは有り難がたいのだが。

「そもそも、それが有り得ないんですよ。あのバカには散々言い聞かせましたからね。誰かが死んでも前に出るなよ、って」

　だから……、

「せっかく掛けてくれた魔法も無む駄だになっちゃいますね」

　そう呟つぶやいた俺に向け、エリスが自信有り気な顔で頷うなずいた。

「……そうですか。では、続けますね？　『ヘイスト』！」

　そう言って魔法を掛けてくるエリスは俺との会話が全く噛かみ合っていないが、女め神がみというのは皆人の話を聞かないのだろうか。

　と、俺がそんな事を考えていた、その時だった。

　絶対に聞こえてはいけない声が、白い部屋の中に響ひびいてきた──




《カズマさーん！　カズマさーん!!》




　──それは、最後の最後まで言う事を聞かなかったアクアの声。

　あのバカは本当に、戦せん闘とうをほっぽって一体何をしてくれるのだろう。

　アイツが死んだらもう誰も生き返れないのに、そこら辺をちゃんと分かってるのか？

　あれほど口を酸すっぱくして前に出るなと言ったのに。

　そして、あれほど魔王を怖がっていたクセに。




《カズマさーん、色んな意味でピンチなんですけど！　めぐみんが、爆裂魔法を唱え出したんですけど！》




　聞き捨てならないアクアの言葉に俺は思わず腰こしを浮かせた。

　そして、実に楽しげにニコニコしているエリスに向けて。

「……あいつ、どうしてあんなに人の言う事を聞かないんですかね」

「でも先輩は、そんなところがちょっと可愛くないですか？」

　ちっとも可愛くないし、帰ったら泣くまで説教してやろうと思う。

　エリスはそんな俺の顔を見て。

「カズマさん、顔が笑っていますよ？」

　これ以上にないぐらい楽しそうに言ってきた。

　参ったなあ……。

　お頭の時は結構隙すきだらけなクセに、女神の時のこの人にはどうも手玉に取られてしまう。

　そして、笑っている事を否定出来ない自分がまた悔くやしい。




　──俺はその場に立ち上がると、頬ほおを叩たたいて気合いを入れた。




「ったく、あのバカは俺を何だと思ってるんでしょうね？　大体よくもまあ、あの激戦の中で蘇生が出来たなと思いますよ」

　俺はそう言いながら、現実世界に続く門へと歩き出した。

「ダクネスが今も魔王と側近を相手取って、たった一人で持ち堪こたえてくれてますからね。ふふっ、さすがの魔王やその側近達も、ダクネスの硬かたさに引いてますよ？　引きつった魔王の顔を見せてあげたいです」

　エリスはそう言いながらクスクスと楽しそうに笑っている。




　そりゃそうだ、ウチの自じ慢まんのクルセイダーは硬いのだ。

　アクセルの街はもちろんの事、世界で一番硬いのだ。




　ダクネスが根こん性じようを見せているのだからと自分に言い聞かせるも、今から戦う相手の事を考え、ため息を吐ついた。

「魔王かあ……」

　まさかのラスボスとのガチバトルだ。

　魔王の幹部に始まって、どうしてこうも強敵の相手ばかりしなくてはいけないんだろう。

　俺の運が良いとか絶対嘘うそだろ……。

　門の前で振ふり返ると、エリスが何かを期待するかのような表情で、胸の前で拳こぶしをギュッと握にぎり締しめている。

「……一応言っときますけど、何の作戦も無いですからね？　俺が参戦したところで結果は見えてますよ？　まあ、ここまできたら一応行くだけ行ってきますけど」

　頼たよりない俺の言葉に、エリスは真しん剣けんな顔になると。

「では、一つだけ助言をさしあげます。今、向こうには先せん輩ぱいがいます。信じられないかもしれませんが、先輩はそれはもう強い力を持った女神なんですよ？　それこそ、一時的に魔王の能力を弱体化させてしまう事が出来るぐらいに」

「マジで!?　なにそれ、本物の女神みたいだ！　……いやでも、あのバカは一言もそんな事言わなかったんですけど」

「……わ、忘れているのではないでしょうか……」

　…………本当に強い力を持つ女神なんだろうか。

　いやでもアイツ、俺の下半身に人の身では決して解けない封ふう印いんを施ほどこしてやろうかって、脅おどしてきた事があったな。

　他にも、アイリスの首にかかっていた首くび飾かざり型の神器を、クリスがスティールで奪うばった際にも封印を施した事があったっけ。

　なら、もしかしていけるのか……？

「……あ、でもアレですよ。魔王の一番厄介な力って、その場にいるモンスターの能力を引き上げるって能力らしいんですけど、その力も一時的に弱まるって事ですかね？」

「それは無理です。弱体化させられるのは、魔王の身体能力に魔法抵てい抗こう力、魔力、その他……といったところでしょうか。ですが、魔法抵抗力を弱体化させるというのにヒントがあります。──カズマさんは、テレポートが使えましたよね？」

　……なるほど！

「魔ま王おうが弱体化して俺でも魔法が通じるようになったら、テレポートでアクセルの警察署に転送するんですね！　そして街中の冒険者にシメてもらうと！」

「ち、違ちがいます！　違いますよ、現在アクセルの街を魔王軍の別働隊が襲撃中です！　戦せん況きようは拮きつ抗こうしていますが、そこに魔王が現れたならその場の別働隊が強化され、街はあっという間に壊かい滅めつですよ？」

　クソ、そういえば街への襲撃なんて話もあったな……。

「じゃあ、どうすれば……？」

　俺が問い掛かけると、エリスが人差し指をピンと立て。

「あなたは、テレポート先にダンジョンの最深部を登録していたでしょう？」

　と、イタズラする子供みたいに、期待に満ちた顔で言ってきた。

　──なるほど、魔王をダンジョンの最深部に置き去りにしてくるわけか！

「ダンジョン最深部に放置して、後は野垂れ死にさせる。エリス様、黒いですね。でも良いい作戦だと思います」

「違います！　違いますよ！　あそこにはモンスターが蔓延はびこっていますが、魔王ならば簡単に従えられますし、楽にダンジョンを出て来てしまいます。……そこで、カズマさんにお願いが……」

　嫌いやな予感がする。




「魔王。一対一で、倒たおしてきては貰もらえませんか？」




　──この人、アクア以上の無む茶ちや言うな。

「いやいやいやいや、それは無茶ってもんでしょう。それなら、ミツルギ、ゆんゆん、アクアを魔王と一いつ緒しよにダンジョン送りにして、アクアの支し援えんを受けたミツルギとゆんゆんに魔王をシバいてもらうとか。で、帰りはゆんゆんのテレポート。絶対にこっちの方が勝率高いと思います」

　そんな俺の提案に、だがエリスは首を横に振る。

「そもそも、魔王もテレポートが使えるはずです。なので、そんな状じよう況きようでダンジョンに送られては城に帰ってしまうでしょうね」

「それなら俺と一緒にテレポートしても、一人で帰ってしまうんじゃ……」

　俺の疑問に、エリスは小さく笑ってみせると。

「魔王は、勇ゆう敢かんな冒ぼう険けん者と戦って華はな々ばなしく散るのも大切な仕事の内に入るんですよ？　一対一で勝負を挑いどんでくる冒険者から逃にげ帰って来たなら、それはもう魔王とは言えません」

　……なんだろう、それ、どっかで聞いた事がある。

　確かダンジョンの中で、バニルやウィズがそんな事を言っていたな。

　最後は勇敢な冒険者と派手に戦い、派手に散る。

　それが魔王というものだ、とかなんとか。

「で、でも……。だったら、俺じゃなくてもミツルギと魔王を転送するってのは？　あいつ、勇者になりたがってたみたいですし」

　……情けない話だが、正せい攻こう法ほうで戦うのなら絶対に俺より強いし。

「無理でしょうね。剣しか使えないミツルギさんでは、暗いダンジョンの中で魔族の王に勝てるとは、とても……。でも、あなたなら。どんな場所にも適応出来て、色んなスキルを持つカズマさんなら、まだ望みはあるんじゃないでしょうか？　それに……」

　と、エリスは目をキラキラさせて、胸の前で両の拳を握ると。

「それに、何の力も無かった最弱職の少年がたった一人で魔王を倒す。……そっちの方が格かつ好こ良いいじゃないですか！」

　この人は何て事を言い出すんだろう。

　義ぎ賊ぞくなんてやってるだけあって、熱い展開の漫まん画がとかが好きな人なのかも知れない。

　……と、迷う俺の背中を押すように。




《カズマさーん、カズマさーん！》




　こんな真ま面じ目めな話には場違いな、半泣きのアクアの声が響ひびき渡わたった。

「……まったく。アイツは日ひ頃ごろ俺をコケにするクセに、どうして肝かん心じんな時だけ頼るんですかね？」

　言いながら、俺は魔王と戦う覚かく悟ごを決める。

　そんな俺を見るエリスの表情は、真面目で清せい楚そな女め神がみではなく。

「それはもちろん、先輩がカズマさんの事を信しん頼らいしきっているからですよ。……やっぱり助手君はツンデレですね。そうやって文句を言いつつ、先輩には甘いんですから」

　俺の友人がよく浮うかべる、イタズラ好きな笑え顔がおだった。

「やっぱりお頭かしらは可愛かわいいですね。無事に魔王を倒せたら、俺と結けつ婚こんしてくれませんか？」

「いいですよ。それじゃあめぐみんさんとダクネスには、助手君から伝えてくださいね？」

　俺のからかいにも慣れてきたのか、エリスはクスクスと笑いながら言ってくる。

「マジッすか、じゃあ俺本気で頑がん張ばります。今からめぐみんとダクネスに、俺、クリスと結婚するわって伝えてきますね」

「ご、ごめんなさい、二人に怒おこられるから止やめてください！　からかわれたお返しをしてみただけですから！」

　しっかりしているようでどこか抜ぬけている俺のお頭は、やっぱりまだまだからかわれる事には不慣れらしい。

　エリスが慌あわてる姿にニヤけていると、再びアクアの声が響いてきた。




《カズマさーん、カズマさーん！》




　……良い空気になると必ず邪じや魔まするアイツは、実はワザとやってるんじゃなかろうか。

　腹が立つので、生き返って文句言ってやろうと思う。

「現在、アクセルの街と王都が魔王の軍勢によって襲撃され、色んな人々が戦っています」

　エリスがそう言って指を鳴らすと同時、目の前の白い門が開いていく。

「アクセルの街では、あなたと共に冒険をしたり、お酒を飲んだり、笑い合ったり喧けん嘩かをした冒険者達が魔王軍の別働隊と激戦を繰くり広げ──そして王都では、国王自らが率いる騎き士し団、日本からやって来た冒険者達、紅魔族の精せい鋭えい達が魔王軍とぶつかり合い──」

　と、真面目な顔でそこまで言うと、エリスは小さくくすりと笑う。

「そして聖せい鎧がいアイギスを身に纏まとった、あなたを兄と慕したう勇敢な少女が、アクシズ教徒やめぐみんさんの友人の紅魔族を引き連れて、魔王の娘むすめに決戦を挑もうとしています」

「えっ!?」

　ここにきての衝しよう撃げき発言に俺は思わず振り返る。

　何がどうなっているのか知らないが、アイリスが出なきゃいけない程ほどにピンチなのか？

　いや、本当に何がどうなっているのだろう、どうしてアイギスがアイリスと合体したのかとか、アクシズ教徒は措おいといて、めぐみんの友人の紅魔族っていえば、アイツの同級生の事だよなとか……。

「この世界の理ことわりに、魔王が生まれると世界中のモンスターが日ごとに強くなっていくというものがあります。そして魔王が倒されると、モンスター達は一段階ほど弱くなるという理も。……さあ、カズマさん。この意味が分かりますね？」

　ここに来てズルいな、お頭は。

　そんな事言われたら魔王を倒さないわけにいかないじゃないか。

　……いや、俺がやる気になった今だからこそ教えてくれたのか。

　まったく、最初からこの事を教えていればもっと簡単に俺を説得出来たのに、こういうところは真面目な人だ。

「教えてくれてさらにやる気が出ましたよ。俺の妹ですら頑張ってるんだし、魔王を倒して皆みんなを手助けしてやりますよ」

　──と、門へ足を踏ふみ出そうとする俺の背に、エリスが声を掛けてきた。




「──それじゃあキミが現世に戻もどる前に、助手君に最後の餞せん別べつをあげようかな」




　どうやら女神としての仕事は終わったらしい。

　俺の友人クリスの口調に戻り、こちらに手をかざしている。

　既すでに支し援えん魔ま法ほうを山盛りで受けた俺だが、魔王が相手なら万ばん全ぜんで挑みたいので願ったりだ。

「この魔法に関してだけは、先輩にも負けない自信があるからね！　幸運の女神の名において、とびきりの祝福を！　──『ブレッシング』!!」

　頼たのもしい支援魔法を受けた俺は今度こそ門に向かって身構える。

　ただでさえ高い俺の幸運値が反則気味にまで高められ、いよいよやる気が満ちてきた。

　──いける。今ならいける。
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　アクアやクリスの魔法も相まって、今の俺は絶好調だ。

　……と、そんなやる気を削そぐように。

　本当に空気を読めないヤツの、緊きん迫ぱく感かんのない声が響き渡った──




《カズマさーん、カズマさーん！　はやくきてー、はやくきてー！》




　…………。

　俺とクリスは顔を見合わせて笑い合う。

　そして、虚こ空くうに向かって大声で。

「しょうがねえなあああああああああああああああ!!」

　アクアに叫さけび返した俺を見ながら、クリスが楽しげに声を張る。

「さあ、それでは魔王退治……！」

　女神でありお頭でもある、大切な友人の声を背に受けて──

「いってみよう！」

　そんないつもの口くち癖ぐせと共に、俺は門へと飛び込んだ──！




　　　　４




「めぐみん構わん、こいつらをぶっ殺してやれ！　お前達はこの私が壁かべになって守ってやる！　私が爆ばく裂れつ魔ま法ほうの一いち撃げきにも耐たえられるのは実証済みだ！」

「いいでしょう、死なばもろともです！　それに、もしダクネスが守り切れなかったとしても、日にあれだけの爆裂魔法を撃うった挙げ句、最さい期ごが魔王との相打ちならば我が人生に悔くいはありません！　それに皆で一緒なら、あんまり怖こわくはないものですよ！」

「止めてえ！　めぐみん待って！　ダクネスさんもけしかけないで！」

　なんかとてつもなく物ぶつ騒そうな会話が聞こえる。

　目を開けると、こちらを覗のぞき込むアクアと目が合った。

　後頭部が柔やわらかくも温かいのは、アクアが膝ひざ枕まくらをしているからだろう。

「あっ……！　ようやく帰ってきたわね、カズマ！」

　俺の意識が戻った事に、アクアが嬉き々きとして声を上げた。

　慌てて上体を起こした俺は、素す早ばやく状況を確かく認にんする。

　そこには──

「魔王様、我われ々われの後ろへお下がりください！」

「おい、そこの紅魔族！　分かっているのか!?　こんな室内で爆裂魔法なんて放てば、お前達も無事では済まんぞ！」

　杖つえの先に爆裂魔法の光を灯ともらせ魔王達を威い嚇かくするめぐみんと、それを守るように立ち塞ふさがる、体中を傷だらけにした素手のダクネス。

　そして魔王を背中に庇かばった側近達とそれを遠巻きにするゆんゆんが、必死にめぐみんの説得にあたっていた。

　戦せん闘とうで傷でも負ったのかミツルギが片膝をついており、それを守るようにして二人の取り巻きが立ち塞がっている。

　潜せん伏ぷくスキルが効かないあの死神の姿を捜さがすと、俺が殺されて血ち溜だまりが出来た場所には、半ばから折られたダクネスの剣けんと、大きな鎌かまが転がっていた。

　どうやら俺を殺した死神はアクアに逆ぎやく襲しゆうされたらしい。

　俺がコッソリ立ち上がると、こちらにチラリと視線を送ったダクネスとめぐみんがホッとした表情を浮かべてみせた。

　戦闘は膠こう着ちやく状じよう態たいにあるようで、現在、魔王の側近達はこちらを注視していない。

　というかめぐみんの杖先の危険な光でそれどころではないのだろう。

　──と、魔王の側近達がめぐみんへ落ち着くように呼びかける中。

「カズマ、テレポートを唱えて頂ちよう戴だい。ここは皆で脱だつ出しゆつするの。カズマとゆんゆんがテレポートの詠えい唱しようを終えたら、めぐみんには杖の先の爆裂魔法をそこのバルコニーからペッてしてもらってから逃にげましょう！」

　俺は、必死に訴うつたえかけてくるアクアに向けて、

「おいアクア、今から言う事をよく聞けよ。ていうか、最後くらいはよく聞けよ？　さっきエリス様から聞いたんだが、お前、魔王の力を弱体化出来るんだろ？」

　先ほどエリスから聞いた事を伝えるべく……。

「……カズマさんてば何言ってんの？　そんな女神みたいな事が出来るわけないじゃない。大だい丈じよう夫ぶ？　ちょっと、しっかりしなさいよ」

　…………。

「お前がしっかりしろよ、自分の職業を忘れんな！　お前は一応女神だろ！」

「そうでした！　そうよ、そういえば私が女神じゃない！　ここは女神の神聖な力で魔王を……！　………………。ねえ待って、封ふう印いんを施ほどこせば魔王を弱体化する事は出来るけど、それだけよ？　さっきから見ている感じ、魔王は戦闘に参加していないの。魔王を弱体化しても、多分あんまり意味ないわよ？」

「そこは、お前が魔王を弱体化したら俺が何とかしてやる。……あの死神型のアンデッドは仕留めたみたいだな。これで潜伏スキルが通用する」

　と、潜伏スキルという単語にアクアが不安そうな顔で言ってきた。

「カズマさんてばまだやる気なの？　……ねえ、もう帰ろう？　帰って、国の偉えらい人達に魔王を任せて、毎日皆で仲良く暮らすの。お金が無いのなら、本来は私の主義に反するんだけれど芸で稼かせぐ事も考えなくもないわ。あ、でも、ある程度のお金が貯たまるまでよ？　ずっとじゃないからね？　だから……」

　言い掛かけたアクアに右手を突つき出し、それ以上言うのを止めさせた。

　そして、俺は真剣な顔でアクアに告げる──

「いいから見てろ。何だかんだで長い付き合いなんだから、こんな時どうにかしてきた俺の事を少しは信じろ」

「長い付き合いだから信じられないんですけど」

　……こいつ、引っ叩ぱたいてやろうかな。

　せっかくの格かつ好こ良いいセリフに舐なめた返事をするアクアを掴つかむと。

「いい！　から！　お前は！　魔王の力を弱体化する準備をしてろ！」

「痛い！　痛い！　痛いんですけど！　分かったわよ、やればいいんでしょ！」

　ギリギリとアイアンクローを掛けながら、これからの事をかい摘つまんで説明した。

「いいか？　お前が魔王を弱体化させたら、俺はもう一度潜伏スキルで接近する。で、テレポートで魔王を拉ら致ち。ダンジョンの奥深くに連れてって、そこでアイツを仕留めてくる」

「ねえ待って、貧弱なカズマさんが魔王と一対一で戦うって事？　私のくもりなきまなこと女め神がみの勘かんが、死亡フラグしか見えないと言ってるわよ？」

　いちいちコイツは人のやる気に水を差さないと気が済まないのか。

「色々と手はあるさ。本当にどうしようもなくなったなら、テレポートで先にアクセルに帰るから。魔王がここに帰って来なかったら俺が倒たおしたと思ってくれ。そしたらゆんゆんのテレポートで街に帰き還かんな。もし魔王を倒せなくても時間稼ぎはしてやるよ。その間に、お前らはこの部屋の側近連中を倒してくれ。魔王がいなくなればこの部屋の連中も弱体化するし、お前らでなんとかなるだろ？」

　そして、この部屋の敵を一いつ掃そうしたところに魔王がノコノコ帰ってくれば、後は袋ふくろ叩だたきにしてくれればいい。

　だがそんな俺の作戦に、アクアがますます不安そうに。

「……ねえ、カズマがダンジョンでぽこっと死んだ場合はどうするの？　ダンジョンだとカズマさんが傷いたむの早いし、何ならお腹なかを空すかしたモンスターに食べられちゃうわよ？」

「お、俺が傷むとか言うなよ。……まあ、ヤバそうだったらすぐ逃げるよ。もし魔力を使い切ったとしても、テレポート用にちゃんとマナタイトも残しておくから」

　というか、いい加減行動しないと俺が蘇そ生せいした事を知られ警けい戒かいされてしまう。




「フハハハハハハ！　いっそここで魔王を倒せば、この我が新たな魔王に……！」

「めぐみん、落ち着いて！　魔王を倒しても魔王にはなれないから！　眼めの色がかなり本気なんだけど脅おどしよね!?　私達を見送ってくれたアクセルの冒ぼう険けん者が、無事に街に帰ったら飯奢おごってやるからな！　って言ってくれたの！　だから絶対に生きて帰らないと……」




　向こうを見ると、未いまだ膠着状態が続いているようだ。

　……と、こちらにチラリと視線を送るダクネスと目が合った。

　だが、ダクネスはその瞬しゆん間かんに目を逸そらしてしまう。

　まるで俺の存在を魔王達に注目されまいとするかのようだ。

　いや、めぐみん達はああやって派手に目立って、俺から注意を逸らしているのか。

　当初に決めた作戦通り、俺が魔王にバックスタッブを仕掛けるのを期待しているのかもしれない。

「よし、それじゃあ行ってくる。おいアクア、俺がテレポートで飛んだ後はめぐみん達に説明頼たのむぞ。ちゃんと、俺は危なくなったらテレポートで帰るってのを伝えるんだぞ？　でないとアイツらはまた暴走するからな」

　俺がそう言って潜伏スキルを使おうとすると、アクアが服の裾すそを掴んで放さない。

「……ねえカズマ。どうしてそこまで魔王退治にこだわるの？」

　と、そんな事を不安気に。

　そして、少しだけ何かを期待するような顔でアクアが言った。

　……お前のタメだとか、そんな格好良いセリフを期待してるのが見て取れイラッとする。

　目をキラキラさせやがって、コイツ絶対勇者を送り出す女神的な状じよう況きように酔よってるだろ。

「……別に、お前のタメなんかじゃないんだからな！」

「こんな時ぐらい、素直にあなたのためです女神様とか歯の浮うくセリフ言えないの!?　……ねえツンデレニート、あんた本当に危なくなったら逃げ帰って来なさいよ？　もやしっ子なカズマさんじゃ、まともに魔王の攻こう撃げきを食くらったら即そく死しだからね？」

　もやし言うな。

「分かってるよ、俺を信じろ。俺が真正面から格好良く最後まで戦う男だとでも思ってんのか？　ニートってのは諦あきらめが早いんだよ」

「知ってるわよ。諦めが早いのも臆おく病びようなのも。雰ふん囲い気きに流されやすいのもヘタレなのも」

　……コイツの方こそ、こんな時ぐらいちゃんと応おう援えん出来ないのか。

「……あと、何だかんだで最後には必ずなんとかしてくれる事も知ってるから、死なない程度に魔王をおちょくってきてやんなさいな」

　自信有り気なドヤ顔で、アクアが俺を真っ直すぐ見てきた──




　──壁伝いに、マントで体を隠かくしながらコソコソと進んで行く。

　とても今から魔王を倒そうとする勇者の姿ではないのだが、もう格好良いヒーローになるのは諦めた。

　魔王の傍そばへジリジリと近付いていると、アクアが両の手のひらを組んで、目を瞑つぶって祈いのるようなポーズを取った。

　と、やがてアクアは、室内を照らし出すかのように眩まばゆい光を放ち始める。

　……あれっ、あいつ、今だけ本当に女神っぽい。

「この世に在る我が眷けん属ぞくよ……」

　こめかみからうっすらと汗あせを垂らし、何かを唱え始めたホタルの女神。

「水の女神、アクアが命ず…………！」

　ただ事ではない現象に、それを注視する魔ま王おうと側近。

　魔王はアクアの行動を止めたそうにしているが、めぐみんの威嚇により身動きが取れないようだ。

　やがてアクアがゆっくりと目を開き、声こわ高だかに叫さけびを上げた。

「穢けがれし者に封印を──！」

　それはとても端たん的てきな、紡つむいだだけに聞こえるただの言葉。

　たったそれだけの事なのだが、その一言に部屋の中が清せい涼りよう感かんに包まれた。

　穢れし者という言葉にちょっとだけドキッとしたが、どうやら俺は赦ゆるされたようだ。

　と、側近達が壁かべになり、その光から魔王を庇おうとする中。




「『デコイ』────ッッッ！」




　傷だらけのダクネスがスキルを唱え、真正面から突っ込んでいった。

「ッッ!?　魔王様を守れ！　壁を崩くずすな！」

　側近の一人が叫ぶが、突っ込んできたダクネスに体当たりされ、奥に隠れていた魔王がアクアの光に晒さらされる。

　ミツルギは何やってんだと思いそちらを見ると、アクアに回復魔法を飛ばされてようやく立ち上がる姿が見えた。

　よし、これなら魔王を攫さらった後、側近との戦いも戦力的にいけそうだ。




　ダクネスが側近達に殴なぐり掛かり、スキルの力で再び注意を惹ひいてくれている間に、俺は魔王の背後に回る事に成功した──




　近くで見る魔王は一見すると大おお柄がらな老人だ。

　白はく髪はつの間から二本の角が生えているが、パッと見はどちらかというと人間っぽい。

　だが派手な黒衣を身に纏まとい、体から側近達を強化する黒い霧きりを放ち続けるその姿は、誰だれもが魔王と呼ぶだろう。

「ハッタリだ、あの紅魔族の娘むすめはどうせ撃うてまい。目の前のクルセイダーより魔ま剣けんの男を注視せよ！　それと、もう一人の紅魔族の娘もだ！」

　と、そんな魔王の言葉を受けて、めぐみんのこめかみがピクリと動いた。

　おいやめろ、そいつを煽あおるな、その子はやる子だ！

「くそっ、忌いま々いましい……。まさか女神が降臨しているとはな。……駆かけ出しの街に落ちた光の正体とは、あの緩ゆるんだ顔の女神の事だったのか……？」

　魔王が俺に背を向けて、迷めい惑わくそうな顔でアクアを見ながら呟つぶやいている。

　……どうしよう、予定を変へん更こうしてバックスタッブで斬きり掛かってやろうか？

　いや、失敗したらそれで終わりだし、そもそもエリスが、魔王に毒や即死攻撃は効かないと言っていたじゃないか。

　なら、やはりここはテレポートで……！




「よりにもよって水の女神がやって来るとは……！　貴様の管かん轄かつは別の世界のはずだろう？　後こう輩はいの女神を助けるために、先輩風でも吹ふかせに来たのか……？」

　魔王が忌々しそうに呟いているが、アクアがこの世界にやって来たのは大体俺のせいなんですよ、すいません。

　──ああくそ、やっぱり怖こわい。

　魔王は無防備に背を向けている、チャンスは目の前にある。

　あとはもう飛び出すだけなのだ。

　キッカケが、何か、勇気が出るキッカケが欲しい……！

　──と、潜せん伏ぷく中にも拘かかわらず、ダクネスと目が合った気がした。

　いや、実際に目が合ったのだろう。

　ダクネスだけではなく、やがてめぐみんとも目が合った。

　どいつもこいつも俺と目が合うと目を逸らし、期待に満ちた顔で微び笑しようを浮かべ──




　自分の仕事は終わったとばかりに、俺を信じ切って緩んだ顔のアクアに目が留まる。

　……もうチート能力なんて望まない。

　伝説の魔剣や凄すごい才能、何者にも負けない力も必要ない。

　だから、神エリス様──

　どうか、神様アクア──

　根こん性じよう無しの引き籠もりに、魔王と戦う勇気をください──！

「……ッ!?　貴様、一体いつからそこにいた!?」

　俺は魔法の詠えい唱しようを行いながら、驚おどろいてこちらを振ふり返る魔王に飛び込んだ！




「『テレポート』──ッ！」







[image: 最終章　この冒険者に栄光を！]
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　まるでゲームのラスボスの部屋のように、仰ぎよう々ぎようしくも禍まが々まがしい装そう飾しよくが施ほどこされたドアの前。

　テレポートで移動した先は、例のダンジョンの最下層。

　俺は魔王と共に、ヴァンパイアの真祖が立て籠こもっていた部屋の前に立っていた。

　この階層にはモンスターの気配は無い。

　以前、バニル達とこの階に来た時もヴァンパイア以外のモンスターはいなかった。

　つまり、魔王を相手取るには打って付けの場所だという事だ。




　──俺と共に転送された魔王が、バッと飛び退のき距きよ離りを取る。

「……どこだここは？　てっきり、貴様の仲間がわんさかいる所にでも送られたのかと思ったが……。ふむ、このカビの臭においと濃こい魔力からして、どこかのダンジョンだな？」

　俺も魔王からジリジリと距離を取りながらここがどこかを教えてやった。

「当たり。最も深いと言われるダンジョンの最下層だ。ここから帰るには、地上までの道のりを延々と歩いて帰るか……。もしくは、テレポートで帰るしかないわけだ」

　俺の言葉に、魔王がふむと一つ呟き。

「では、城へ帰らせてもらうとしようか。仮にも魔王がテレポートの一つも使えないとでも思ったか？　いつまでもこんなカビ臭くさい所にいる必要は……」

　と、そう言いながらテレポートを使おうとする魔王に向けて。

「テレポートを使える事ぐらいは知ってたさ。でも、魔王が逃にげるのか？　勇ゆう敢かんな冒ぼう険けん者と一対一の、この状況から？」

　俺は人差し指を立ててゆらゆらと振り、挑ちよう発はつ的に魔王に告げた。

「…………なるほど。一体どこで聞いたのかは知らんが、魔王の事を調べてきたらしい。確かに、堂々と一対一で戦いを挑いどまれたなら、そこで逃げてはもはや魔族の王を名乗れまい。……だが、我が部下に真っ先に殺された弱き男よ。貴様が我われと戦うのは力不足だ、もう少し鍛きたえてから出直して来い。せめて、あの魔剣のソードマスター並みには強くなってからな」

　魔王はそう言ってフッと鼻で嗤わらうと、からかうような笑えみを浮うかべてくる。

　俺は、そんな魔王に向けて……。




「俺、冒険者なんだ」




　からかいの笑みに対たい抗こうするように、挑発的に笑いながら言ってやった。

「……冒険者？」

「そう。冒険者。俺、最弱職の冒険者なんだよ」

　ダンジョンの最下層は、魔法でも掛かかっているのか光ゴケでも植えられているのか、この階層は完全な暗くら闇やみではなく常に淡あわく青白い光で照らされている。

「……お前は冒険者なのか？　上級職でも、前衛職でも魔法使い職でもなく、貧弱な冒険者？　その冒険者が……」

「そう、その弱っちょろい冒険者が、魔王相手に一人で決戦挑もうって言ってるんだよ。……あるえー？　いくら女め神がみの力で弱体化しているって言っても、まさか最弱職の冒険者からは逃げませんよね、魔王様」

　俺の挑発に、魔王の顔が険しく引きつった。

　それを見て小便チビリそうになるが、ここで魔王に帰られては困る。

　今こそ日本で培つちかってきた引き籠もりの煽りスキルを活いかす時。

　だが魔王は深く息を吐はいて心を落ちつけると……、

「……挑発には乗らん。伊達だてに長くは生きてはおらんからな。貴様が冒険者だからといって、それが何だと言うのだ。……つまりはこういう事だろう。戦力外である貴様が我を連れ去り、勝負を挑んで時間を稼かせぐ。その間に、我が力の恩おん恵けいを受けられなくなった部下達を、貴様の仲間達が倒たおす」

　と、勝手にそんな予想を立てて語りだした。

「そして十分に時間を稼いだ後、貴様はテレポートで脱だつ出しゆつでもするのだろう。その後、我がテレポートで城に戻もどれば、貴様の仲間達に取り囲まれると……まあ、そんなところか？」

　魔王はそう締しめくくるとテレポートで帰る準備を始めた。




　──無む駄だに年食ってないなと感心するが、そんな場合じゃない。

　俺は魔王に向けて一枚のカードを見せびらかす。

「まあ待てよ、これが俺の冒険者カードな。薄うす暗ぐらいし距離もあるけど、レベルとステータス、職業の欄らんが見えるか？　ほらほら、見ろよこのステータス。そこらの中ちゆう堅けん冒険者に比べて超ちよう低いだろ？　そんな冒険者が怖くて逃げ帰っちゃうの？　何だかんだと理由を付けて、単に倒されるのが怖いんだろ？　お前、それでほんとに魔ま王おうを名乗ってもいいの？　ここまでお膳ぜん立だてされて、それで逃げ帰っちゃうの？」

　魔王の額に一筋の血管が浮き上がる。

「……………………挑発するな小こ僧ぞう、その気になれば貴様など」

「その気になれば貴様などとか、どんな三下中ボスのセリフだよ。ガッカリだよ、本当にガッカリだよ！　何が魔王だふざけやがって、蓋ふたを開けてみれば、最弱職相手にビビって逃げようとする臆おく病びよう者のジジイじゃねーか！」

　ギリッ、と、魔王が歯を食い縛しばる音が薄暗いダンジョンの中に響ひびく。

「……無駄だ、貴様が最弱職の捨て駒ごまだというのなら、なおさら相手をしてやるまでもない。やはり貴様の目的は時間稼ぎだと理解した。ではな、口だけの小僧！」

　吐き捨てるようにそう言って、魔王はテレポートの詠唱を……！




「──幹部連中の討とう伐ばつに大体俺が関かかわってるぞ。ベルディア、バニル、ハンス、シルビア、ウォルバク、セレナの順に倒したっけ。他ほかにも、この城を守っていた名前も知らない最強さんもいたな。……仮にも魔王を名乗るなら、部下の仇かたき討うちぐらいはしてやれよ」

　テレポートの詠唱を中断した魔王は、俺を見て鼻で嗤う。

「笑えない冗じよう談だんだ。バカが、貴様では時間稼ぎもできぬと知れ！　『カースド・ライトニング』！」

　魔王が突とつ然ぜん俺に向けて魔法を放つ。

　えっ、ヤバイ、死……！




「!?」

「ッ!?　……と、ふう、危ねえ危ねえ……。まったく魔王ともあろうお方が不意討ちっスか。まあ俺ぐらいになると爺じいさんの攻こう撃げきなんて、こうしてアッサリ見切っちゃうんですけど。プークスクスー！」




　少しチビッた。

　運良く自動回かい避ひが発動しなかったら、間ま違ちがいなく俺の頭が無くなっていた事だろう。

　魔王が放った黒い電撃は、一いつ瞬しゆん前まで俺の頭があった場所を正確に貫つらぬいていた。

　本能的な恐きよう怖ふでジリジリと後あと退ずさる俺に対して、魔王が魔法を放ったままの体勢で首を傾かしげる。

「……？　今のはスキルによる回避か。普ふ通つうに考えて、電撃の魔法など見切れるものではないわ。やれやれ、面めん倒どうなヤツめ……」

　魔王はため息を吐つきながら、無造作に俺に詰つめ寄った。

　ちょっ、まだ戦せん闘とう準備が……！

「待っ……」

「フン、さてここからどうするつもりだ？　どうしようもないだろうがな。老いたりとはいえ、冒険者一人を捻ひねり殺す事……な……ど……？」

「…………？」

　一瞬で距離を詰めた魔王は、俺の胸むなぐらを掴つかんだまま固まると。

　やがて胸ぐらを掴んでいた手のひらが、何かが焼けるような音と共に煙けむりを上げた。




「……っっあぢゃああああああああああああああああああ！」




　俺の胸ぐらを掴んでいた魔王は慌あわててその手を放し、右手を懐ふところに抱だいて転がり回る。

　その間に大きく離はなれた俺は、胸元から何かが無くなっている事に気がついた。

　俺が首から下げていた、大事にしていたアレが……。

「なんだコレは！　護ご符ふ？　呪のろいの護符か何かか!?　ぐううう、姑こ息そくな真ま似ねをしてくれおって……っ！」

　魔王は俺の胸元からむしり取ったソレを、忌いま々いましそうに床へ叩たたきつける。




　──それはいつの日か、めぐみんに貰もらった紅魔族のお守りだった。




　皆みんなの髪かみが入っているだけの、ただのおまじない的な物だったのだが……。

「おいコラ、それは大事な物なんだから粗そ末まつにすんなよ」

「……ッ、コレは何だ？　我の右手が焼け焦こげたぞ！　一体中に何が……!?　……青い髪の毛？」

　おそるおそるお守りの中身を上から覗のぞく魔王に向けて。

「女神の髪の毛がたっぷり詰まったお守りだよ」

「とっ、とんでもない物を触さわらせおって！　……くっ、そうであった、貴様などに構っている暇ひまなどないのだ、雑ざ魚こだと思って甘く見ていたが、もういい！　早く帰ってやらねば我が部下達が……」

　このジジイ、この期ごに及およんでまだ俺とやり合わない気か！

　アクアの力で弱体化した今なら、きっとコイツも効くだろう。

　エリス様頼たのみます、どうか良いい物奪うばってください！

「『スティール』！」

「!?」

　俺が一番最初に覚えて以来、ずっと頼たよってきた窃せつ盗とうスキル。

　ふと手の中を覗いて見ると──

「何だ、ハズレか……」

「……………………」

　手作り感が満まん載さいの、刺し繍しゆう入りのハンカチが握にぎられていた。

　何気なくそれを放ほうると、魔王が慌てて掴み取る。

「……ソレって大事な物だった？」

「……我が娘むすめの手作りの……いや、何でもない……」

　…………予想外に大切な物を奪ってしまいちょっとだけ良心が痛んだ俺は、腰こしから剣けんを引き抜ぬくと、ソレをこれみよがしに見せつける。

　一番大事な物を奪い無理やり戦わせる作戦は止やめて、仕切り直しだ！

「楽に倒せると踏ふんで不意討ちしといて、手て強ごわいと見たら逃にげるとか。お前ほんとに魔王かよ？　あーあ、せっかく魔王討とう伐ばつ用に魔法の掛かった武器まで用意したのに、お前にはほんとガッカリだよ！」

　その言葉に、魔王は俺の持つ剣を一いち瞥べつすると。

「……確かに魔法が掛かった剣のようだな。大層な代しろ物ものに見えるが、だがそれは攻撃向きの魔法剣ではないようだぞ？」

「いいや、コレはかなりの業わざ物ものだよ。俺の悪友が冒ぼう険けん者の死体を漁あさって拾ってきた、由ゆい緒しよある無む銘めいの魔法剣だ。ビビリのなんちゃって魔王を倒すには、これで十分……おわっ！」

　度たび重かさなる俺の挑ちよう発はつにとうとうキレたのか、はたまた娘からのプレゼントを雑に放られたのが頭にきたのか──

「よかろう！　そんなに死にたいというのなら、今すぐあの世に送ってくれるわ！」

　魔王が襲おそい掛かってきた──！




　　　　２




「待て！　散々挑発してくれおって、ここで逃げるか臆病者が！　貴様、先ほど我われをなんと呼んだ？　貴様こそがビビリではないか！」

　遠くで魔王が叫さけんでいるが、なんとでも言え。

　俺は薄暗いダンジョンの陰かげで、潜せん伏ぷくスキルを使いながら弓に矢をつがえると──

「あんなしょうもない魔法で目め潰つぶしなどとは姑息な真似を！　正々堂々と戦いを挑いどむのではなかったのか？　出て来い小僧！」

　遠く、俺を捜さがしてキョロキョロしている魔王に向けて……！




　狙そ撃げき──ッ！




「はぐっ!?」

　側頭部に矢を受けて、魔王の頭が弾はじかれるように横にブレた。

　魔王に襲い掛かかられた際、クリエイトアースによる目潰しをくれて距きよ離りを取ったのだが、どうやらソレがよほど頭にきたらしい。

　と、冷静さを欠いた魔王は、俺の狙撃をまともに食くらったはずだが……。

「そ、そこか……！　どこまでも我をおちょくらねば気がすまぬらしいな……！」

　矢を食らったこめかみを片手で押さえ、魔王がよろめきながら歯ぎしりする。

　何あれ、殆ほとんど効いてねえ！

　アレか、やっぱ魔法の掛かった武器でないと効果が薄うすいってヤツか！

　入り組んだダンジョン内を奥へと進み、慌てながらも距離を保つ。

　アイツに接近されたら多分終わりだ。

　流石さすがに魔王をドレインタッチで倒たおせるとは思えないし、近寄って試ためしてみる気もサラサラない。

　かといって、弓で少しずつダメージを与あたえていても矢が尽つきる方が先だろう。

「あれほど盛大に挑発しておいて、情けないとは思わんのか？　あの魔剣の男は堂々と向かってきたぞ！　あのクルセイダーもだ！　それが、貴様は何だ!?」

　敵感知スキルで感じる、着実にこちらへ近付いている魔王の気配。

　ちっぽけな俺なんて押し潰されそうな魔王の気配を感じながら、道具袋ぶくろから一本の紙かみ筒づつを取り出すと、そこにジッポオイルをかけていった。

　少しずつ後退しながら、導火線のように床へオイルを垂らしていき、ボソリと一言。

「『罠わな設置』」

「そこかっ！」

　その囁ささやきを聞きつけて、魔王が幾いく本ほんかに分かれた通路の内、俺へと続く通路を真っ直すぐに向かってくる。

　レンジャーさんに教えてもらった罠設置スキルが役立った。

　素人しろうとが適当に作った罠でも威い力りよくと発動率が高まってくれるという、姑息な俺とはとても相あい性しようが良さそうなスキルである。

　こちらへ駆かけて来る魔ま王おうに、もはや姿を隠かくす事もせず立ち上がると。

「剣を抜け小こ僧ぞう！　一瞬でケリを付けてくれる！」

　ジッポを擦こすり火を灯ともすと、それをオイルの上に落としてやった。

　垂らしたオイルに火が回るのを確かく認にんすると、大きく後ろに飛び退り。




「エクスプロージョーン!!」

「!?」




　そんな俺の声と共に、薄うす暗ぐらいダンジョン内に炸さく裂れつ音が響ひびき渡わたった。

　ダンジョンの硬かたい壁かべや床ゆかを砕くだき、その破は片へんがこちらにも飛んでくる。

　俺の手作りの劣れつ化かマイトは──

「……っ！　なん……！　なんだこれは……っ！」

　魔王の左足の膝ひざから先をズタズタにしていた。

　クソ、思った以上にダメージを与えられなかった。

　というか、これも魔法じゃないからダメージが通りにくいのか？

　威力的に、足の一本もモゲるかと思ったのだが……。

　内心の動どう揺ようを悟さとられないよう、足を負傷してうずくまる魔王に向けて、俺はジリジリと後あと退ずさりながら虚きよ勢せいを張る。

「フッ、俺をただの冒険者だと思うなよ？　さっき言っただろ、俺はお前のとこの幹部討とう伐ばつに関かかわってるってな。なら当然、エクスプロージョンの一つぐらい使えるってもんさ」

「嘘うそを吐つけ！　あんなものは、とてもエクスプロージョンには及ばぬわ！　今の爆ばく発はつには魔法的な力が感じられなかったという事は、爆発ポーションでも使ったか？　本当に姑息な事ばかり……、あっ、コラッ……！」

　最後まで言わせず背を向けてダンジョンの通路を駆けて行くと、魔王は足を引きずりながらも、その後を追って来た。

　弱体化しているにも拘かかわらずそれでも身体能力は向こうの方が遥はるかに上だ。

　足を負傷しているはずの魔王なのにちっとも距離を離せない。

　このダンジョンの最下層の造りはどうなっているんだろう。

　このまま逃げ続けて行き止まりにでもなれば間ま違ちがいなく嬲なぶり殺される。

　道具袋の中身を探さぐると、俺は最後の劣化マイトを取り出した。

　クソ、めぐみんが怒おこるのでなければもう少し作っておいたのに……。

　劣化マイトを見つけると激げき怒どする、めぐみんの目を盗ぬすんで作るのは大変だったのだ。

　コイツでもう一度ダメージを与えつつ、弱ったところを魔法剣で……。




　──と、その時だった。




　背後から、ゾクリと不ふ穏おんな気配を感じた。

　これはアレだ、ヤバイやつだ。

　めぐみんが魔法を使う時に感じられるほどではないが、魔王が何か強力な魔法を使おうとしている。

　振ふり返ると、魔王がこちらに向けて手をかざしているのが遠目に見えた。

　自動回かい避ひが発動すれば何とかなるか？

　いやいや、さすがに運任せが過ぎるだろう、発動しなかったら死ぬんじゃないのか？

　魔王との距離は十メートル程度ある。

　マズい、さっきの電撃魔法よりも詠えい唱しようが長い！

「お前の相手はもう疲つかれた。我も若くはないのでな。帰った時に備え、魔力の温存をと思っていたが……。これはお前には避さけられまい」

　ヤバイ、なんか来る、ヤバイヤバイ、超ちようヤバイ！

　防ぼう御ぎよ魔ま法ほうなんて何かあったっけ！

　俺は懐ふところから、めぐみんから貰もらった極ごく上じよう品ひんのマナタイトを一つ取り出し。




「食らうがいい！　『インフェルノ』！」

「『クリエイト・アース』ーッッッ!!」




　それに込められた全すべての魔力を使い切り、目の前に大量の土を生み出した！

「ぬおっ!?　ぐわっ、熱っ！」

　土の向こう側からは、そんな悲鳴が聞こえてくる。

　出現した土に炎ほのおを防がれ、それが自らに吹ふき返してきたのだろう。

　しかし、流石は極上品のマナタイト、土の量が半はん端ぱない。

　…………待てよ？

　これなら……！

「どこまでも忌いま々いましい小僧め！　小手先の技わざばかり使いおって、土を使って通路を塞ふさぎ、閉じ籠こもる気か!?　ならば鬼おにごっこは終わりだ、我は……！」

　俺はマナタイトをもう一つ取り出すと。




「『クリエイト・アースゴーレム』ー!!」

「我は…………今度こそ……城……に…………」




　土が蠢うごめき、人の形を形成する。

　普ふ段だんの俺の魔力ではショボイゴーレムしか創つくれない。

　だが……、

「……お、お前は……。こんな真ま似ねも、出来るのか……」

　極上のマナタイトの全魔力を使用して創られたアースゴーレムは、長身の魔王をすら優に凌しのぐ、通路の天てん井じようスレスレの巨きよ体たいを以もつて生み出された。

　前に立ち塞がるゴーレムの足の間から、俺は魔王に向かって不敵に笑う。

　──鬼ごっこはこれからだ。

「ラウンド２ツー！」

「クソがー！」




　　　　３




「卑ひ怯きよう者！　魔王が背中を見せて逃にげるのか!?　戦えよ、真正面から戦えよ！　お前、さっきまでは俺になんて言ってた!?」

「貴様というヤツは！　貴様というヤツはっ……！」

　鬼役が引っくり返った俺達は、ダンジョンの中を駆けずり回っていた。

「わははは！　魔王弱よええ、幹部の方がまだナンボか強かったぞ！」

「たわけ、とうに全盛期を過ぎた老人に無む茶ちやを言うな！　本来の我が力は部下の強化だ、最前線で戦うタイプではないのだ！　しかも、今は力を弱体化されているのだぞ！」

　さすがの魔王も巨大ゴーレムを倒す手段は持ち合わせていないのか、はたまた、ゴーレムと戦っている間に俺の攻こう撃げきに曝さらされるのを警けい戒かいしてか、足を引きずり逃げ回っていた。

　しかし一見するとこちらが有利な今の状じよう況きようだが、ゴーレムの活動時間は思い切り削けずり、大きさと強度を優先して創ってある。

　長期戦になるとゴーレムの寿じゆ命みようが尽きてしまう。

　どうにかそれまでにケリを付けてしまわないと……。

「食くらえ、狙撃！　狙撃！　狙撃っ！」

「あだっ！　ぐあっ！　ぐうっ！　こっ、この……っ!!」

　魔王をゴーレムが追い掛かけ、更さらにその後ろを俺がつきまとい、ゴーレムの足の間から矢を射かける。

　嫌いやがらせぐらいにしかなっていないが、魔王から冷静さを奪うばうには十分なようだ。

　俺の創ったゴーレムにテレポートでも掛けられたらそれでこちらは終わってしまう。

　先ほどからの挑ちよう発はつで魔王は上手うまく頭が回っていない。

　……と、しまった、矢が尽きた。

　基本としてはゴーレムで魔王をしばいて、弱ったら最後の劣化マイトと魔ま法ほう剣けんでトドメというのが理想なのだが……。




「……はあ……はあ……。…………もう止やめだ」




　突とつ如じよ魔王が足を止めた。

「貴様は、本当に我が幹部達を倒したのか？　……倒したのだろうなあ……。姑こ息そくではあるが、この我われですらこうして手玉に取られている」

　なんだいきなり語り出して。

　ゴーレムの寿命が尽きるまでの時間稼かせぎだろうか？

　しかし、ゴーレムは俺の制止があるまでは魔王へと迫せまり続ける。

「ヤツらはどうだった？　幹部として、恥はずかしくない戦いを見せたのか？　少しは貴様を痛い目に遭あわせられたのか？」

「……ベルディアは、スティールで首を取られてオロオロしてる間に浄じよう化かされたなあ。そう言えば、アイツが廃はい城じように住み着いたお陰かげで俺は借金背負うハメになったっけ」

　魔王は深く息を吸い込むと、猛もう禽きん類るいの様な黄色い目をギラつかせた。

「バニルは爆ばく裂れつ魔ま法ほうで吹っ飛ばされたクセに、その後ウィズの店で元気に店員やってるよ。俺も、何度ボッタクられた事か……」

　ゴーレムが、魔王に向けて手を伸のばす。

「ハンスには食われそうになったし、シルビアには別の意味で食われそうになったし。あ、でも、ウォルバクさんだけはそこそこ常識人だったなあ……。最後に戦った幹部のセレナには、レジーナ教徒にされた上に殺されるしで、まあ色んな目に遭わされたよ」

「…………お前も苦労したのだなあ……」

　ため息交じりの俺の言葉に魔王がしみじみ呟つぶやいた。

　この爺じいさんもあいつらには苦労を掛けられたのかもしれない。

「『クリエイト・アース』！」

　突如魔王が目の前に、大量の土を生み出した。

　俺がマナタイトを使い潰つぶして出した量にも匹ひつ敵てきするその土は、魔王へ伸びたゴーレムの手を遮さえぎった。

「……おい、まさか……」

「『クリエイト・アースゴーレム』！」

　魔王の声で土が蠢き、人型へと形成される。

　それは俺が生み出したものよりも一回りほど小さいゴーレム。

　人の事は言えないが、魔王ってのは何でも有りかよ！

「……ふう。いかんな、かなり魔力を食ってしまった。……しかし、やるなあ小こ僧ぞう。剣士には剣で。魔法使いには魔法で。相対する冒ぼう険けん者は、そやつらの得意分野でことごとく潰してやったものだが……。こんな変わった戦い方をするのは貴様が初めてだよ」

　魔王が感心したように言ってくるが、こっちはそれどころではない。

　ゴーレムの大きさはこちらが上だが、確か魔王の力は……！

「今度はこちらの番だな。しかし、実に面おも白しろい事ばかり考える男だ。次は一体どうするつもりだ？」

　魔王に生み出されたゴーレムは、部下を強化する力の恩おん恵けいを受け、俺のゴーレムをあっさりと打ち砕くだいた。

「小僧、ラウンド３スリーだな！」

「ちくしょー！」




　　　　４




「ワハハハハ、さあ、逃げろ逃げろ！　もう一度ゴーレムを生み出してみるか？　今度は勝てるかもしれんぞ？」

　背後からは嬉うれしそうな魔王の声と共に重い地じ響ひびきが聞こえてくる。

　ゴーレム作製まで出来るだなんて、ズリいよ魔王！

　懐のマナタイトは後三つ。

　劣れつ化かマイトは後一本。

　そして、一ひと振ふりの魔法剣と変な名前の愛刀が俺に残された武器だ。

「新しいゴーレム創ったところで、あっさり捻ひねり潰されるって分かってるクセに！　性格悪いぞ、さすがアイツらの元もと締じめだな！」

　俺は薄うす暗ぐらいダンジョンの通路を走りながら、背後から聞こえる声に叫さけび返す。

「なっ……！　ま、待て！　我とてアイツらには苦労を掛けられていたのだ、ベルディアのヤツは首をちょくちょく風ふ呂ろに置き忘れるわ、バニルは城の兵士達相手にあらゆる嫌がらせをして悪感情を食うわ、ウィズは城の軍資金や宝物を勝手に持ち出し、店を開く練習と称しようして勝手に売るわで……！」

　これだけは聞き捨てならないとばかりに、魔王は早口で言い返してきた。

「ハンスは食しよく糧りよう庫の備び蓄ちくを食うならちゃんと言え、毒で出来た体で食糧庫を汚お染せんするな！　シルビアは事あるごとにあなたと合体したいと言うのを止めろ！　セレナに到いたってはお布ふ施せを寄よ越こせと城で募ぼ金きん活動を始め、マトモなのはウォルバクぐらいときたものだ……！　それをヤツらの元締めと括くくられては堪たまらぬわ！」

　ほ、本当に苦労してんだなあ……。

　俺は若じやつ干かん同情しながらも、走っている内に仕し舞まいこんだ劣化マイトを再び取り出した。

　魔族である魔王には、魔法系の攻撃でないと効果が薄い。

　だが、相手がアースゴーレムならば……！

　俺は後ろを振ふり向くと、ゴーレムに劣化マイトを投げつけた。

　そしてすかさず手をかざし……！

「『ティンダー』ッッッ！」

「!?」

　ゴーレムの顔に投げた劣化マイトを着火魔法で爆破した。

　炸さく裂れつ音と共に飛び散る破は片へんが収まると、ゴーレムの上半身が見事に弾はじけ、残された下半身だけがゆっくりと歩き続ける。

　今の爆発は結構大きかったのか、ダンジョンの天井からパラパラと破片が降り、崩くずれないかと心配になる。

「お、おのれ……」

　砕けたゴーレムの破片を顔に受け、魔王が忌いま々いましそうに呻うめく中。

　──俺は勝ち誇ほこったドヤ顔で魔王に告げた。

「……今のはエクスプロージョンではない。ティンダーだ」

「知っておるわ！　貴様、ティンダーと叫んだではないか！　そもそも、冒険者如ごときがエクスプロージョンなどという最上位魔法を使えるか！」

　激げき昂こうした魔王が再び俺を追って来た。

　ええい、魔王のクセに有名な魔王ネタの分からんヤツめ！

　マナタイトは後三つだ、どうする、ここは迎むかえ撃うつか!?

　逡しゆん巡じゆんする間にも、魔王が右手を突つき出してくる。

　俺はマナタイトを一つ握にぎり締しめ……！

「『ライトニング』ーッッ！」

「『カースド・ライトニング』！」

　マナタイト一つ分の魔力を込めたライトニングを魔王に向けて解き放つ。

　と、それと交差するように放たれた闇やみ色いろの電撃が俺の右みぎ肩かたを撃ち貫ぬいた。

「……ッッッ！　ぐううううう、やるのう！　やるのう、小僧！」

「……いっ、痛いだあああああああああ！　肩かたがっ！　肩に穴開いてるんですけど……っ！」

　右肩を押さえ泣きながら相手を見ると、魔王は右の太ももを押さえてうずくまっていた。

　こっちは肩に穴を開けられたってのに、向こうの傷はそれほどの重傷には見えない。

　ダメだ、真正面から戦うのは分が悪い、ここは一いつ旦たん……！

「また鬼おにごっこか？　それはもう飽あきたぞ小僧！　『カースド・ライトニング』！」

　魔王が床に右みぎ膝ひざをついたまま片手を突き出し、致ち命めい的てきな魔法を放つ。

　……ああ、これはダメだ。

　こんな強力な魔法を、なんで詠えい唱しようもなくポンポン撃てるんだよ。

　俺は肩を押さえていた手で無意識に魔法剣を抜ぬくと、なんとなく目の前に……。




　──澄すんだ音と共に、魔法を食らった魔法剣があっさりと砕け散った。




「ああっ！」

「!?　……これも逃のがれるのか。貴様はなんと強運な冒険者なのだ……」

　頼たよりにしていた武器が砕けた事により、俺はいよいよ絶望的な心ここ地ちで、砕けた魔法剣の柄つかを投げつけながら魔王に食くって掛かっていた。

「何が強運だよ！　本当に強運なら、ここでこんな目に遭ってねえよ！　あーあ……。ダストの野や郎ろう、ナマクラな魔法剣を持たせやがって、使えねえな！」

「き、貴様、人様からのもらい物に無む茶ちや苦く茶ちや言うな……。というかそもそも、タダの魔法剣でアレを防げるはずが無いのだが……？」

　首を傾かしげる魔王をよそに、俺は背中の愛刀を抜き放つ。

「だがこれで、最後の望みも絶たれたわけだ。残るマナタイトはいくつある？　それで、先ほどのライトニングは何発撃てるのだ？　お前は上級魔法が使えないと見た。使えていれば、中級魔法のライトニングなどではなく、上級魔法での一いち撃げきを食くらわせていただろうからな。……そのようなナマクラでどうする気だ？　魔法すら掛かかっていないようだが」

「ちゅんちゅん丸」

　……………………。

「……何だと？」

　魔王が思わず動きを止める。

「ちゅんちゅん丸と言ったんだ。この刀の名前はちゅんちゅん丸。ナマクラじゃなくちゅんちゅん丸だ。これでお前を倒たおした暁あかつきには、魔王を倒した刀として、コイツを博物館に寄き贈ぞうしてやろ……」

「『カースド・ライトニング』！」

「うおおっ!?」

　魔王が放った電撃を自動回かい避ひで何とか躱かわす。

「おのれ、とことんまでバカにしおって！　ここまでおちょくられたのは初めてだ！」

　魔王を怒おこらせて魔力切れを狙ねらっているのだが、この変な名前の刀が初めて役に立った瞬しゆん間かんかもしれない。

　俺はどの道魔ま王おうにダメージを与あたえられない刀を床ゆかに置くと、肩に手を当て魔法を唱えた。

「『ヒール』！」

「……回復魔法まで使えるのか」

　呆あきれたような魔王の言葉。

「『ヒール』！　『ヒール』ッ！」

　俺は痛みで泣きそうになりながら、右肩の傷にヒールを掛ける。

　だが、傷が深すぎて俺の魔力ではどうにもならない。

　痛む右肩を押さえながら立ち上がると、再び魔王に背を向ける。

「本当に、逃にげてばかりだな貴様は。もういい、諦あきらめろ。貴様は冒険者の割によくやったよ。これは我われの本心だ。そんな貴様に敬意を表して、このまま見み逃のがしてやってもいいぞ。まだマナタイトはあるのだろう？　テレポートの詠唱を終える時間をやろう」

　魔王は俺の背中に向けて、そんな言葉を投げ掛けてきた。

　魅み力りよく的なその提案を無視し、通路の角を曲がった俺は、肩を押さえたままズルズルとうずくまる。

　……ヤバイ、血が止まらん、超ちよう痛い。

　このままテレポートで帰ってもいいってか……。

　どうしよう、城の皆みんなはもう魔王の側近を全ぜん滅めつさせたかな？

　まあ、俺でも一対一でここまで頑がん張ばれたんだ、あの連中ならまず問題無いだろう。

　それよりも、早く血を止めないと……。

「なあ、小僧。そういえば、まだ貴様の名前を聞いていなかったな。こういった最後の決戦においては、魔王として名前を聞いてやらねばいかんのだ。良ければ名前を教えてくれないか」

　ズルッ、ズルッ、という足を引きずる音と共に、魔王がこちらに近づいて来る中、俺はマナタイトを一つ取り出した。

「『ヒール』ッ！」

　右肩の傷を塞ふさぎ終えると、魔王が迫せまる方に向けて問い掛ける。

「佐さ藤とう和かず真まと申します。……あんたの名前は？」

　血が出過ぎたのか体がダルい。

　立ち上がらなきゃいけないのは分かっているが、気力が湧わかない。

「ヤサカだ」

　魔王の、そんな呟つぶやきを聞きながら、俺は…………。

　…………？

「ヤサカ？　魔王ヤサカ？　もっと、おどろおどろしい名前を想像してたよ」

　俺のそんな言葉を受けて、何かを引きずる音が聞こえなくなった。

　魔王が足を止めたらしい。

　やがて魔王の、ふふっと小さく笑う声が聞こえてきた。

　角の向こう側にいるので表情は見えないが、心底可お笑かしそうな笑い声だ。




「私の名は、八や坂さか恭きよう一いち。魔王、八坂恭一だよ」




　…………えっ。




「……えっと、どういう事？　えっ。えっ!?　何？　あんた、日本人？　人間なの？」

　パニックになる俺に、魔王は実に楽しげに。

「いいや？　れっきとした魔族だし、ニホンなんてところは知らん。その国に関しての噂うわさぐらいは聞いた事はあるがな。そういう貴様は勇者と同じ名前なのだな」

　……!?

「おい、わけ分かんない事言うなよ、俺を混乱させてトドメを免まぬがれようとかそんな手か？　汚きたねえぞ」

「今からトドメを刺さされようとしているのは果たしてどちらなのか。フフ、いやな、この名を名乗ると、お前達の中にはそのような面おも白しろい反応をする者が多くてな。……我が名の由来が知りたいか？　そして、我々魔王軍がなぜ人類を襲おそうのかを知りたくないか？　コレは人類がまだ知り得ていない、魔王軍に関しての最大の謎なぞのはずだ」

　そう言って、実に可笑しそうに魔王が笑う。

　──えっ、なにこれ。

　なんなんだよ、この、ゲームや漫まん画がによくあるラストバトル前みたいな展開は。

「俺、そんな事聞きたいなんて言ってないんだけど。なんでわざわざそこまで教えようとしてくれんの？」

「お前と同じ変わった名をした連中が、我に会うと必ず聞きたがった事だからだよ。お前達人間の間では、魔王となった勇者の話が有名なおとぎ話として残っているが……どうだ、誰だれも知り得ない真実を知りたくないか？」

　魔王はそう言って、クスクスと面白そうに。

「……えっと、じゃあ名前の由来とか聞いてもいい？　後、どうして魔王軍が人類を襲うのかを……」




「それが知りたくば、この我を倒してみるのだな！」

　ムッ、ムカつく────!!




「ワハハハ、腹が立ったか？　イラッときたろう！　最後に貴様に一いつ矢し報むくいられたわ！　少しだけ溜りゆう飲いんが下がったぞ！」

　このジジイ、魔王のクセに大人げねえ！

「……さて、こうして名乗ったのは久しぶりだ。我は今まで、必ず死にかけの者にのみ名乗ってきた。だが貴様は、我が名を知り得た者としてこのまま帰るがいい。それが、たった一人でここまで戦った貴様への手て土産みやげだ」

　それだけ言って、魔王は再びズルッ、ズルッと音を立てて、こちらへと近づいて来る。

　俺がテレポートで帰らないとなれば、このままトドメを刺すのだろう。

　残るマナタイトは後一つ。

　今の俺の残りの魔力では、帰りの分のテレポートにはとても足りない。

　帰るとすれば、これを使う他ほかはないだろう。

「なあ、あんたはこのまま帰るのか？　城に帰れば、多分俺の仲間が待ち構えてるぞ。これだけ時間が経たったなら、きっとあんたの側近は倒されてるよ」

　そんな、魔王に対する呼び掛けに。

「そうだな。あの連中相手では、これだけの時間が経てば我が部下は殺やられているか……。ならお前を殺すか、お前が逃げ帰るかした後で、ここでしばらく休んでいくか。その後、このダンジョンで手勢となる強力なモンスターを見み繕つくろって帰るとしよう。我が休きゆう憩けいして帰る頃ころには、我が娘むすめが大軍を率いて、城に凱がい旋せんしてくるだろうしな」

　そういえば、この最悪な状じよう況きようで魔王の娘も帰って来る可能性があるのか……。

　一いつ旦たん街に帰き還かんして、準備を整えてアクセルの冒ぼう険けん者達と共に、再びここへテレポート。

　……いやいや、もう一度ここへ来る魔力は無いし、マナタイトだって最後の一つだ。

　ドレインタッチで冒険者達に魔力を分けて貰もらってもいいが、街は今、絶賛防衛中なはず。

　そんな中で魔王を倒しに行くから誰か来てくれと言って、付いて来てくれる冒険者がどれだけいるだろうか？




　──ズルッ、ズルッ。




　魔王が迫ってくる音が、すぐ傍そばまで近づいている。

　……コイツを倒さずに俺が帰ればどうなるだろう。

　手の掛かるあの三人は、魔王がモンスターを連れて城にテレポートで帰ってきたら、ちゃんと俺の言う事を聞いて逃げ帰ってくれるだろうか。

　……間ま違ちがいなく、言う事を聞くわけがないな。

　引き分けって事になり、俺は街へと帰りましたと、魔王に伝言を頼たのんでおくか？

　でもあいつらが信じるかな、まあ、無理だろうなあ……。

　となると……。

「なあ、一いつ緒しよに城に連れて帰ってくれって言ったら、俺にもテレポートを掛けてくれる？」

「……そこまでしてやる義理もあるまい。貴様はなかなか見どころもあるし、我が配下にでもなるか？　その際には我を裏切れない呪のろいを掛けさせてもらうが、その上でなら連れ帰ってやろう」

　だよなあ。

　いや待て、ひとまず呪いを掛けてもらって一緒に帰り、アクアに解かい呪じゆしてもらう手もあるか？

　……いやいや、裏切れない呪いとやらを受けてしまえば、アクアの力の事も喋しやべってしまうかもしれない。




　──ズルッ、ズルッ。




　そんな音を聞きながら、俺は座り込んだままある物を取り出した。

　右手には、長い事使っていたせいであちこち汚よごれた冒険者カードを。

　そして左手には、最後に残されたマナタイト。




　──ズルッ、ズルッ。




　……やだな。

　正直こういうのは柄がらじゃない。

　こんな事は、ヒーローになりたいってヤツがやればいいと思ってた。

　もしくは、勇者様願望があるヤツか、俺ＴＵＥＥＥがしたいヤツ。

　俺みたいに、ゴロゴロして飲んだくれて昼まで寝ねて、美少女に囲まれてチヤホヤされて、退たい廃はい的な一生を送りたいニートにやらせる事じゃないと思う。

「さあ、テレポートの詠えい唱しようは済んだか？　見逃してやるとは言ったが、憎にくたらしい貴様の顔を見た瞬しゆん間かんまで我が慢まん出来る保証は無いぞ？」

　魔ま王おうが足を引きずる音を聞きながら。

　──あいつら、きっと怒おこるんだろうなあ、と……。

　でも俺がやらないと、どうせあいつら、やけっぱちになってまた何かやらかすんだろうなあ……と。

　そんな事を考えながら冒険者カードに指を伸のばすと、ズルッ、ズルッ、という音が、すぐ傍から聞こえてきた──




「──そこを曲がらずに、怒らないで聞いて欲しいんだけどさ。ここは、引き分けって事でさ。俺を先にテレポートで魔王城に送ってくれないかな」

　俺の言葉に、魔王の足音がピタリと止まる。

「送ってもらったら、俺は仲間と一緒に街に帰るよ。あんたは休憩でも何でもしてくれればいい。もしくは、休憩せずにすぐ城に帰って来ても、俺の仲間には手を出させないって約束するよ」

　ダンジョンの中が静まり返る。

「……ククッ、クハハハ、引き分け？　何を言っている。何か勘かん違ちがいをしているな。お前は負けたのだ。見逃してもらえるのは、我われの気まぐれに過ぎず……！」

　そう言って曲がり角から姿を現した魔王は、そこでピタリと動きを止めた。




　俺の両手の間に灯ともる、爆ばく裂れつ魔ま法ほうの光を見て。




「……………………。……引き分け、か。いいだろう冒険者よ。お前を先に、城へと送り届けてやろう。……それでいいか？」

「ダメだね。……だから言ったじゃん。そこを曲がらずに、怒らないで聞いて欲しい、って。これを見た後でそんな返事を貰っても、もう信用できないんだよ。俺を送ったテレポート先が、火口のど真ん中だったらどうする。それじゃあただの殺られ損だろ？」

　手の間の光から目を離はなせないまま、魔王はゴクリと喉のどを鳴らした。

「……分かった、ではどうしたらいい？　この距きよ離りでそれを放てば、我はおろか貴様も無事では済むまい。いや、そもそも爆発に巻き込まれない距離から撃うっても、間違いなくこの階層は崩くずれるだろう。貴様もそうなる事が分かっていたから、今までソレを使わなかったのだろう？」

　まあ、そういう事なんだけども。

「そもそも、なぜ上級魔法も使えない冒険者が、爆裂魔法などという最も高度で複雑な魔法を使えるのか……。──お前は一体何なのだ？」

「……何なんだろうね、俺もよく分かんないよ。というか、自分の立ち位置すら分かんないぐらいだ。俺は、あいつらの……保護者？　恋こい人びと？　飼い主？　ご主人様？　友人？　仲間？　同居人？　……うーん、何に当たるんだろうね」

　今いま更さらながらに悩なやみ出した俺に、魔王は脂あぶら汗あせを垂らして光を見み詰つめる。

「この魔法が大好きな娘こがいてさ。俺の隣となりで毎日欠かさずこれをぶっ放しまくっていたんだよ。その日課にずっと付き合わされ続けてきたお陰かげで、俺でも習得が可能なぐらいに、この魔法の詠唱も仕草も完全に丸暗記しちゃったよ」

　手の間にある、火傷やけどしそうなぐらいに熱い光。

　気を抜ぬくと、それがあっという間に暴発しそうだ。

　めぐみんはよくもまあこんなとんでもない代しろ物ものを毎日制せい御ぎよ出来ていたもんだ。

「この距離でそれを放てば、貧弱なお前は欠片かけらも残さず消えるだろう。だが、我は仮にも魔王だ。冒険者の放つ爆裂魔法では、一いち撃げきでは倒たおしきれないかもしれんぞ？」

「アクアに弱体化させられた今のあんたじゃ、多分耐たえられないだろ？　どの道、この階層は崩れるんじゃないのか？　多少息があったとしても、生き埋うめになればどうにもなんないよな？」

　その言葉に魔王が再び黙だまり込んだ。

　血が足りないのか、何だか頭がボーッとしてきた。

　──そろそろ終わらせた方がいいだろう。

「……死ぬのが怖こわくはないのか？」

「超ちよう怖いよ。もう何度も死んでるから、なおさら怖い」

　死ぬのは怖い。

　というか、今だって正直いって泣き出しそうだ。

　もう二度と皆みんなと会えなくなると考えると、めちゃくちゃ辛つらい、ほんとに辛い。

　でも。




「……このまま我が死ねば、多くの人類が知り得なかった事が永遠に謎なぞのままになるだろう。……我が名の由来を聞きたくないか？　そして、魔王軍がなぜ……」

「興味ないわー」




　──でも。

　どうせあいつらは、俺がなんとかしてくるとでも思っているんだろうなあ。

「………………『カース」

　魔王が唱え終わるより先に。




「『エクスプロージョン』────ッッ！」




　俺は魔法を解き放った──────！




　　　　５




　体がフワフワして、なんだか心こころ許もとない。

　というか、何も見えないし聞こえない。

　と、そんな中、遠くから俺を呼ぶ声が聞こえた気がした。

　なんとなくそちらに向かってみる。

　そちらに行きたいと願うだけで、体が自然と漂ただよっていった。

　夢ゆめ心ごこ地ちというか、浮ふ遊ゆう感かんというか。
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　なんなんだろう、この不思議な感覚は。

　呼ばれた気がした方へと向かってみると、やがて大きな光が見えてきて──




「──ようこそ死後の世界へ。私は、あなたに新たな道を案内する女め神がみ、アクア──。佐藤和真さん、あなたはダンジョンの最下層において亡なくなりました。──辛いでしょうが、あなたの人生は終わったのです」




　……………………。

　そこは、既すでに見慣れた白い部屋。

　光を見つけて飛び込んだはずなのだが、なぜか目の前にはアクアがいる。

　そして、その隣にはエリスまで。

　……こいつがここにいるって事は、魔王は無事倒せたって事なのだろうか。

　というか、あの後どうなったのだろう。

　俺が魔王を倒した瞬間に、こいつはここに送られたのだろうか。

『おいアクア、俺が魔王をテレポートで拉ら致ちった後、どうなった？』

　話し掛かけてみるが、アクアは俯うつむいたまま、こちらに目を合わせようとしない。

　というか、前まえ髪がみで顔が隠かくれてアクアの表情がうかがえない。




「……あなたには、いくつかの選せん択たく肢しがあります」




　アクアが、そんな事を淡たん々たんと、棒読みで言ってくる。




「……このままこの世界で、赤子として生まれ変わるか」

『……おいアクア、まずは状じよう況きよう説明からにしろよ。皆はどうなったんだよ。あと、人と話しする時はちゃんとこっち向け』




　再び問い掛けてみるものの、そんな俺の言葉を無視し、更さらにアクアは淡々と──




「……それとも平和な日本で、赤子として生まれ変わるか」

『おいこら、人の話聞けよ。あれからどうなったんだって聞いてんだよ。お前、こっち向かねーなら鼻に指突つっ込んで向かせるぞ？』




　ようやくアクアが顔を上げ、震ふるえる声で言ってきた。




「……もう、手の掛かる仲間に苦労する事もなく、借金背負ったり逮たい捕ほされたり、そんな酷ひどい目に遭あう事のない天国で、平和に暮らすか……！」




　肩かたを震わせ、ボロボロと涙なみだをこぼしながら。

　……ガチ泣きじゃないっスか。

　ボロ泣きするアクアの肩に、エリスが優やさしく手を置いた。

　アクアはエリスの胸むな元もとに顔を埋うずめ、しゃくり上げながら肩を震わす。

　そんなアクアの姿を見ながら、俺はなぜだか達観していた。

　コイツがこうまで泣くって事は、俺はもう生き返る事は出来ないのだろう。

　覚かく悟ごの上での事だし、しょうがない。

　……もっと心にくるかと思ってたが、意外と平気なもんだ。

　やる事やって、ちゃんとこうして目的を果たせたからだろうか。

　──コイツを、ここに帰してやるって目的を。
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　改めて自分の体を見てみると、胸元から下が透とう明めいになっている。

　嗚お咽えつを続けるアクアを抱だき締しめ、優しく撫なでながらエリスが言った。

「……カズマさん、お疲つかれ様でした。あの場にいた皆は無事に魔王の側近を倒し、あなたの無事を祈いのりながら待機していました。そして、魔王を倒したあの瞬しゆん間かんから、先せん輩ぱいはここに。それを見てあの場の皆も、あなたが魔王を倒した事を知ったようです」

　それを聞いて、俺はホッと息を吐はいた。

「今は、激戦の後という事で、怪け我がの手当てをしています。先輩が突とつ然ぜんいなくなった事で少々混乱しているようですが……」

　……そういえば、俺がダンジョンで死んだって事を皆に伝えられないのか。

　参ったなあ、めぐみんやダクネスが俺を捜さがす旅に出たらどうしよう。

　いや、アクセルの街の連中も捜そう索さくに参加してくれるかも。

　というか、結構大掛かりな事になったりして。

　……俺の勝手な思い込みじゃなくて、皆、ちゃんと捜してくれるよな？

　…………参ったな、やっぱ、何も言えないまま皆とお別れってのは辛いな。

　しかし、体が無く魂たましいみたいな今の状況で良かった。

　でなきゃ、アクア並みにガチ泣きしていたかもしれない。

　──と、そんな俺の考えが表情に出ていたのだろう。

　エリスが俺に、優しく微笑ほほえみかけてきた。




「……さて、佐藤和真さん。魔ま王おうを倒して死んだあなたには……。通常の死後の選択肢とは、別の物を用意するようにとの言こと伝づてを承うけたまわってます」




　それを聞いてアクアがバッと顔を上げた。

「まず、一つ目。先ほどの選択肢にあった、天国でのんびりと暮らすというもの」

　エリスが指をピンと立て、楽しげな笑みを浮うかべる。

「……そして二つ目。体を得て、日本へ帰る。この際には、一生を掛けても使い切れないだけのお金を差し上げます。そして、あなたの理想とする配はい偶ぐう者しやと……ちょっ、先輩！　ち、近……！　顔が近いです！　興奮しないでください！」

　アクアが涙をゴシゴシ拭ぬぐい、エリスの隣でジッと聞く。

　エリスが一つ咳せき払ばらいをして先を続けた。




「そして、三つ目。──体を得て、この世界にもう一度降り立つか」




　──それを聞いたアクアがパアッと顔を輝かがやかせた。




　……なんだよ嬉うれしそうなその顔は。

　まるで、俺がどれを選せん択たくするか分かりきってるみたいな顔しやがって。

　天国ってのはまだ早いよな。

　だが、日本で暮らすってのがくせものだ。

　一生遊んで暮らせるだけの金を得られる上に、エリスが言い掛けたが、理想の配偶者がどうとか……。

　つまり日本に帰れば、何不自由無く苦労も無く、理り不ふ尽じんな目に遭う事も無く、可愛かわいい嫁よめさん貰もらって一生遊んで暮らせるわけだ。

「さあ、どれにしますか？」

　エリスが微び笑しようを浮かべながら聞いてくる。

　そんな質問に、俺が今いま更さら迷うわけがない。

　俺がどれほどあの世界で苦労してきたと思っているのか。

　ろくでもない生物に、どうしようもない住人達。

　マトモな常識人がレアっていう、根っこのところが破は綻たんしているふざけた世界だ。

　あんな世界に戻もどれば今後も間ま違ちがいなく苦労する。

　そんなの、今更考える必要もなく予想出来る。




『俺の大だい嫌きらいな、あのろくでもない世界へ送ってください』




　俺の迷いの無い返事を受けて、エリスが嬉しそうに笑みを浮かべた。

「さあ、そうと決まったら早く皆みんなの所に帰ってあげないとね！　エリス、ちょちょいとアレな力をアレして、魔王の城の皆の所へ送って頂ちよう戴だい。きっと、突然消えた私を心配してるんじゃないかしら。早く戻ってあげないとね！」

　アクアがソワソワと浮かれながら、そんな事を言ってくる。

　だが、それにエリスが困ったように眉まゆをひそめ。

「……あの、先輩。申し上げにくいんですが、先輩はもう、こうして天界に帰って来た訳ですし……。日本担当の先輩は、この世界に遊びに降りる事も……。その……」

　その言葉に、アクアがエリスの肩を掴つかんだ。

　そして、目に涙を浮かべてフルフルと首を横に振ふる。

「そ、そんな目をされてもこればっかりは私には……！　あっ、止やめてください！　先輩、パッド取ろうとしないでください！　ダメですよ、そんな事されたってダメですってば！」

　目の前で揉もみ合いを始めた二人に。

『……ちょっと聞きたいんだけど、いいですか？』

　俺は、半分透すき通った指でポリポリと顔を掻かき。

『確か魔王を倒たおしたら、どんな願いでも一つだけ叶かなえてくれるって話だったと思うんですけど』

　と、とても大事な事をエリスに尋たずねた。

　それを聞いて揉み合っていた二人は動きを止める。

（ちょっとエリス、どうしたらいい？　どうせ魔王を倒す事なんて無理だろうと踏ふんでいたから、どんな願いでも叶う、みたいに煽あおっていたけど。神になりたいとか宇宙が欲しいとか言い出しかねないわよ、この男）

（い、いくらカズマさんでもそんな事は……。で、でも、知り合ったあらゆる女性とハーレム生活が送りたい、ぐらいは願うかも……）

　ヒソヒソとやりだした二人だが、俺に丸聞こえなんですが。

　というか誇こ大だい景品だったのかよ、本当にここの神様ってろくでもないな！

　知り合った女性とのハーレムはもの凄すごく心こころ惹ひかれるが、俺の願いはもう決まってる。




『この世界に来る際に、もらい損そこねたチートをください』




　それを聞いたエリスがくすりと笑った。

「その願い、承りました。そうですね、魔王が倒されたとはいえ、まだまだ強敵ひしめくこの世界で生きていくには、必要なものでしょうから……」

　イタズラっぽい笑みを浮かべているエリスは、俺がどんなチートを願うかも分かっているのだろう。

「あ……」

　それを聞いたアクアが不安げにこちらに手を伸のばしかけ、そして思い直したように引っ込めた。

　この騒そう動どうの後で、さすがに、チート代わりに自分を連れてけとは言えないらしい。

　ちゃんと自分が手の掛かかる女め神がみだって事を理解してくれたのは、驚おどろくべき成長だと思う。

「さあ、どんな能力をお望みですか？　強力な装備？　強きよう靭じんな肉体？　それとも、とてつもない才能ですか？」

　ワクワクした表情を浮かべながら言ってくるエリスの横で、アクアが珍めずらしくシュンとしていた。

　自己主張の強いコイツが珍しい、いつもこんなんなら俺の苦労も減ったのに。

　俺はエリスに言ってやった。




『女神はチートに入りますか？』




　それを聞き、心の底から嬉しそうに、にこやかな笑みを浮かべるエリス。

　そしてその隣となりでは、これ以上ないぐらいに、アクアがパアッと顔を輝かせた。

「エリス！　エリス!!　早くカズマを蘇そ生せいするわよ！　ほら早く！　早くしないと、城の皆が手当てと休きゆう憩けい終えて、街へ帰っちゃうわ！」

「はいはい、分かりましたから、先輩も力を貸して下さい。なにせ失われた肉体を蘇生させるんですから……。ではカズマさん、これは特例中の特例です。二度はありませんから、今後、命は大切に……」

「そんなのいいから、早く早く！　ほら、いくわよエリス！」

「あっ、先輩っ！　もう……。それでは、いきますよ……！」

「「『リザレクション』！」」

　二人の女神の力を受けて、体の奥に凄すさまじい熱を感じる。

　体に重さが発生した俺は床ゆかに足を着けると、ヒンヤリとした冷たさを感じ取った。

　そして、俺を蘇生させてくれた二人は慌あわててバッと後ろを向く。

　……？

「せ、先輩！　先輩が慌てて蘇生させるから！　早く、服か何かを……！」

「だってだって！　しょうがないじゃない、浮かれてたんだもの！　ねえ、カズマさんが荒あらぶってるんですけど！」

　俺は見事に素すっ裸ぱだかだった。

「ちょ、ちょっと待ってください、今服を……！　……ほら、先輩から渡わたしてあげて下さいよ、先輩ならもう何回か見てるでしょう!?」

「イヤよ、何だか噛みつきそうなんだもの！　昔は可愛らしかったカズマさんも、いつの間にか大人になったのね……」

「いいからとっとと服くれよ！　こんな場所でいつまでフルチンでいればいいんだよ！」




　　　　６




　服を着き替がえ準備を終えると、エリスが改めて向き直った。

　俺の隣には浮かれた様子のアクアがいる。

「……さて。これで今後先せん輩ぱいは、いつでも天界に帰る事ができます。もっとも、当分は帰って来る気は無さそうですけどね？」

　エリスが、浮かれているアクアを微笑ましく見守りながら尋ねてくる。

　と、よほど嬉しかったのか、やはり学習能力という物が欠けつ如じよしているアクアが言った。

「まあねー？　何だかんだで結果オーライってやつね！　私がこんな事を言い出さなかったら魔王だって倒せなかったでしょうし。……あら？　ひょっとしてこれって、カズマが女神によって導かれ魔王を倒したって言ってもいいんじゃないかしら。魔王を弱体化させたり、今回の私ってこれでもかってぐらいに女神っぽかったしね。……そう考えると、今回の魔王退治のＭＶＰって、私の名前が入ってもいいんじゃないかしら」




　……コイツは浮かれるにもほどがあるだろう。




「……おいこら、お前舐なめてんの？　魔ま王おう倒したのは俺だよ？　分かってんの？　勇者カズマだよ？　伝説になるんだよ？　お前は家出して保護されて連れ帰られる駄だ女神だろ？　お前ってば何言っちゃってんの？」

「ほーん？　あんたみたいなもやしニート、私の力が無かったらそもそも魔王に勝てなかったって分かってるんですか？　魔王退治の報ほう奨しよう金は私の取り分を多くして頂戴。そうね、九：一でいいわよ！　後、こうして天界に戻れるようになった以上、私は本来の女神の権力も使えるんだからね？　私の扱あつかいを雑にすると、本当に天てん罰ばつが下るわよ」

　と、アクアはそんな舐めきった事を、自信満々に髪かみをかきあげながら言ってきた。

　エリスが俺達のやり取りを、可お笑かしそうに見守っている。

「目の前で突とつ然ぜん私が消えちゃって、めぐみんやダクネス達は心配して泣いてないかしら。早く街に帰って、皆を安心させてあげないとね！」

　俺の隣では、浮うかれた様子のアクアがチョロい事を言っている。

「ではカズマさん。……改めて、あなたの口から願いを……」

　エリスが、魔王を倒した事への礼を言うかのように、そして、祈いのるように手を組んだ。

　ニコニコと笑えみを浮かべるエリスは、やはりメインヒロインといった感じだ。

　それに比べて……。

「ねえカズマ、私、街に帰ったらキンキンに冷えたクリムゾンビアーね！　私のジョッキにとびきりのフリーズを頂戴。早くゼル帝ていに会いたいわね、そろそろ立派なドラゴンになってる頃ころ合あいかしら！」

　俺はアクアとエリスを交こう互ごに見ながら。

「……？　どうしたの、変な顔しちゃって。元から変な顔が、今は更さらに歪ゆがんでるわよ？　顔にヒールを掛けてあげようか？」

　……………………。




　俺は、エリスに願いを告げた────！




　──一いつ瞬しゆんの立ち眩くらみの後、俺は見覚えのある場所に立っていた。

　そこは、つい先ほどまでいた魔王の部屋。

　その証しよう拠こに、辺りには魔王の側近が倒れ伏ふしていた。

　突とつ如じよ現れた俺に、その場にいた皆が驚き、そして──

「「カズマ！　お帰……り……？」」

　ダクネスとめぐみんが俺にお帰りを言おうとして、言こと葉ば尻じりをすぼませて首を傾かしげた。

　改めて皆を見ると、ダクネスは手て酷ひどい傷を負っている。

　命に関かかわるレベルではないが、よほどの激戦だった事がうかがえた。

　めぐみんとゆんゆんは呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべているが、怪け我がらしい怪我は無いようだ。

　……と、向こうではミツルギが倒れ、その傍かたわらにあの二人が縋すがりついている。

　胸が上下しているところを見ると、どうやらミツルギも生きているようだ。

「あのう……」

　めぐみんが、おそるおそるといった感じで。

「……あの、その人は誰だれですか？」




　俺の隣に佇たたずむ、女神エリスを指さしながら尋ねてきた。




　俺は、困った表情を浮かべオロオロしているエリスに手を向け。

「こちら、あの有名な女神エリス様。魔王を倒したご褒ほう美び代わりに、せっかくなんで連れて来た」

「「「えっ!?」」」

　めぐみん、ゆんゆん、ダクネスが、驚きの声と共に後あと退ずさる。

　と、ダクネスが突然片かた膝ひざをつくと──

「こ、これはエリス様！　その御お姿すがた、確かに教会に記されていた通りの……。通り……の……？」

　深々と頭を下げていたダクネスは、チラッと顔を上げてエリスの顔をジッと見た。

　それを受けたエリスがふっと目を逸そらす。

　──と、その時だった。




「なんでよ────────！」




　突然光の柱が現れると、そこからアクアが飛び出してきた。

「あっ！　お前、なんで自力で降りて来れるんだよ！」

「せ、先輩!?　何してるんですか、管かん轄かつ外の世界に許可も無しに降りて来てはダメですよ！　天界に帰れなくなっても知りませんよ!?」

　俺とエリスの声を受け、アクアが泣きながら声を上げた。

「わあああああああーっ！　ガ、ガズマがあああああああ！　ふわあああああああ！　あああああああああ！　あああああああああーっ！」

「めんどくせえヤツだなお前は！　調子に乗るから置いてったんだろうが！　ったく、ちゃんと暫しばらくしてから迎むかえに行くつもりだったのに、どうすんだこのバカ！」

　わあわあと泣くアクアを見て、めぐみんとダクネスが安心したように息を吐ついた。

　と──

「ねえー！　よく分かんないけど、プリーストがいるならキョウヤを助けてあげてよ！」

「そうよ、大怪我してるの！」

　そんな二人の声に被かぶせるように、ゆんゆんが突然大声を上げた。

「ああっ!?　魔王軍がテレポートで続々と帰って来る！　っていうか、あそこにいるのは魔王の娘むすめじゃあ……!?」

　部屋のバルコニーから外を見て、ゆんゆんが緊きん張ちようした面おも持もちでこちらを振ふり返る。

　マジかよ、もう帰って来やがったのか。

　俺達も目的は果たしたし、引き上げるとするか。

「ほら、いつまでも泣いてないでとっとと帰るぞ！　もう、来ちゃったもんはしょうがないから、後の事はまた後日考えるって事で……」

「わあああああ！　ふああああああああ！」

「……あ、あの……ダクネス、さん……？　な、何でしょう、顔が近いのですが……」

「……いえ。私の友人に似ているな、と……」

　ダクネスがエリスに顔を寄せ、ジッと見み詰つめ続ける中、アクアが泣き、そしてめぐみんが魔法を唱え……。

　──えっ、ちょっ……！




「『エクスプロージョン』──ッ！」




　めぐみんがマナタイトの詰つまったリュックを背負い、バルコニーから爆ばく裂れつ魔ま法ほうを解き放った。

「めぐみん!?　ちょ、ちょっとあんた何してんのよ!?」

　バルコニーに出てきためぐみんの横で、ゆんゆんが慌てて止める。

「『エクスプロージョン』──ッ！　『エクスプロージョン』──ッッ！」

「止やめて！　めぐみん止めて！　鼻血が！　あんた、鼻血出てるからっ！」

　魔王軍に対して攻こう撃げきを始めためぐみんを止めるべく、俺はバルコニーに出て外を見た。

　そこでは、突然爆裂魔法の連打を食くらった魔王軍がパニックに陥おちいり逃にげ惑まどっている。

　他ほかのモンスターに庇かばわれながら涙なみだ目めで逃げ惑っているアレが魔王の娘なのだろうか。

「ワハハハハ！　我われこそは魔王めぐみん！　この城を乗っ取りし、世界最強のアークウィザード！　我の城に近づく愚おろか者どもめ、我が絶大なる力の前に消え去るがいい！」

「めぐみん落ち着いて！　せっかく魔王を倒たおしたのに、また魔王が現れてどうするの！」

　まったくだ、これ以上の厄やつ介かい事を持ってこないで欲しい。

　──潮時だな。

「ゆんゆん、テレポートを頼たのむ。俺、もう魔力が無くってさ」

「え……、あ……！　私、後二回分ぐらいの魔力しか残ってませんが……！　でも、今この場には……」

　テレポートでの転送は一度に四人まで。

　だがエリスを連れて来てしまった事により、この場には九人いる。

「仕方ないですね。カズマ、これを使ってください」

　爆裂魔法で魔王の娘と魔王軍をイビっていためぐみんが、ぐしぐしと鼻血を拭ぬぐい、俺にマナタイトを渡わたしてきた。

「……お前、あんま無む茶ちやすんなよな」

「高価なプレゼントを貰もらったんですから、私だって何か、カズマにお返しをしたいんですよ。……もっとも、誰かはそんな事気にもしてないみたいですが」

「えっ？　あっ……！　私か？　私の事を言ったのか!?」

　めぐみんが、そう言ってダクネスに絡からみ出す。

　というか、マナタイトのお返しが城ってか。

　お返しとしては大き過ぎるだろう。

　というか、モンスター付きの城なんて貰って一体どうすればいいんだよ。

「えっと、では、皆みなさん集まってください、テレポートで転送しますから！」

　そんなゆんゆんの言葉に、皆が中央に寄り集まった。

「ねえー！　その前に、先にキョウヤの治ち療りようしてよー！　なんか、脈が弱くなってきたんだけど！」

「ていうか、息も弱く……！」

「……エリス様、以前、私と会った事は……」

「ななな、無いですよ!?　……っというか、私はこれからどうしたら……」

　皆が好き勝手に騒さわぐ中、ゆんゆんが第だい一いち陣じんをテレポートで転送した。

「『テレポート』！」

　エリス、ミツルギ、取り巻き二人が転送され、後には五人が残される。




「うっ……ぐすっ……ぐすっ……」




　いつまでもメソメソしているアクアの肩かたに、ゆんゆんが手を置いた。

　その隣となりにはめぐみんが並び、ダクネスが頬ほおについた血を拭いながら並び立つ。

「では、行きますよ？　それではカズマさん、アクセルで！」

　ゆんゆんが声こわ高だかに。

「『テレポート』！」




　テレポートの魔法を唱えると、未いまだメソメソしているアクアがなぜか取り残されていた。




「えっ!?　どういう事だ!?　なんでお前、テレポートで飛んでないの？」

「て、抵てい抗こう、ぐすっ……し、したから……！　……ぐずっ……」

　アクアが洟はなを啜すすりながら、そんな事を……、

「おまっ……！　お前ってヤツはどうしてこう、最後の最後まで……！」

「ち、違ちがうの！　違うの、聞いて！」

　目に涙を浮うかべながら、アクアが慌あわてて言ってきた。

「言いたい事があったから！　皆の前じゃ、ちょっと……、その……」

「なんだよもう、ってか今言う事でもないだろーが！　こうしてる間にも、続々と城へ敵が入って来てるんだぞ、いつここにやって来るか……！」

　俺はアクアに慌てて言うが、当の本人は目め尻じりに涙を溜ためたまま、何も言おうとしない。

　そうこうしている内に、遠くない場所から何かが駆かけて来る音がした。

　俺とアクアが使った罠わなではなく、この最上階へと続く、ちゃんとした直通ルートでもあったのかもしれない。

　ソワソワしながらアクアの言葉を待っていると、指で涙を拭いながら。

「……ねえカズマ」

「なんだよ、早く言えって！　置いてった事は悪かったよ、でも、ちゃんと迎えに行く算段はあったんだぞ？」

　その言葉に、だがアクアが首を横に振る。

「その……。ほら、私って、あの……。あんまり、物もの凄すごく賢かしこいってほどでもないじゃない？」

「というか、まあバカだよな。それが？」

　アクアが一いつ瞬しゆん、ギッ！　と歯を食い縛しばるが、ふっと表情を緩ゆるめると。

「……まあ、そんなわけだから。私は上手な言葉を探せないから、一言で言うわね」

「だから、何がだよ！　ほんとに早くしろってば！　ほら、外の足音聞こえるだろ!?」

　部屋の外から聞こえる、こちらに向かう音が大きくなっている。

　ワタワタと慌てる俺に、アクアが屈くつ託たくのない笑え顔がおで言ってきた。




「ありがとうね」




　…………俺は、こいつ相手にドキッとする日がくるだなんて、今の今まで思いもよらなかった。
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　いつもの通りのいつもの部屋。

　退たい屈くつで何の変へん哲てつもない私の職場に、この部屋の常連客が現れた。

「やあ」

　彼は気さくに手を挙げ挨あい拶さつしてくる。

　やあ、ではないのだけれど……。

「カズマさん……。まったく、どうしてあなたは……」

　どうしてこの人はこんなに簡単に死ぬのだろう。

　魔王すら倒した人が、アッサリとここに来るのは止めて欲しい。

　というか、こんな所でくつろぐのも止めて欲しい。

　両手を後ろについて床ゆかに足を投げ出し、満足そうにリラックスしているし……。

　──ここは、この世界の死者の魂たましいが呼ばれる所。

　決してくつろげる場所ではないのだけれど……。

「いやあ、やっぱりここが一番リラックスできますね。なんつーか、エリス様を見てるだけで癒いやされます」

　そんな事を言いながら、彼は腕うでを枕まくらに寝ねそべった。

「……まったく。あれから大変だったんですよ？　私がここに帰るのに、一体どれだけ苦労したか……」

「いやだって、エリス様ってば街に戻もどったらもういないんですもん。ちゃんと送って行こうと思ってたのに」

　……送って行く？

　いえ、そんな事よりも。

「その、エリス様というのはもうやめませんか？　あなたは魔王を倒した勇者なのですし、私の正体も知っているんですから、呼び捨てで構いませんよ？　その口調も、いつもみたいにもっと砕くだけた感じでも……」

「じゃあ、そっちもいつも通りの口調になったら、呼び捨てにしますよ」

「……この姿の時は、どうしてもこの口調に……。でも、何だか疲つかれてますね？　今回は一体どうしたんですか？　すっかり平和になったので、あまり下界は見ていませんでしたから……」

　一体どんなモンスターに殺されたのだろう。

　魔ま王おうが倒された事で、この世界のモンスター達は弱くなったはず。

　もう、彼が不覚を取る相手なんてそうそういないはずなのだけれど。

「……まあ色々ありまして。っていうか、ちょっと調子に乗っただけで屋や敷しきから放ほうり出されたんですよ。俺、魔王を倒たおした英えい雄ゆうですよ？　もうちょっと報むくわれてもいいと思うんですよね」

　それは酷ひどい。

　一体何があったのかは知らないが、確かにこの人はもうちょっと報われていいと思う。

「皆さんは相変わらずお元気そうですね……。大きなトラブルなどは無いですか？」

「これでもかってぐらいに元気ですよ。今のところはトラブルなんかも……。でも、どーも嫌いやな予感がするんですよね。たとえば最近めぐみんが、ゆんゆんとちょこちょこどこかにテレポートして、スッキリした顔で帰って来るんですよ。どこかで爆ばく裂れつ魔ま法ほうを撃うってるんだろうけど、また一体どこに向かってぶっ放してる事やら……」

　……彼女達が毎日テレポートで魔王城の傍そばへおもむいて、城に向けて魔法を撃ち込んでいる事は言わないでおこう。

「ダクネスは魔王殺しに尽じん力りよくした大貴族って事で、新しい領地を与あたえられるとかなんとか言ってましたね。ていうか、ウチの国だけじゃなく他国からもお見合いの話が山ほどきたって嘆なげいてました。最近も、屋敷に立て籠こもって国からの使者を迎げい撃げきしてましたよ」

　……あの子がお見合いを断る理由の張本人なのに、まったくもう、他人ひと事ごとみたいに……。

　めぐみんさんや義理の妹さんといい、ライバルは強敵ばかりの上に、こんなに奔ほん放ぽうな人が相手では、ダクネスも大変だと思う。

「俺を追い出したアクアのヤツが家に入れてくれないんですよ。もうバカな事口走らない？　とか言われたんですけど。バカな事って言ったって……」

「一体何を言って屋敷を追い出されたんですか？」

　彼が屋敷に入れてもらえなくなったのは、確かこれで二度目のはず。

　世界を救ったという偉い業ぎようがあるのだから、何かを言ったぐらいで、そんな……。

「魔王を倒したって事で街でチヤホヤされたんで、ちょっと調子に乗って言ったんですよ。ほんの、軽い冗じよう談だんで。よーし、パパ、ハーレム作っちゃうぞーって」

「……………………」

「……エリス様、今では反省してるんで黙だまらないでくださいよ、ヘコみますから」

　前言撤てつ回かい。

　この人はもうちょっと、痛い目に遭あった方がいいと思う。

「まあでも、先せん輩ぱいからの呼び掛かけがあるまでは、ここでゆっくりしていってくださいね」

　……まあ、こんな時ぐらいはゆっくりさせてあげてもいいだろう。

「……呼び掛け？　……ああ、俺、別に死んでませんよ？」

　と、彼は寝そべったまま首だけを上げてそんな事を……。

「……死んでない？　でも、ここにいるじゃないですか？」

「ああ、はい。自力で来たんですよ」




　…………？




「テレポートですよテレポート。ほら、魔王との決戦前に、ここに来たじゃないですか。俺、テレポートの登録先が一つ空いてたんで、そん時に……」

「!?」

　この人は今、何を言ったのだろう。

「ちょっと待ってください、ここを？　転送先に？　登録？」

「そうですよ。……てか、いくら俺でも、ちゃんとこうして迎むかえに来る算段がなかったらアクアを置いてったりはしませんって。これからちょこちょこ来てもいいですか？　面めん倒どう事ごとに巻き込まれた時なんか……」

「ダメですダメです、何言ってるんですか！　というか、ここを登録!?　ここって、テレポート先に登録できたんですか!?　なんて事!?　っていうか、どうしてあなたは次から次へ、他ほかの人が考えつかない事をやらかすんですか！」

「い、いや、だって……！　試ためしに登録してみたらできたから、つい……」

　つい、でこんな所にひょこひょこ来られては威い厳げんも何もあったものじゃない。

「そういやダクネスが、ちょこちょこクリスを捜さがしてましたよ？　ていうか俺だって、エリス様にマメに会えるならこんな事しなくて済むんですが」

「う……。今は色々探さぐられそうですから、その内会いに行く事にします……」

　と、彼は気け怠だるげに身を起こし。

「しかしあいつらは、世界を救った勇者様をなんだと思ってやがるのか。……よし、そろそろ痛い目に遭わせてやろうかね！」

　首を鳴らしながらそう言って、大きく伸のびをした。

　──世界を救った勇者様。

　この人は冗談めかして言っているが、自分のやったその事をちゃんと理解しているのだろうか。

　何の力も持たない人が、手の掛かる仲間達を引き連れて、魔王の幹部を始め様々な強敵を打ち破り、ついには魔王ですらも倒してしまった。

　誇こ張ちようされたおとぎ話の勇者ですら、伝説の装備を手にして強力な仲間を連れて、ようやくそんな偉業を達成しているというのに。

「まずは俺を追い出したあのバカだな。ちょっと甘い顔してれば、まーた調子に乗りだしやがって」

　彼はそう言って、柔じゆう軟なん体操をしながらテレポートの詠えい唱しようを開始した。

　今から巻き起こされる事を想像するだけで自然と笑みがこぼれてしまう。

　彼の傍は困難と厄やつ介かい事で溢あふれているけれど、いつだって楽しそう。

「っと。じゃあエリス様、ちょっとあいつら泣かせて来ます」

「行ってらっしゃいませ。あまり酷い事はしないであげてくださいね？」

　私の言葉に、世界を救った勇者様は苦く笑しようを浮うかべて背を向けた。




　──せめてこの人が、もう少しだけ報われるように。

　──日本に帰らず、この世界に留とどまってくれた事を後こう悔かいしないですむように。




「カズマさん、ちょっとだけ待ってくださいね？　せっかくなので、私からお土産みやげを」




　不思議そうな面おも持もちでこちらを見る彼に、私は片手をかざして笑えみを浮かべた。

「世界のために頑がん張ばってくれたあなたに。ちょっとだけ、良いい事がありますように」

　──あなたが守ってくれた、この素す晴ばらしい世界をもっともっと好きになってくれるように。

　私は彼に手をかざし、心からの祈いのりを捧ささげた──！







「祝福を！　『ブレッシング』──！」








完










あとがき






　この度は、『この素晴らしい世界に祝福を！』17巻を手に取って頂きありがとうございます、作者の暁あかつきなつめです。

　このシリーズもいつの間にか17巻。

　ここまでお付き合い頂いた方々には本当に頭が下がる思いです。

　それでは、ちょっとだけ当巻における解説となりますが、あとがきから先に読んでいる方はネタバレになってしまうので、出来れば最後にお読み頂ければと思います。




　──カズマ達が家出女神を連れ戻もどそうと、魔ま王おう城をウロチョロしていたその頃ころ。

　アクセルの街では、街を襲おそいにやって来た魔王軍の別働隊と、高レベルなのにちっとも駆かけ出だしの街から離はなれようとしない冒ぼう険けん者達の手によって、激戦が繰くり広ひろげられている事でしょう。

　他にも、普ふ段だん煙けむたがられているチンピラ冒険者や、一応中身は元貴族としてたまには本気出してきた変な着ぐるみ、魔ま道具店の店主さん、美人で巨きよ乳にゆうの受付嬢じように大金を積まれた仮面アルバイターなどが暴れ回っているかもしれません。

　鑑かん定てい魔ま法ほうなどで何気なく街の住人を見てみれば、とんでもなく高レベルのニワトリがいたり、ジョブの欄らんが邪じや神しんになっている黒くろ猫ねこがいたり。

　とある屋や敷しきでは足を踏ふみ入れた魔王軍の兵士が、庭の畑に植えられた野菜達や、謎なぞのポルターガイスト現象に襲われている事でしょう。

　──そして王都では、魔王の娘むすめが率いる精せい鋭えいに対し、王国軍とチート持ち冒険者、ベテラン紅魔族達が真正面から激げき突とつ中です。

　美人が多い紅魔族の後を勝手に付いて来た変な鎧よろいが、自分と名前が一文字違ちがいの美少女に母親の写真を見せられ、少女にとてつもない将来性を感じ……。

　最強の鎧と最強の神しん剣けんを装備した最強の少女が、めぐみんの同級生達やアクシズ教徒や荒あらくれ冒険者など、カズマほどではありませんが色々と難のある連中を引き連れて、魔王の娘に決けつ闘とうを挑いどんでいる事でしょう。

　散々大暴れした少女ですが、多勢に無勢で追い込まれたところを、モンスター達の突とつ然ぜんの弱体化により窮きゆう地ちを脱だつし、どこかの誰だれかが魔王を倒たおした事にいち早く気付き、ブラコンにさらなる磨みがきが掛かかって……。




　とまあ、これらは本編で書く事ではないと思いますので、大おお雑ざつ把ぱなネタバレでした。

　もし機会があればスピンオフなどで書くかもしれませんが、この物語は、ニート気き質しつの主人公がポンコツな仲間と共に何だかんだで上手くいってしまい、そして最後にはとうとう魔王まで倒してしまうというお話なので、本編はここで完結となります。

　ですが、まだ様々な伏ふく線せんや謎がたくさんあると思います。

　たとえば、代々の魔王の名前の由来や、そして魔王軍がなぜ人類を滅ほろぼそうとするのかなど、世の研究者達が血ち眼まなこになって調べていた事が誰かのおかげで迷宮入りになりました。

　他にも、武ぶ闘とう派は王女にボロボロにされた挙げ句、城に帰れば爆ばく裂れつ魔ま法ほうで散々に追い散らされた魔王の娘が、その後どのような苦難の人生を歩むのか。

　魔王を倒した主人公ですが、今回の決戦において国を挙げての盛大な褒ほう賞しよう授じゆ与よ式を行うとの事で今か今かと期待して待っています。

　ですが、義理の妹の方がもっと凄すごい功績を挙げていた事など、現時点では知る由もありません。

　めぐみんとの、帰ったら凄い事をしましょうという約束や、魔王を倒した者には王族と結けつ婚こんする事が出来る権利が生まれる事など──

　と、まだまだ回収し切れていない話や、伝え切れていない話などがたくさんありますので、またいつの日か後日談などを書く事が出来ればと思います。

　とはいえここまで頑がん張ばってきたカズマには、しばらくの休息と平へい穏おんな暮らしを送らせてあげましょう。




　──というわけで、今巻を含ふくめこのシリーズ全てに携たずさわってくれた、あらゆる関係者の皆みな様さまへ。

　四代に亘わたる担当編集者、及およびスニーカー文庫編集部の皆様、デザインの皆様、校こう閲えつの皆様、営業の皆様に、世界各地の書店員の皆様。

　コミカライズやスピンオフ、アニメやゲーム、映画、その他数多くの関係者の方々。

　そして、個性あるキャラクター達を生み出し、ハードスケジュールにも拘かかわらず毎回素晴らしいイラストを描かいてくれた、三み嶋しまくろね先生。

　そんな皆様のおかげでこれだけの巻数の本を世の読者の皆様に届けられた事に、最大級の敬意を払はらいつつ──

　そして何より、こうして「この素晴らしい世界に祝福を！」シリーズを読んで頂いた全ての読者の皆様に。──心から、深く感謝を！


暁　なつめ　　
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